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x 序章  はじめに
JRun 製品のラインナップ製品のラインナップ製品のラインナップ製品のラインナップ

JRun は、Sun Microsystems 社の最新のサーブレッ ト /JSP および EJB 仕様に対応した
Java アプリケーシ ョ ン  サーバーです。 次の表は、 JRun のエディシ ョ ンの一覧です。

最新の価格情報については、 国内総販売元である  (株 ) アイ ・ ティ ・ フロンティ アに
お問い合わせく ださい (株式会社シリ ウスは、 2001 年 4 月に株式会社アイ ・ ティ ・ フ ロ
ンティアに社名変更いたしました )。

版版版版 説明説明説明説明 価格価格価格価格

Developer 版 Web 開発および EJB/JMS/JTA をサポー
ト しており、 JRun JDBC ド ライバを含
みます。 無制限のJVM (Java Virtual 
Machine) 数、およびサーブレッ ト、JSP、
EJB (Enterprise JavaBeans) の 3 つの同
時接続数が許可されています。

Web アプ リケーシ ョ ンおよび
EJB の非営利目的の開発 /テス
ト用のライセンスであり、 無償

で入手できます。 アプ リ ケー

シ ョ ンの公開を目的と した使用

は許可されていません。

Professional
版

Web 開発のみをサポート しています。
JRun Professional 版では、JVM 数、およ
びサーブレッ ト /JSP (JavaServer Pages)
の同時接続数はいずれも無制限です。

営利目的の公開用のライセンス

で、CPU 単位のライセンスとな
ります。 

Advanced 版 Allaire ClusterCATS を使用する HTTP
ベースのロード  バランス機能およびフェ
イルオーバ ソ フ ト ウェアが含まれてい
ます。 Web 開発をサポー ト しており、
JRun JDBC ド ライバを含みます。
JRun Advanced 版では、JVM 数、および
サーブレ ッ ト /JSP の同時接続数はいず
れも無制限です。

営利目的の公開用のライセンス

で、CPU 単位のライセンスとな
ります。

 Enterprise 版 Allaire ClusterCATS を使用する HTTP
ベースのロード  バランス機能およびフェ
イルオーバ ソ フ ト ウェアが含まれてい
ます。 Web 開発、 EJB、 JMS (Java 
Messaging Service)、 JTA (Java 
Transaction API)、および JRun JDBC ド ラ
イバをサポート しています。

JRun Enterprise 版では、JVM 数、サーブ
レッ ト、JSP、および EJB の同時接続数は
いずれも無制限です。

営利目的の公開用のライセンス

で、CPU 単位のライセンスとな
ります。

Studio 版 HomeSite HTML エディ タに基づいた統
合 JSP 開発環境です。 JRun サーバーは
含まれていません。

価格はライセンス単位です。



JRun をインス トールするためのシステム要件 xi
JRun をインストールするためのシステム要件をインストールするためのシステム要件をインストールするためのシステム要件をインストールするためのシステム要件

こ こ では、 JRun をインスト ールするのに必要なハード ウェアおよびソ フト ウェアの
条件を示します。

ハードウェアの必要条件ハードウェアの必要条件ハードウェアの必要条件ハードウェアの必要条件

JRun の完全インス トールを行 うには、 次のハード ウェアが最低限必要とな り ます。

• 32 MB の RAM (64 MB を推奨)

• 30 MB の ハードディ スク容量 (50 MB を推奨 )

ソフ トウェアの必要条件ソフ トウェアの必要条件ソフ トウェアの必要条件ソフ トウェアの必要条件

JRun には次のソフ ト ウェアが必要です (詳細については次を参照)。

• 「オペレーティング システムの必要条件」 xiページ

• 「インターネッ ト  ブラウザの必要条件」 xiページ

• 「Java の必要条件」 xiiページ

• 「Web サーバーの必要条件」 xivページ

• 「JRun JDBC ド ライバのデータベース必要条件」 xvページ (JRun の Developer 版、
Advanced 版、 および Enterprise 版のみ )

オペレーテ ィ ングオペレーテ ィ ングオペレーテ ィ ングオペレーテ ィ ング システムの必要条件システムの必要条件システムの必要条件システムの必要条件

JRun には、 最低限、 次に示すオペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ンが必要です。
JVM および Web サーバーによっては、 必要条件をよ り厳密に指定される場合があ り
ます。

• Windows 95/98/NT/2000 (NT には Service Pack 3 以降が必要)

• Solaris 2.6、 2.7、 8

• Red Hat Linux 6.x、 7.x

• HP/UX 11.0

• IBM AIX 4.2、 4.3

• SGI/IRIX 6.5

• Compaq UNIX Tru64 4.0

インターネッ トインターネッ トインターネッ トインターネッ ト  ブラウザの必要条件ブラウザの必要条件ブラウザの必要条件ブラウザの必要条件

JRun には、 JRun 管理コンソール (JMC)、 JRun 環境設定を行 う  HTML ユーテ ィ リ
ティ、 および JRun と  Web サーバーの接続が含まれています。 JMC は Web ベースであ
るため、 次のいずれかの Web ブラウザをインス トールする必要があ り ます。

• Netscape Communicator Version 4.0 以降

• Internet Explorer Version 4.0 以降
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Java の必要条件の必要条件の必要条件の必要条件

次の表は、 Java サーブレッ ト、 JSP ページ、 および EJB の開発に必要な Java ユーティ
リ ティの一覧です。 この表には最低限の必要条件が示されています。 ただし、 各ユー
ティ リ テ ィの最新版を使用して ください。 また、 Java ユーティ リ テ ィのベータ版は、
システムでは使用しないでください。 

メモメモメモメモ

JVM 1.1.8 を使用している場合は、 xiiiページの 「JVM 1.1.8 に関する特別な検討事項」
を参照してください。

Java の最新バージ ョ ンは、 http://java.sun.com から入手できます。

サポート されているサポート されているサポート されているサポート されている  JVM
JRun インスト ールの JVM Advisor には、 JRun によってサポート さ れている  JVM の
一覧が記載さ れています。 JRun でサポート さ れている  JVM がない場合は、 JVM を
イ ンス トールしてから、 JRun のインス トールを再び実行する必要があ り ます。
Windows ユーザの場合は、 JRE 1.3 は JRun CD に含まれています。 ダウンロードする
こ と もできます。 Java コンポーネン トの詳細については、 xviiiページの 「Java 製品の
概要」 を参照してください。

Java コンポーネン トコンポーネン トコンポーネン トコンポーネン ト Windows UNIX
Java Virtual Machine
(JVM)
Java Runtime 
Environment (JRE) と
呼ばれる こ と も あり

ます。

JRE 1.3 は JRun に含まれてい
ますが、個別にインス トールす

る必要があ り ます。 独自の

JRE をインス トールできます
が、 1.1.6 以降である必要があ
ります (1.1.8 以降を推奨 )。
EJB については、 JDK 1.2.2 以
降を使用する必要があります。

JRE を取得する必要があります
(Java JDK に含まれています )。
EJB については、JDK 1.2.2 以降
を使用する必要があります。

1.1.6 以降のバージ ョ ンが必要
です。UNIX に対して最適化する
には、 JVM Version 1.1.8 以降が
必要です。 Version 1.2 を推奨し
ます (HP/UX の場合は Version
1.2 が必須です )。 
Solaris の場合は、 1.3 JDK に含
まれている HotSpot サーバーを
推奨します。

Java サーブレッ ト Java コンパイラ付属の 
Java JDK

Java コンパイラ付属の 
Java JDK

JavaServer Pages 
(JSP)

追加のソフ ト ウェアをインス

トールする必要はありません。

JRun には必要なツールがすべ
て含まれています。 

追加のソ フ ト ウ ェ アを イ ンス

ト ールする必要はあり ません。

JRun には必要なツールがすべ
て含まれています。

Enterprise JavaBeans
(EJB)

JDK 1.2.2 以降 JDK 1.2.2 以降



JRun をインス トールするためのシステム要件 xiii
JVM 1.1.8 に関する特別な検討事項に関する特別な検討事項に関する特別な検討事項に関する特別な検討事項

JVM 1.1.8 を使用している場合は、 次の特別な検討事項に注意して ください。

• JVM のメモ リ を 64 MB 以上に設定します。 これを設定するには、次の引数を  JVM
の引数リ ス トに追加します。

-mx64m

この引数を追加する と、 ヒープ サイズを増やすこ とができます。 必要に応じて、
こ の値を  64 以上に設定できます。 JRun をインスト ールしたら 、 こ の引数を次の
2 通りの方法で追加できます。

− 引数を、 JMC の [Java の設定 ] パネルの [Java 引数] フ ィールドに追加します。
詳細については、 91ページの 「Java Virtual Machine の設定」 を参照してくだ
さい。

− global.properties ファ イルにある  java.args プロパティを編集します。 プロパ
ティ  ファ イルの編集については、 第 5 章を参照してください。

• JRE を  1.1.8 からそれ以降にアップグレード する場合は、プロパティ  ファイルにある
java.args プロパティから次の引数を削除する必要があ り ます。

-Djava.naming.factory.initial=allaire.jrun.ContextFactory

この引数は、 次の 2 とおりの方法で削除できます。

− JMC にある  [Java の設定] パネルを使用します。 詳細については、 91ページの
「Java Virtual Machine の設定」 を参照してください。

− global.properties ファ イルにある  java.args プロパティを編集します。
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Web サーバーの必要条件サーバーの必要条件サーバーの必要条件サーバーの必要条件

JRun の外部 Web サーバーへの接続は共通の作業です。次の表は、各プラッ ト フォーム
でサポート されている  Web サーバーの種類を示します。

* JDK 1.2 以降対応の  IRIX、 AIX、 HP/UX、 Digital UNIX のすべてのバージョ ンが
サポート されています。

Web サーバーサーバーサーバーサーバー コネクタで使用可能なプラッ ト フォームコネクタで使用可能なプラッ ト フォームコネクタで使用可能なプラッ ト フォームコネクタで使用可能なプラッ ト フォーム

プラッ トプラ ッ トプラ ッ トプラ ッ ト

フォームフォームフォームフォーム

PWS IIS 
3.0/
4.0

IIS 
5.0

Apache 
1.2.x/
1.3.x

Fast
Track 
3.x

Netscape 
2.x、、、、 3.5、、、、
3.6、、、、 4.x 
(iPlanet)

Zeus O’Reilly 
WebSite 
Pro 2.x、、、、 
3.0

NT 4.0 
Server/
Workstation

X X X X X

Windows 
2000 
Professi
onal/
Server

X X X X X

Windows 
95/98

X X

Red Hat 
Linux 
6.x、 7.x

X X 
(4.x のみ)

X

Solaris 
2.6/2.7、 8

X X X X

HP/UX 
11.0*

X X X X

SGI/IRIX 
6.5

X X X X

IBM AIX 
4.2/4.3*

X X X X

Compaq 
UNIX 
Tru64
4.0*

X X X X
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JRun JDBC ド ライバのデータベース必要条件ド ライバのデータベース必要条件ド ライバのデータベース必要条件ド ライバのデータベース必要条件

JRun の Developer 版、Advanced 版、および Enterprise 版に含まれている  JRun JDBC
ド ライバは、 次のデータベース  プラ ッ ト フォームをサポート しています。

• Sybase 11 

• Sybase 12 ASE 

• SQL Server 7 

• SQL Server 2000 

• DB2 UDB 7.1 (Windows NT、 IBM AIX、 Sun Solaris 対応 ) 

• DB2 UDB 6.X (Windows NT、 IBM AIX、 Sun Solaris 対応) 

JRun JDBC ド ラ イバの使用方法の詳細については、 『JRun JDBC Drivers User's Guide
and Reference』 を参照してく ださ い。 独自のデータベース  ド ラ イバを  JRun で使用
するこ と もできます。 

JRun のののの バージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ン 2.3.x からのアップグレードからのアップグレードからのアップグレードからのアップグレード

JRun 3.1 にアッ プグレード する と 、 EJB のサポート 、 更新されたサーブレッ ト  API、
機能強化された GUI 管理ツールなど、多くの追加機能を利用できます。 これらの追加
機能を活用するために、 準備が必要な場合もあ り ます。

メモメモメモメモ

ベータ版の上に JRun 3.1 をインス トールする場合は、 インス トールを続行する前に、
ベータ版をアンインス トールしてください。

JRun と  JSP、 EJB、およびサーブレッ ト仕様の以前のバージ ョ ンとの違いについては、
Sun の仕様を参照して ください。 JRun 3.1 と  JRun 3.0 の違いについては、 『JRun
Version 3.1 機能および移行ガイ ド』 を参照して ください。

JRun 2.3.x とととと  3.x の同時実行の同時実行の同時実行の同時実行

既定では、JRun のインス トール スク リプ トは JRun を C:\Program Files\Allaire\JRun
(Windows) と  /opt/jrun (UNIX) にインスト ールします。 JRun のバージョ ン  2.3.x を
同時に実行する場合は、最初に JRun サーバーをすべて停止する必要があり ます。次の
手順のいずれかを行います。

• 既存の JRun ディ レク ト リ をほかの場所に移動する。

• JRun の新しいバージ ョ ンを新しい場所にインス トールする。

既存の JRun をアンインス トールしない場合は、 JRun を Windows 95/98/NT 2000 に
インスト ールする前に、 すべての JRun および Java のプロセスを中止します。 こ の
処理を行わないと、 JRun Web サーバーの設定が正し く行われないこ とがあ り ます。

インスト ールの際は、JRun サービス用の固有のポート を選択します。詳細については、
168ページの 「JRun ポートについて」 を参照してください。
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メモメモメモメモ

JRun 3.x と  2.3.x を同じマシンにインス トールするこ とはお勧めしません。

Windows NT/2000 で実行中ので実行中ので実行中ので実行中の JRun プロセスを中止するにはプロセスを中止するにはプロセスを中止するにはプロセスを中止するには

1 Ctrl + Alt + Delete を押します。 

[Windows NT のセキュ リティ ] ウ ィンド ウが表示されます。

2 [タスク  マネージャ ] をク リ ッ ク します。

Windows NT タスク  マネージャが表示されます。

3 [プロセス ] タブをク リ ッ ク します。

4 [イ メージ名] によってソート します。

5 次の名前のプロセスをすべて中止します (それぞれ複数の場合があ り ます)。

javaw.exe
jrun.exe

管理管理管理管理

ユーザユーザユーザユーザ インターフェイスインターフェイスインターフェイスインターフェイス

JRun 2.3.x で使用していた Swing ベースの管理ユーティ リ ティの代わりに、 ブラウザ
ベースのユーティ リ ティ 、JRun 管理コンソール (JMC) を使用して  JRun を構成します。
詳細については、 第 3 章を参照して ください。

プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ  ファイルファイルファイルファイル

JMC には、 JRun のプロパティ  ファ イルを変更するためのグラフ ィカル インターフェ
イスが用意されています。これらのファイルは、サーバーおよび Web アプリ ケーショ ン
の初期化および構成に使用されます。 既定のインス トールについて作成されるプロパ
ティ  ファ イルの数が 10 未満に減り ました。 JRun プロパティ  ファ イルの詳細につい
ては、 第 5 章を参照してください。

Web アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン

Java サーブレッ ト  2.2 仕様の導入部に、 Web アプリ ケーショ ンと  .war ファ イルの概念
についての説明があ り ます。Web アプリケーシ ョ ン内のク ラス とそれをサポートする
ファ イルが、この仕様によって指定されているディ レク ト リ階層に公開されます。Web
アプリ ケーシ ョ ンの一部でない個別のサーブレッ トは、 JRun のルート  ディレク ト リ /
servlet ディレク ト リに配置するこ とによって、その使用が引き続きサポート されます。
既定の Web アプリ ケーショ ンでは、 そのク ラ スパス内にこのディ レク ト リ が含まれ
ます。
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縮小または廃止された機能縮小または廃止された機能縮小または廃止された機能縮小または廃止された機能

JRun 3.x には、 Web アプリ ケーシ ョ ンから  Enterprise JavaBeans まで、最新の仕様が
導入されています。 ただし 、 廃止された機能または段階的に廃止される機能も あり
ます。 こ こでは、 これらの機能について説明します。

CF_Anywhere

JRun では引き続き  Allaire の ColdFusion markup language (CFML) のサブセッ ト を
使用するファイルを処理するこ とができます。 しかし、 この機能は JRun の次回からの
リ リースではサポート されません。 詳細については、 「JRun 開発者センター」 を参照
してください。

サーバー側インクルードサーバー側インクルードサーバー側インクルードサーバー側インクルード  (SSI)

SSI は、以前はダイナ ミ ッ ク  コンテンツの作成に広く使用されていました。 JRun では
主に古い実装をサポー トする目的で使用します。 現在では、 JSP および Java サーブ
レッ ト技術が SSI の代わりに用いられるよ うになり、 機能的にも大幅に拡張されてい
ます。 

Active Server Pages (ASP)

JRun は ASP のサポート を廃止しました。



xviii 序章  はじめに
Java 製品の概要製品の概要製品の概要製品の概要

こ こ では、 主要な  Java 製品の最新バージョ ンの概要を示します。 JRun を実行する
ための Java の必要条件については、 xiiページの 「Java の必要条件」 を参照して くだ
さい。 Java の最新バージ ョ ンの詳細については、 Sun の Web サイ ト  
http://java.sun.com を参照して ください。 

Java Platform 版版版版
Java Platform は、 Java 環境のアーキテクチャを定義します。 Java 2 Platform には次の
3 つの版があ り ます。 

• Java 2 platform, Standard Edition (J2SE) 

• Java 2 platform, Enterprise Edition (J2EE)

• Java 2 platform, Micro Edition (J2ME)

Java 2 Platform は次の Java Software Development Kit によって実装されます。 

Java Software Development Kit
Java Software Developer Kit (SDK) は通常、 Java Development Kit (JDK) と 呼ばれ
ます。 これは Java Runtime Environment (JRE) のほかに、 開発者が Java プラ ッ ト
フォーム向けのコンパイル、デバッグ、アプリ ケーショ ン実行に使用するツールと コア

ク ラスから構成されています。 Windows システムでは、 JRE は SDK に含まれます。
UNIX では、 JRE は同じダウンロード  ファ イルには含まれません。 SDK は使用許諾
契約ご とに配布されるものではあ り ません。

SDK の主なコンポーネン トの主なコンポーネン トの主なコンポーネン トの主なコンポーネン ト

• コンパイラおよびデバッガ

• Java Runtime Environment

• Win32 パフォーマンス  パッ ク  (オプシ ョ ン )

• Solaris ネイティブ スレッ ド  パッ ク  (オプシ ョ ン )

SDK のバージ ョ ンのバージ ョ ンのバージ ョ ンのバージ ョ ン

• JDK 1.0.x

• JDK 1.1.x

• J2 SDK version 1.2.2、 Standard Edition および Enterprise Edition

• J2 SDK version 1.3、 Standard Edition および Enterprise Edition

J2 SDK Enterprise Edition は、 JSP、 EJB、 サーブレッ ト などの高度なサービス向けに、
SDK のサポート を追加しました。
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Java Runtime Environment
Java Runtime Environment (JRE) は Java Virtual Machine (JVM) 仕様の実装であ り、
サポートする一連のク ラスが付属しています。 これには、 Java プラ ッ ト フォーム用に
作成されたプログラムを実行する場合に必要なすべての機能が含まれています。 SDK
とは異なり、 開発者は使用許諾契約に基づいて JRE を自由に配布できます。

JRE の主なコンポーネン トの主なコンポーネン トの主なコンポーネン トの主なコンポーネン ト

• Java Virtual Machine

• Java アプリケーシ ョ ン  ランチャ

• 実行時ク ラス  ラ イブラ リ

• Java Plug-in (ブラウザ用)

• Java HotSpot Runtime (1.3 以降 )

JRE のバージ ョ ンのバージ ョ ンのバージ ョ ンのバージ ョ ン

• JRE 1.1.x

• Java 2 Runtime Environment、 Standard Edition、 バージ ョ ン 1.2.2

• Java 2 Runtime Environment、 Standard Edition、 バージ ョ ン 1.3

JVM はソフ ト ウェアによる  CPU の実装であ り、 コンパイルされた Java コードを実行
するために設計されています。 Hewlett Packard、 Sun、 Microsoft、 Symantec などの
多く の企業が独自の JVM を開発しています。 Java Runtime Environment と いう 用語は、
Sun の JVM 実装の Sun 固有の名前です。ただし、 JVM を JRE と呼ぶベンダも多く あ り
ます。本書では、JRE と  JVM は同じ ものと して使用します。JRun インス トールの JVM
Advisor には、 JRun によってサポート されている  JVM の一覧が記載されています。



xx 序章  はじめに
拡張サービス拡張サービス拡張サービス拡張サービス

Java は拡張可能な言語であ り、継続的に機能を拡張しています。 こ こでは、 JRun でサ
ポート するいく つかの拡張機能について説明します。JRun をインスト ールする際に、コ
ンポーネン ト ご とにインス トールするかど うかを選択できます。

サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト

サーブレ ッ トはダイナ ミ ッ ク  コンテンツを生成する  Java Web コンポーネン ト です。
JRun 3.x は Sun のサーブレッ ト  2.2 仕様に準拠しています。 この仕様は 2.1 に基づいて
確立され、Web アプリケーシ ョ ンおよび Web アプリ ケーシ ョ ン  アーカイブ (WAR) の
サポートが含まれています。 JRun にサーブレッ ト仕様を実装するには、 JRE 1.1.6 以降
が必要です。

JavaServer Pages

JavaServer Pages は Java サーブレッ ト  API の拡張です。Java コード と  HTML を組み合
わせるこ とによ り、 動的な Web ページを作成します。 JRun 3.x は、 Sun の JSP 1.1 仕
様をサポート しています。 この仕様は 1.0 に基づいており、 タグ拡張およびコンテナへ
のサポート が含まれています。 JRun に JSP 1.1 を実装するには、 JRE 1.1.6 以降が必
要です。

Enterprise JavaBeans

Enterprise JavaBeans は、 J2EE プラ ッ ト フォームのためのソフ ト ウェア アーキテク
チャに基づいた、サーバー側の分散型コンポーネン トです。JRun は Sun の Enterprise
JavaBeans 1.1 仕様をサポート しています。EJB 1.1 仕様では、 1.0 の仕様に JTA や JMS
などの開発および公開強化のための機能が追加されました。 JRun に EJB を実装する
には、 JRE 1.2.2 以降が必要です。
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開発者リソース開発者リソース開発者リソース開発者リソース

(株) アイ ・ ティ ・ フロンティア (株式会社シ リ ウスは、 2001 年 4 月に株式会社アイ ・
ティ ・ フロンティ アに社名変更いたしました ) では、開発者の教育、テクニカル サポート
などのサービスによ り カスタマ サポー ト を充実させており ます。 以下にご紹介する
Web サイ ト では、 すべてのオンラ イン  リ ソ ースにすばやく アク セスできます。 次の
表に、このよ う なオンライン  リ ソースにアクセスできる  Web サイト の URL を示します。 

リソースリソースリソースリソース 説明説明説明説明

(株 ) アイ ・ テ ィ ・ フロンテ ィア 
JRun のサイ ト
http://cfusion.sirius.co.jp/jrun/

JRun の詳細な製品情報および関連トピ ッ ク

開発者コ ミ ュニテ ィ

www.allaire.com/developer/
JRun による開発に必要な最先端の情報を提供する、
オンライン デ ィ スカ ッシ ョ ン グループ、 知識
ベース、 技術文書などのあらゆるリソース

JRun 開発者センター
www.allaire.com/developer/
jrunreferencedesk/

開発のヒン ト、記事、文書、ホワイ ト  ペーパーに
関する情報サイ ト

JRun サポート  フォーラム
http://forums.allaire.com/jrunconf/

Allaire オンライン  フォーラムでは豊かな経験を
持つ JRun 開発者と連絡をとり 、JRun に関連した
数多 くのト ピ ッ クについて メ ッセージを書き込

んだり、 回答を得ることができます。 



xxii 序章  はじめに
JRun 文書の概要文書の概要文書の概要文書の概要

JRun 文書は、 JSP 開発者、サーブレッ ト 開発者、 EJB ク ライアント 開発者、 EJB 開発者、
システム管理者を含むすべての JRun ユーザにサポート を提供するこ とを目的と して
います。 印刷物で提供さ れている場合でも 、 オンラ イ ンの場合でも 、 必要な情報を
速やかに探し出せるよ う に構成されています。JRun オンライン文書には、HTML 形式と
Adobe Acrobat ファ イル形式があ り ます。 

印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト

JRun 文書セッ トには、 次の文書があ り ます。

オンライン文書オンライン文書オンライン文書オンライン文書

Allaire 社では、 JRun の全文書のオンラ イン版を  Adobe Acrobat (PDF) ファ イルで
提供しています。PDF ファ イルは JRun CD-ROM に含まれ、既定では JRun /docs ディ
レク ト リにインス トールされます。 JRun 管理コンソールの ト ップ ページにある製品
の文書へのリ ンクをク リ ッ クする と、 これらの PDF ファ イルにアクセスできます。

また、 これらの PDF ファ イルは、 Allaire 社の Web サイ ト  
http://www.allaire.com/documents からダウンロードするこ と もできます。

文書文書文書文書 説明説明説明説明

『JRun セッ トアップ ガイ ド 』 JMC を使用した JRun のインス トール、 構成、 および
管理について説明します。

『JRun によるアプリケーシ ョ ン
の開発』

Java サーブレッ ト、 JSP、 および EJB から構成される
アプリケーシ ョ ンの開発方法について説明します。

『JRun サンプル ガイ ド 』 サーブレッ ト、 JSP、 および EJB のコード  サンプル
およびサンプル アプリケーシ ョ ンを提供します。

『JRun タグ ライブラリ  
リ フ ァレンス』

JRun タグ ライブラリの JSP カスタム タグについて
説明します。

『JRun 拡張設定ガイ ド 』 ISP、 ISV、 および OEM カスタマ用の、 JRun のインス
トール、 使用、 設定に関する情報があります。

『JRun JSP クイ ッ ク  
リ フ ァレンス』

JSP のディ レクテ ィブ、アクシ ョ ン、およびスクリプ ト
要素の簡単な説明と構文が記載されています。

『JRun Version 3.1 機能および
移行ガイ ド 』

JRun バージョ ン  3.1 の機能と、既存のアプリケーショ ン
をバージョ ン  3.1 に移行する方法について説明します。

『JRun タグ ライブラリ  
クイ ッ ク  リ フ ァレンス』

JRun タグ ライブラリの JSP カスタム タグの簡単な説
明と構文について記載されています。
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その他のリソースその他のリソースその他のリソースその他のリソース

本書で扱っている ト ピッ クの詳細については、 次のリ ソースを参照してください。

書籍書籍書籍書籍

サーブレッ ト とサーブレッ ト とサーブレッ ト とサーブレッ ト と  JavaServer Pages
『Java Server Pages Application 
Development』

Scott M. Stirling 他著、
Sams 刊、 2000 年、
ISBN: 067231939X 

『Java Servlets』 Karl Moss 著、
McGraw Hill 刊、 1999 年、
ISBN: 0071351884

『Java Servlet Programming 
(Second Edition)』

Jason Hunter、 William Crawford 著、
O'Reilly & Associates 刊、 2001 年、
ISBN: 0596000405

『Core Servlets and Java Server 
Pages』 

Marty Hall 著、
Prentice Hall 刊、 2000 年、
ISBN: 0130893404

『Inside Servlets: Server-Side 
Programming for the Java Platform
(Second Edition)』

Dustin R. Callaway 著、
Addison-Wesley 刊、 2001 年、
ISBN: 0201709066

『Web Development with JavaServer
Pages』

Duane K. Fields、 Mark A. Kolb 著、
Manning Publications Company 刊、 2000 年、
ISBN: 1884777996

Enterprise JavaBeans
『Mastering Enterprise JavaBeans 
and the Java 2 Platform, Enterprise
Edition』

Ed Roman 著、
John Wiley & Sons 刊、 1999 年、
ISBN: 0471332291

『Enterprise JavaBeans』 Richard Monson-Haefel 著、
O'Reilly & Associates 刊、 2000 年、
ISBN: 1565928695

『Applying Enterprise 
JavaBeans: Component-Based 
Development for the J2EE Platform』

Vlada Matena、 Beth Stearns 著、
Addison-Wesley Pub Co 刊、 2000 年、
ISBN: 0201702673



xxiv 序章  はじめに
オンラインオンラインオンラインオンライン リソースリソースリソースリソース

Enterprise Java プログラ ミングプログラ ミングプログラ ミングプログラ ミング

『Server-Based Java Programming』 Ted Neward 著、
Manning Publications Company 刊、 2000 年、
ISBN: 1884777716 

『Professional Java Server 
Programming J2EE Edition』

Danny Ayers 他著、
Wrox Press 刊、 2000 年、
ISBN: 1861004656

『Designing Enterprise Applications 
with the Java 2 Platform, Enterprise
Edition』

Nicholas Kassem 著、
Addison-Wesley 刊、 2000 年、
ISBN: 0201702770
(http://java.sun.com/j2ee/download.html
#blueprints から無料でダウンロードできます。 )

『Building Java Enterprise Systems 
with J2EE』

Paul Perrone、 Venkata S.R. “Krishna” .R. 
Chaganti 著、
Sams 刊、 2000 年、
ISBN: 0672317958

『J2EE: A Bird's Eye View (e-book)』 Rick Grehan 著、
Fawcette Technical Publications 刊、 2001 年、
ISBN: B00005BAZV

Java Servlet API http://java.sun.com/products/servlet

JavaServer Pages API http://java.sun.com/products/jsp

Enterprise JavaBeans API http://java.sun.com/products/ejb/

Java 2 Standard Edition API http://java.sun.com/products/jdk/1.3/docs/api/
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サポートサポートサポートサポート

Allaire 社では、電話および Web による幅広いサポート  オ
プショ ンを提供しています。テクニカル サポート  サービスに
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ださい。

JRun サポート  フォーラ ム  (http://forums.allaire.com)
へは、 いつでも投稿できます。 
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第 1 章

JRun のインストールのインストールのインストールのインストール
この章では、 JRun のインス トール方法について説明します。 この章で説明する手順を
完了したら 、第 2 章の説明に従って  Web サーバーを  JRun と 通信できるよ う に構成す
る必要があ り ます。

目次目次目次目次
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• JRun 管理コンソールの起動 ..................................................................................... 15
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• インス トールのト ラブルシューティング ................................................................ 25
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JRun のインストールのインストールのインストールのインストール

こ こでは、 JRun のインス トールおよび構成の基本的な手順を説明します。 この手順は
使用する  Web サーバー、Web サーバーのバージョ ン、および Web サーバーのプラッ ト
フォームによって異なり ます。 

インス トールの際、 既定では JRun アプリ ケーシ ョ ンをホスティングする  2 つの JRun
Web Server (JWS) がインス トールされるこ とを知っておいてください (これを無効に
するこ とができます )。 これらの JRun アプ リ ケーシ ョ ンには、 JRun 管理コンソール
(JMC) およびデモ アプリ ケーシ ョ ンが含まれています。 これらのサーバーに割り当て
可能なポート がある こ と を確認してく ださ い。 既定値は、 8000 (admin サーバー )
および 8100 (default サーバー ) です。

JRun のインス トールおよび構成の基本的な手順を次の表に示します。 

JRun を分散型環境にインス トールしている場合は、 第 4 章を参照して ください。

こ こでは、 JRun を次のシステムにインス トールする方法について説明します。

• Windows 95/98/NT/2000

• UNIX と  Linux

以前のバージ ョ ンの以前のバージ ョ ンの以前のバージ ョ ンの以前のバージ ョ ンの JRun のインストールのインストールのインストールのインストール

JRun CD には JRun Version 3.1 のほかに、 JRun Version 3.0 SP2a も含まれています。
このため、現在使用しているアプリケーシ ョ ンが新しいバージ ョ ンの JRun と互換性が
ない場合は、 以前のバージ ョ ンの JRun をインス トールできます。 詳細については、
『JRun Version 3.1 機能および移行ガイ ド』 を参照して ください。

手順手順手順手順 章章章章

1 JRun をインス トールします。 第 1 章

2 JRun が正常にインス トールされていることを確認します。 第 1 章

3 Web サーバーが JRun と通信できるように構成します。 第 2 章

4 Web サーバーと  JRun が通信していることを確認します。 第 2 章

5 JRun 管理コンソール (JMC) を使用して、 JRun 構成を追加します。 第 3 章
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Windows 95/98/NT/2000 へのインストールへのインストールへのインストールへのインストール

ここでは、Windows 95/98/NT/2000 システムに JRun をインスト ールする方法について
説明します。

JRun をインストールするにはをインストールするにはをインストールするにはをインストールするには 

1 JRun を Web サーバーに接続する場合は、 その前に Web サーバーを停止します。

2 現在実行中の Windows アプリ ケーシ ョ ンをすべて終了します。

3 JRun インス トール ファ イル setup.exe を実行します。

JRun スプラ ッ シュ画面が表示されます。 JRun を  CD から インスト ールしている
場合、 スプラ ッシュ画面は自動的に表示されます。

JRun をインス トールするには、 少な く と も  JRE が必要です。 JRE がない場合は、
[Java Runtime Environment 1.3] をク リ ッ クする と、 Sun JRE 1.3 をインス トール
できます。 JRE のインス トールが終了したら、 JRun のインス トールを再開します。

以前のバージ ョ ンの JRun (Version 3.02 SP2a) をインス トールするには、 [JRun
Server の前バージ ョ ン ] リ ンクをク リ ッ ク します。 この後のインス トール プロセ
スは同じです。
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4 [Allaire JRun Server 3.1] をク リ ッ ク します。

[JRun セッ ト アップへよ う こそ ] ウ ィンド ウが表示されます。

5 [次へ ] をク リ ッ ク します。

[JRun ラ イセンス同意書] ウ ィンド ウが表示されます。
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6 JRun ライセンス同意書に同意する場合は [はい ] を、インス トールを中止する場合
は [いいえ ] をク リ ッ ク します。 

[はい ] をク リ ッ クする と、 [JRun 製品シ リアル番号 ] ウ ィンド ウが表示されます。

7 Allaire から提供されたシ リ アル番号を正確に入力して、[次へ] をク リ ッ ク します。 

JRun Developer 版または評価バージ ョ ンをインス トールする場合、このフ ィールド
は空欄 (既定の設定 ) にし ます。 JRun の旧バージョ ンから アッ プグレード する
場合は、 新しいシリ アル番号を入力します。 その後、旧 JRun バージョ ン  2.x のライ
センス  キーを入力するよ うに要求されます。

[JRun をインス トールするフォルダ ] ウ ィンド ウが表示されます。
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8 JRun をインス トールするフォルダを選択し、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

メモメモメモメモ

本書ではこのフォルダを  JRun のルート  ディ レク ト リ  と呼んでいます。

[セッ ト アップ タイプ ] ウ ィンド ウが表示されます。

9 インスト ールの種類を選択して、 [次へ] をク リ ッ ク します。次の表では、オプショ ン
について説明しています。

オプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ン 説明説明説明説明

完全 使用可能なすべてのオプショ ンをインスト ールします。 サーブレッ ト 、

JSP、 EJB、 JMS、 JTA サポート 、 サンプル、 および文書がインスト ー
ルされます。一般の JRun 開発者はこのオプショ ンを選択することをお
勧めします。

最小 最低限の必須オプショ ンをインスト ールします。このインスト ールには

サーブレッ ト 、 JSP、 EJB、および JMS サポート が含まれます。文書お
よびデモ  アプリ ケーショ ンはインスト ールされません。 アプリ ケー
ショ ンを公開するサーバーにインスト ールする場合は、このオプショ ン

を選択することをお勧めします。

カスタム インスト ールするオプショ ンを独自に選択できます。 経験豊富な  JRun
開発者は、 このインスト ールを選択することをお勧めします。
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[カスタム ] をク リ ッ クすると 、[コンポーネント の選択] ウィ ンド ウが表示されます。
JRun Professional 版をご使用の場合、 EJB コンポーネン トは利用できません。 

インス トールするコンポーネン ト を選択して、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

[プログラム  フォルダの選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。

10 JRun をインスト ールするプログラム  フォルダ名を選択し 、 [次へ ] をク リ ッ ク し
ます。
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11 指定したファイルがインスト ールされます。 [JRun サービスのインスト ール] ウィ ン
ド ウが表示されます。

12 JRun サーバーを NT サービスと してインス トールするかど うかを選択し、[次へ] を
ク リ ッ ク します。このボッ ク スをオフにすると 、 JRun サーバーはアプリ ケーショ ン
と して実行されます。NT サービスと  Windows アプリ ケーショ ンの違いについては、
21ページの 「Windows に関する検討事項」 を参照して ください。

[セッ ト アップ タイプ ] ウ ィンド ウが表示されます。

13 Java の実行時環境を選択して、 [次へ ] をク リ ッ ク します。
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メモメモメモメモ

EJB を公開するには、 JRE だけでなはく  JDK 1.2 以降も必要です。 最新の JDK は、
http://java.sun.com からダウンロードできます。

Sun の JRE は、 JRun の Windows バージ ョ ンに含まれているので、別途 JDK または
JRE を用意する必要はあ り ません。 JRun から提供された JRE をインス トールする
には、 インス トールをキャンセルして、 JRun スプラ ッシュ画面の [Java Runtime
Environment 1.3] リ ンク をク リ ッ ク し ます。 JRE をインスト ールしたら 、 こ の
イ ンス トール手順を再開します。

JVM 1.1.8 を使用している場合は、 インス トールが終了したら  xiiiページの 「JVM
1.1.8 に関する特別な検討事項」 を参照して ください。

[JVM Advisor] が表示されます。
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14 [JVM Advisor] 内の情報が正しいかど うかを確認して、 [次へ] をク リ ッ ク します。

[JRun 管理コンソール ] の管理ポート  ウ ィンド ウが表示されます。

15 JRun Web サーバー上にある  JRun の管理 Web アプリケーシ ョ ンへのアクセスに
使用する固有のポート番号を入力し、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

JRun Web Server (JWS) はこのポートで受信して、JRun 管理コンソール (JMC) への
アクセスを行います。既定のポート番号は 8000 です。推奨する範囲は 8000 ～ 8099
です。

メモメモメモメモ

8100 ～ 8199 のポート番号は選択しないでください。この範囲のポートは、default
JRun サーバーの JWS に使用されます。
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[JRun 管理コンソール ] のパスワード  ウ ィンド ウが表示されます。

16 JRun 管理者のパスワード  (admin) を入力して確認し、 [次へ] をク リ ッ ク します。

メモメモメモメモ

パスワードにはスペースとアスタ リ スク  (*) は使用できません。

JRun インス トーラで必要なディ レク ト リ の作成およびシステム  ファ イルの設定
が完了する と、 [JRun 製品情報] 画面が表示されます。
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17 オプショ ンでます。Java アプリ ケーショ ン開発に関する情報や JRun に関する通知
の受信が必要な場合は、 各チェッ クボッ ク ス をオンにして [次へ ] をク リ ッ ク しま
す。

[JRun のセッ ト アップ完了] ウ ィンド ウが表示されます。

18 JRun と外部 Web サーバー (Apache や IIS など ) との接続を設定するには、 最初の
ラジオ ボタンを選択して [終了 ] をク リ ッ ク します。 JRun 管理コンソールが起動
して、 ログインするよ うに要求します。 ログインする と、 コネク タ  ウ ィザードが
表示されます。

ログインおよび構成の終了については、 15ページの 「JRun 管理コンソールの起
動」 を参照してください。 

外部 Web サーバーを後から設定するには、 2 つめのラジオ  ボタンを選択して  
[完了 ] をク リ ッ ク します。 [管理コンソール ] が開きます。

UNIX およびおよびおよびおよび Linux へのインストールへのインストールへのインストールへのインストール

こ こでは、JRun を UNIX/Linux システムにインス トールする方法について説明します。

JRun をインストールするにはをインストールするにはをインストールするにはをインストールするには

1 Web サーバーを停止します。 JRun を Web サーバーに接続するには、 この作業が
必要です。

2 必要な JRE がコンピュータにインス トールされているこ とを確認して ください。
JSP/サーブレッ ト をサポートするには、 JRE 1.1.6 以降が必要です。 EJB をサポート
するには、 JRE 1.2 以降が必要です。 Sun の JRE は、 次の Web サイ トから取得でき
ます。

http://java.sun.com
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3 次のコマンドを使用して、 jrun-31-unix-jp.sh ファイル、 JRun インス トール シェル
スク リプ トの実行許可を設定します。

% chmod 755 jrun-31-unix-jp.sh

4 次のコマンドを使用して、 JRun インス トール スク リプ ト を実行します。

% /bin/sh ./jrun-31-unix-jp.sh

ライセンス同意書を読むよ うに要求されます。

5 Enter キーを押して、 ラ イセンス同意書の各ページを表示します。

ライセンス同意書に同意するよ うに要求されます。

6 同意する場合は 「y」、 インス トールを中止する場合は 「n」 を入力します。

インス トール先のディ レク ト リ を入力するよ うに要求されます。

7 JRun をインスト ールするディ レク ト リ を入力します。本書ではこのディ レク ト リ を
JRun のルート  ディ レク ト リ  と呼んでいます。 既定値は、 /opt/JRun です。

実行するインス トールの種類を選択するよ うに要求されます。[標準] または [カス
タム ] のいずれかを選択できます。

[標準] を選択すると 、 すべてのコンポーネント がインスト ールされます。 [カスタム ]
を選択する と、 次のオプシ ョ ンが表示されます。

1. サーブレッ トおよび Java ServerPages
2. Enterprise JavaBeans および Java Message Service
3. すべて

8 インス トールの種類を入力します。

選択し たイ ンス ト ールに必要なファ イ ルがすべて解凍およびコ ピーさ れます。
その後 JRE または JDK ディレク ト リへの絶対パスを入力するよ うに要求されます。

9 JRE/JDK の場所を指定します。 通常、 JRE/JDK は /usr/java にインスト ールされ
ますが、 システムによっては別の場所にインス トールされる場合があ り ます。

メモメモメモメモ

JRE/JDK の 1.2 よ り前のバージ ョ ンを選択する と、 JRun の EJB コンポーネン トが
正常に動作しません。

ライセンス  キーを入力するよ うに要求されます。

10 Allaire から提供されたライセンス  キーを正確に入力します。

JRun Developer 版または評価バージョ ンをインス ト ールする場合、 こ のフィ ー
ルド は空欄 (既定の設定) にします。JRun の旧バージ ョ ンからアップグレードする
場合は、新しいアップグレード  キーを入力します。以前の 2.x のライセンス  キーを
入力するよ うに要求されます。

JRun 管理者のパスワードを入力するよ うに要求されます。
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11 パスワードを入力します。パスワードにはスペースとアスタ リ スク  (*) は使用でき
ません。

ポート番号を入力するよ うに要求されます。

12 JRun Web サーバー上にある  JRun の管理 Web アプリケーシ ョ ンへのアクセスに
使用する固有のポート 番号を入力します。 JWS はこのポート で受信して、 JRun 管理
コンソール (JMC) へのアクセスを行います。既定のポート番号は 8000 です。推奨
する範囲は 8000 ～ 8099 です。

メモメモメモメモ

8100 ～ 8199 のポート番号は入力しないでください。この範囲のポートは、default
JRun サーバーの JWS に使用されます。

Java アプリケーシ ョ ン開発に関する情報や JRun に関する通知を受信するかど うか
を指定するよ うに要求されます。

13 これらの情報を受信するかど うかを選択します。

[Yes] を選択した場合は、 名前と電子メール アドレスを入力します。

JMC URL またはブラウザの demo URL を開く よ うに要求されます。

引き続き設定を行い、 JRun を外部 Web サーバーに接続するには、 JMC の URL に
アクセスします。設定の完了については、 15ページの 「JRun 管理コンソールの起
動」 を参照して ください。 

JMC を起動して、 随時 JRun 実装を設定する こ とができます。 詳細については、
70ページの 「JRun 管理コンソールの開始」 を参照して ください。
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JRun 管理コンソールの起動管理コンソールの起動管理コンソールの起動管理コンソールの起動

JMC は、JRun の設定に使用するブラウザ ベースのインターフェイスを持つ Web アプ
リ ケーシ ョ ンです。 JMC を使用するには、 Netscape Communicator 4.0 以降、 または
Internet Explorer 4.0 以降が必要です。

メモメモメモメモ

この手順は、 JRun が提供する  Web サーバーを既定のポート  (8000) で使用して、 JMC
に接続する場合を想定しています。

JMC を起動するにはを起動するにはを起動するにはを起動するには

1 UNIX および Windows では、 次の方法で JMC を起動できます。

• Web ブラウザで次の URL を開きます。

http://localhost:8000

また、Windows の場合には、次のいずれかの操作を実行して JMC を起動できます。

• [スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.1] > [JRun 管理コンソール ] をク リ ッ ク
します。

• システム  ト レイで [JRun] アイコンをダブルク リ ッ ク し、 [実行 ] をク リ ッ ク し
ます (JRun をアプ リケーシ ョ ンと してインス トールした場合)。

• JRun のルート  ディレク ト リ /bin ディ レク ト リで次の DOS コマンドを入力し
ます。

% jrun -admin

JMC が表示されない場合は、 25ページの 「インス トールのト ラブルシューティン
グ」 を参照して ください。 JRun のコマンド ラ イン  オプシ ョ ンの詳細については、
83ページの 「jrun コマンドの使用」 を参照して ください。

JMC のログイン  ウ ィンド ウが表示されます。
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2 ユーザ名とパスワードを入力し、 [ログイン ] をク リ ッ ク します。既定のユーザ名は
admin です。 admin 用のパスワードはインス トール時に設定しました。

インス トール実行中に JMC を起動する と、 JRun コネク タ  ウ ィザードが表示され
ます。

セッ ト アップの終了については、第 2 章の 「Web サーバーの設定」 のセクシ ョ ンを
参照してください。

• 「Apache の接続」 31ページ

• 「IIS 3.0/PWS の接続」 36ページ

• 「IIS 4.0/5.0 の接続」 39ページ

• 「Netscape/iPlanet への接続」 47ページ

• 「WebSite Pro への接続」 54ページ

• 「Java ベースの Web サーバーの接続」 61ページ

• 「Zeus Web サーバーの接続」 63ページ



JRun 管理コンソールの起動 17
インス トール後に JMC を起動する と、 JMC のメ イン  ウ ィ ン ド ウが [JRun ク イ ッ
ク  スタート  プロダク ト  ツアー ] ウ ィンド ウ と と もに手前に表示されます。

JMC を使用した JRun の設定方法については、 第 3 章を参照して ください。
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JRun のディレク ト リ構造のディレク ト リ構造のディレク ト リ構造のディレク ト リ構造

既定では、 /JRun ディ レ ク ト リ は c:\Program Files\Allaire (Windows) または /opt
(UNIX/Linux) の下に作成されます。

次の表は、 /JRun の内容を示します。 ディ レ ク ト リ構造は実装によって異なるため、
すべてのディ レク ト リ およびサブディ レク ト リ が表示されているわけではあり ません。

ディレク ト リディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リ 説明説明説明説明

/bin JRun の実行ファイルが含まれています。
/connectors Web サーバーのコネクタ  ファイルが含まれています。
/docs JRun および Java サーブレッ ト  API の HTML 文書が含まれています。
/lib すべての JRun アプリ ケーショ ンの既定のプロパティ を定義する  JAR

ファ イル、 およびプロパティ  ファ イルが含まれています。
/lib/ext servlet.jar や ejb.jar などの JAR ファ イルが含まれています。
/logs JRun のログ ファイルが含まれています。
/pointbase 組み込み型 Pointbase データベースのファイルが含まれています。JRun

のカスタム タグ サンプルおよび EJB サンプルでは、このデータベース
を使用します。 

/samples JRun のサンプル ファイルが含まれています。
/servers JRun サーバーとそのアプリケーショ ンが含まれています。
/servers/
admin

admin JRun サーバーの実行に必要なファイルや、JRun 管理コンソール
(JMC) の Web アプリケーショ ンおよび rds-app 用のファイルが含まれ
ています。

/servers/
default

default JRun サーバーの実行に必要なファイルが含まれています。
default、demo、および invoice のサンプル アプリケーショ ンも含まれて
います。

/servers/lib すべての JRun サーバーがアクセスする  JAR フ ァ イルおよび .class
ファ イルが含まれています。 ここに共有データベース  ド ライバやその
他の共有ファイルを格納しておく と便利です。 このディ レクト リ には、

タグ ライブラリが格納されます。
/servlets 既定の Web アプリ ケーショ ンにアクセス可能な  .class が格納さ れ

ます。 このディ レク ト リ は下位互換を目的と し て用意されています。

新しいアプリケーショ ンの .class ファ イルは、サーブレッ ト  2.2 の仕様
で定義されている階層構造で配列しなければなりません。

/uninst JRun のアンインスト ールに関する情報が含まれています。
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admin JRun サーバーのサブディレク ト リサーバーのサブディレク ト リサーバーのサブディレク ト リサーバーのサブディレク ト リ

次の表では、 /servers/admin ディ レク ト リ内のサブディ レク ト リについて説明して
います。

default JRun サーバーのサブディレク ト リサーバーのサブディレク ト リサーバーのサブディレク ト リサーバーのサブディレク ト リ

次の表では、 /servers/default ディ レク ト リ内のサブディ レク ト リ について説明して
います。 JRun サーバーを新規作成した場合、 これらのサブディ レク ト リはそのサー
バーの一部となり ます。

ディレク ト リディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リ 説明説明説明説明

/servers/admin admin JRun サーバーを定義します。
/servers/admin/deploy 公開する EJB を格納します。 公開が完了すると、 EJB は

起動時に runtime ディレク ト リにコピーされます。
/servers/admin/jmc-app JMC アプリケーシ ョ ンが含まれています。
/servers/admin/lib admin サーバー内のすべてのアプリケーショ ンがアクセス

する  JAR フ ァ イルおよび .class フ ァ イルが含まれてい
ます。

/servers/admin/runtime EJB 実行時ディ レク ト リ
/servers/admin/tmp 該当する JRun サーバーにある各アプリケーシ ョ ンの一時

サブディ レク ト リが含まれています。 このディ レク ト リを

削除しないで く ださい。

ディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リ 説明説明説明説明

/servers/default default JRun サーバーを定義します。 
/servers/default/
default-app

既定の JRun アプリケーシ ョ ンが含まれています。 この
アプリケーシ ョ ンを使用して Java サーブレッ ト、 JSP、
および EJB を作成してテス ト します。 

/servers/default/
default-app/WEB-INF

ドキュ メ ン トのルー ト  ディ レク ト リに含まれていない
既定のアプリケーシ ョ ンに関連するリソースが含まれて

います。このディ レク ト リは、アプリケーショ ンのドキュ

メン ト  ツリーの一部ではありません。つまり、 このディ
レク ト リに含まれるファイルにクライアン トから直接ア

クセスするこ とはできません。 このディ レク ト リには、

アプリケーショ ン記述子 web.xml が含まれています。
/servers/default/
default-app/WEB-INF/
classes

Web アプリケーシ ョ ンのサーブレッ トが使用する Java
クラス ファイルが格納されます。

/servers/default/
default-app/WEB-INF/jsp

アプリケーシ ョ ンの JSP 用のクラス フ ァイルが格納さ
れます。
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/servers/default/
default-app/WEB-INF/lib

アプ リケーシ ョ ンが使用する Bean およびその他の
フ ァ イルが格納されます。 これらのフ ァ イルは JAR
ファイルに格納される場合もあります。

/servers/default/
demo-app

JSP/サーブレッ ト のサンプル アプリケーショ ンが含まれ
ています。

/servers/default/deploy 公開された EJB を格納します。 公開された EJB は、 起
動時に runtime ディ レク ト リにコピーされます。

/servers/default/
invoice-app

fax cover sheet generator および invoice generator を示
す invoice demo アプ リケーシ ョ ンが含まれています。
invoice generator には 3 つの異なるバージョ ンが含まれ
ており 、 それぞれ異なるコーディ ング ルールがあります
(素の JSP、 JavaBeans、 および JSP カスタム タ グ )。
この Web アプ リケーシ ョ ンには、 使用上の注意と カ
ラーのコード表示が含まれています。

/servers/default/lib default サーバー内にあるすべてのアプリケーシ ョ ンが
アクセスする JAR フ ァイルおよびクラス フ ァイルが含
まれています。

/servers/default/
runtime

公開された  EJB は、 起動時に  runtime ディ レク ト リ に
コ ピーされます。

/servers/default/
runtime/classes

動的にロード される  EJB 実装のためのクラス フ ァイル
が含まれています。

/servers/default/tmp 該当する JRun サーバーにある各アプリケーシ ョ ンの
一時サブディ レク ト リが含まれています。 これらの一時

ディ レク ト リを削除しないで く ださい。

ディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リ 説明説明説明説明
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JRun サーバーの使用方法サーバーの使用方法サーバーの使用方法サーバーの使用方法

JRun は、 JRun サーバーでほかの機能を起動、停止、および実行するためのユーティ リ
ティ を備えています。 このセクシ ョ ンは、 さまざまな JRun プラ ッ ト フォームに対応
したこれらのユーティ リ ティについて説明します。詳細については、80ページの「JRun
サーバーの設定」 を参照してください。

Windows に関する検討事項に関する検討事項に関する検討事項に関する検討事項

Windows NT または 2000 を実行している場合は、 インス トール時に、 JRun サーバー
をサービスまたはアプリケーシ ョ ンと して実行するよ うに設定できます。 サービスを
選択する と、サービスを無効にしない限り、NT システムを開始するたびに JRun サー
バーが起動されます。 サービスは、 ユーザ プロセス と してではなく、 システム  プロ
セスと して実行されます。[コン ト ロール パネル ] からアクセスできる  サービス  コン ト
ロール マネージャ  ユーティ リ ティを使用して、 JRun サーバーの起動、停止、再起動を
行 う こ と もできます。 サービス と して実行しない場合、 JRun はアプリ ケーシ ョ ン と
して実行されます。

Windows 95/98 では、 これらのサーバーは、 Windows レジス ト リ で参照するこ とが
可能で、 再起動する と自動的に起動します。

また、 こ こで説明する  Windows に関する手順は、 ス ク リ プ ト の実行が可能な JRun
コマンド ラ イン  ユーティ リ ティによって実行するこ と もできます。 詳細については、
83ページの 「jrun コマンドの使用」 を参照して ください。

JRun サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

JRun サーバーを起動するには、 次のいずれかの手順を実行します。サーバーを起動するには、 次のいずれかの手順を実行します。サーバーを起動するには、 次のいずれかの手順を実行します。サーバーを起動するには、 次のいずれかの手順を実行します。

• Windows

[スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.1] > [JRun サーバー名 ] をク リ ッ ク します。
た とえば、 admin JRun サーバーを起動するには、 [スター ト ] > [プログラム ] >
[JRun 3.1] > [admin JRun サーバー ] をク リ ッ ク します。

または

JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を使用します。

% jrun -start JRun サーバー名

メモメモメモメモ

JRun をサービス と してインス トールした場合、 サービスの実行中に JRun をプロ
グラム  グループから起動しよ う とする と  ([スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.1]
を選択)、 「JRun が異常終了しました」 とい うエラーが発生します。
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• UNIX

次のいずれかの JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を使用します。

% jrun -nohup JRun サーバー名

または

% jrun -start JRun サーバー名

nohup オプシ ョ ンを使用する と、 JRun サーバーはバッ クグラウン ド  プロセス と
して起動します。

JRun サーバーを停止するには、 次のいずれかの手順を実行します。サーバーを停止するには、 次のいずれかの手順を実行します。サーバーを停止するには、 次のいずれかの手順を実行します。サーバーを停止するには、 次のいずれかの手順を実行します。

• Windows

JRun サーバーをアプリケーシ ョ ンと して実行している場合は、システム  ト レイに
ある  JRun サーバーのアイ コンをダブルク リ ッ ク し て、 JRun アプリ ケーショ ン
マネージャを開きます。

次に、 [中止] ボタンをク リ ッ ク します。 JRun は該当する  JRun サーバーのみを停止
します。

JRun を NT サービス と して実行している場合は、 [コン ト ロール パネル ] からアク
セスできるサービス  コン ト ロール マネージャ  ユーティ リ テ ィ を使用して、 JRun
サーバーを停止します。

• UNIX/Windows

JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を使用します。

% jrun -stop JRun サーバー名

JRun サーバーを再起動するには、 次のいずれかの手順を実行します。サーバーを再起動するには、 次のいずれかの手順を実行します。サーバーを再起動するには、 次のいずれかの手順を実行します。サーバーを再起動するには、 次のいずれかの手順を実行します。

• Windows
JRun サーバーをアプ リ ケーシ ョ ン と して実行している場合は、 システム  ト レイ
にある  JRun サーバーのアイコンをク リ ッ ク して、 JRun アプリ ケーシ ョ ン  マネー
ジャを開きます。次に、 [再起動 ] ボタンをク リ ッ ク します。 JRun は該当する  JRun
サーバーだけを再起動します。

JRun を NT サービス と して実行している場合は、 [コン ト ロール パネル ] からアク
セスできるサービス  コン ト ロール マネージャ  ユーティ リ テ ィ を使用して、 JRun
サーバーを停止して、 再起動します。
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• UNIX/Windows
JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を使用します。

% jrun -restart JRun サーバー名

または

JMC の左側ペインで [マシン名 ] をク リ ッ ク します。 また、 右側ペインで、 再起動
する  JRun サーバーの [再起動 ] リ ン クを ク リ ッ ク します。 JRun は指定したサー
バーを再起動します。 JMC の使用方法の詳細については、 第 3 章を参照して くだ
さい。

メモメモメモメモ

JMC で admin JRun サーバーを再起動するこ とはできません。

JRun デモデモデモデモ アプリケーシ ョ ンの開始アプリケーシ ョ ンの開始アプリケーシ ョ ンの開始アプリケーシ ョ ンの開始

JRun には、デモ アプリケーシ ョ ンから使用できるサンプルの EJB、Java サーブレッ ト、
JavaServer Pages (JSP)、 およびサンプル タグ ラ イブラ リが添付されています。 こ こ
では、Windows および UNIX で JRun デモンス ト レーシ ョ ンを開始する方法について
説明します。

メモメモメモメモ

この手順は、 default JRun サーバーが、 既定のポート  (8100) にある  JRun 供給の Web
サーバー上で実行されているこ とを想定しています。 JMC に関連する  JWS が (admin
JRun サーバ上で ) 動作する既定のポートは 8000 です。

実際の運用環境では、 JRun サーバーから  demo-app の登録を解除し、 ファ イル シス
テムにある関連するファイルを削除する必要があ り ます。 詳細については、 130ペー
ジの 「アプリ ケーシ ョ ンの削除」 を参照してください。 

サーブレッ ト、 タグ ライブラ リ、 JSP および EJB サンプルについては、 『JRun サンプル
ガイ ド』 を参照してください。

JRun デモデモデモデモ アプリケーシ ョンを起動するにはアプリケーシ ョンを起動するにはアプリケーシ ョンを起動するにはアプリケーシ ョンを起動するには

1 JRun サーバーが実行されていない場合は、 21ページの 「JRun サーバーの起動と
停止」 の手順に従って default JRun サーバーを起動します。

2 Web ブラウザで、 次の URL を開きます。

http://localhost:8100/demo/index.html

または (Windows のみ )

[スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.1] > [JRun Demo] をク リ ッ ク します。
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JRun のデモとサンプルのページが表示されます。
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インストールのト ラブルシューティングインストールのト ラブルシューティングインストールのト ラブルシューティングインストールのト ラブルシューティング

こ こでは、 JRun のインス トールに関連する一般的な問題の解決に役立つ情報を示し
ます。

JRun の ト ラブルシューティングを行 う際、 JRun のルート  ディ レク ト リ /logs にある
ログ ファイルをチェッ クする と、 詳細情報を得るこ とができます。

JMC のエラーのエラーのエラーのエラー

ログインログインログインログイン ページが正し く開かないページが正し く開かないページが正し く開かないページが正し く開かない

• 要求 URL のポート番号を確認してください。admin JRun サーバーの既定のポート
(8000) を、 インス トール中に上書きしてしまった可能性があ り ます。 その場合は、
その新しい値を使用します。不明な場合は、 JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/
admin/local.propertiesファ イルの 「Web Services」 セクシ ョ ンの 
web.endpoint.main.port の値をチェッ クします。JRun 3.1 を前のバージョ ンの上に
インス トールした場合、JRun がス ト レイ  プロセスを検出したと きに既定のポート
番号を  8001 に増分した可能性があ り ます。詳細については、 2ページの 「JRun の
インス トール」 を参照してください。

• JRun 3.1 を前のバージョ ンの上にインスト ールする場合は、 必ず、 新しいバー
ジョ ンをインス トールする前に、 前のバージ ョ ンのすべてのファ イルを削除して
ください。 特に、 jrun_jsp.jar や jrunadmin.jar などの、 前の JAR ファ イルに注意
して ください。 前のファ イルを完全に削除するには、 Web サーバーや JRun サー
バーを停止する必要があ り ます。 これを行わないと、 JMC を開く時に
「Incompatible object argument for function call (関数呼び出しに互換性のない
オブジェク ト引数があ り ます)」 とい うエラーが発生するこ とがあ り ます。

• プロパティ  ファ イルを変更したら、手作業で、または JMC を使用して、 JRun サー
バーを再起動します。

• JRun admin サーバーが実行されているこ とを確認してください。

− Windows の場合は、システム ト レイを確認して ください。 JRun をアプ リケー
ショ ンと してインスト ールした場合は、 admin JRun サーバーのアイコンが表示
されます。 JRun をサービス と してインス トールした場合は、 [コン ト ロール
パネル ] からアクセスでき るサービス  コン ト ロール マネージャ  ユーテ ィ リ
ティ をチェッ ク し て、 admin JRun サーバーのサービスが実行さ れているか
ど うかを確認します。

− UNIX の場合は、/opt/jrun/bin で次のコマンド ラ イン ツールを使用して、サー
バーが実行されているかど うかを確認してください。

% jrun -status admin

• /JRun/servers/admin ディ レク ト リおよびそのサブディ レク ト リの読み取り アク
セス権があるこ とを確認してください。
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デモデモデモデモ アプリケーシ ョ ンのエラーアプリケーシ ョ ンのエラーアプリケーシ ョ ンのエラーアプリケーシ ョ ンのエラー

デモデモデモデモ アプリケーシ ョ ンが開かないアプリケーシ ョ ンが開かないアプリケーシ ョ ンが開かないアプリケーシ ョ ンが開かない

• デモ アプリケーシ ョ ンにアクセスする と きに正しいポート を指定したかど うかを
確認してください。デモ アプリケーシ ョ ンは、admin JRun サーバー (ポート  8000)
ではなく、 default JRun サーバー (ポート  8100) で実行されています。

http://localhost:8100/demo/index.html

default JRun サーバーの既定のポート は 8100 です。 しかし、 インスト ール時にこの
ポート番号を使用する別のプロセスが検出される と、 JRun は、 空きポートが見つ
かるまでポート 番号を増やしていきます。default JRun サーバーの既定のポート を、
インス トール中に上書きしてしまった可能性があり ます。その場合は、その新しい
値を使用します。 不明な場合は、 JRun のルー ト  ディ レ ク ト リ /servers/default/
local.propertiesファ イルの「Web Services」セクシ ョ ンの web.endpoint.main.port
の値をチェッ ク します。 

default サーバーがどのポートで実行されているかは、 JMC の JRun Web サーバー
パネルで確認できます。詳細については、 117ページの 「JWS の設定」 を参照して
ください。

• default JRun サーバーが実行されているこ とを確認して ください。

− Windows の場合は、システム ト レイを確認して ください。 JRun をアプ リケー
シ ョ ンと してインス トールした場合は、default サーバーのアイコンが表示され
ます。

JRun をサービスと してインス トールした場合は、 [コン ト ロール パネル ] から
アクセスできるサービス  コン ト ロール マネージャ  ユーティ リ ティ をチェッ ク
して、 default JRun サーバーのサービスが実行されているかどう かを確認し
ます。

− UNIX の場合は、/opt/jrun/bin で次のコマンド ラ イン ツールを使用して、サー
バーが実行されているかど うかを確認してください。

% jrun -status default

• 「 よ う こ そ」 ページの [アプリ ケーショ ンの例 ] リ ンク をク リ ッ ク して、デモ  アプ
リ ケーシ ョ ンを JMC から起動してみてください。
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Windows でのでのでのでの JRun のエラーのエラーのエラーのエラー

JRun サーバーをサーバーをサーバーをサーバーを  Windows で起動しよう としたときに、 次のエラーが表示されるで起動しよう としたときに、 次のエラーが表示されるで起動しよう としたときに、 次のエラーが表示されるで起動しよう としたときに、 次のエラーが表示される

JRun サーバーをアプリケーシ ョ ンと して起動する場合は、JRun がすでにサービスと し
て実行されていないかど うかを確認してください。[コン ト ロール パネル ] からアクセ
スでき るサービス  コント ロール マネージャ  ユーティ リ ティ を使用して  JRun サー
ビスを起動します。 ただし、 JRun アプリケーシ ョ ンは通常、 プログラム グループまた
は [スタート ] メニューから起動します。

JRun サーバーがすでに実行されているこ とを確認するには、 システム ト レイに JRun
のアイコンが表示されているかどう かをチェッ ク します。サーバーがアプリ ケーショ ン
と して実行されている場合は、 実行中のサーバーごと に 1 つのアイ コンが表示され
ます。 さ らに、 サービス  コン ト ロール マネージャ  ユーティ リ テ ィで、 それらのサー
ビスがサービス と して実行されているかど うかをチェッ ク し、 admin JRun サーバー
および default JRun サーバーを探します。

ログオフするとログオフするとログオフするとログオフすると  Windows NT サービスが停止するサービスが停止するサービスが停止するサービスが停止する

Sun 1.3 JRE および IBM 1.3 JVM には、 ユーザが  Windows NT/2000 から ログオフ
すると 、NT サービスと してインス トールした JRun が停止する とい うバグが含まれて
います。 JRun サポート  チームでは、 この問題の回避策について説明した知識ベースを
作成しています
(http://www.allaire.com/Handlers/index.cfm?ID=19697&Method=Full)。 

このバグは、 Sun JDK 1.3.1 ベータ  リ リースで修正されています。 
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第 2 章

JRun の外部の外部の外部の外部 Web サーバーへのサーバーへのサーバーへのサーバーへの

接続接続接続接続
この章では、 JRun を  Web サーバーと 接続する方法と 、 JRun を使用して  Web サーバー
の構成を変更する方法について説明します。 この手順の一部と して、Web サーバー用
の構成パラ メータを設定し、 JMC を使用して JRun を  Web サーバーに接続しなけれ
ばならない場合があ り ます。

特定の Web サーバーに関する  JRun の構成手順については、 該当するセクシ ョ ンを
参照して ください。

メモメモメモメモ

JRun を使用してアプリ ケーシ ョ ンを開発するために、 別の Web サーバーを用意する
必要はあ り ません。 JRun をインス トールする と、 JRun 独自の Web サーバーが提供
されます。 JRun を外部サーバーとのプラグインと して接続しない場合は、 この章を
読む必要はあ り ません。
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接続の概要接続の概要接続の概要接続の概要

JRun 3.1 は、スタンドアロンの Java アプリ ケーシ ョ ン  サーバーと しても、既存の Web
サーバーに Web アプリ ケーシ ョ ンのサポート を追加するプラグイン  モジュールと し
ても機能します。 スタンドアロンの場合、 JRun は、統合 JRun Web Server (JWS) を使
用して機能します。 プラグイン  モジュールの場合は、 コネク タ  ウ ィザードを実行し
て、 JRun を外部 Web サーバーに接続します。

JRun は、多様な Web サーバーをサポート します。 JRun と  Web サーバーの接続を構成
するための基本的な手順は、すべての Web サーバーにおいて同じですが、各 Web サー
バーには固有の構成情報および設定があ り ます。 Web サーバー用に JRun を構成する
ための一般的な処理手順を次に示します。

JRun を外部 Web サーバーに接続する場合は、 Web サーバーの要求を処理する  JRun
サーバーを選択する必要がある こ とに注意して ください。 アプ リ ケーシ ョ ンがサー
バーで導入されるため、ほとんどの場合、admin JRun サーバーではなく、default JRun
サーバー (または作成したもの ) を接続するこ とになり ます。

JRun コネクタについての詳細、 分散環境での JRun の設定方法については、 第 4 章を
参照してください。

JRun を外部を外部を外部を外部 Web サーバーに接続するにはサーバーに接続するにはサーバーに接続するにはサーバーに接続するには

1 Web サーバーを停止します。

2 必要に応じて、 JRun サーバーと通信するために Web サーバーを構成します。

3 JMC を開始します。 

4 JRun コネクタ  ウ ィザードを実行して、 Web サーバーと  default JRun サーバー間の
通信を容易にする  JRun 接続モジュール (JCM) を作成します。

5 Web サーバーと  default JRun サーバーを起動します。

6 JRun と  Web サーバーの接続を確認します。

この後のセクシ ョ ンでは、 JRun でサポート されている特定の Web サーバー用の手順
について説明します。

JRun コネクタは、外部 Web サーバーへの要求を阻止し、Web サーバーに渡すか JRun
で処理するかを決めるフ ィルタです。 Allaire は、主要な Web サーバー用のネイティブ
コネク タを用意していますが、 JRun 側にも、 サポート されていない Web サーバーで
使用するコネク タ  ソース  コードが含まれています。 このソース  コードは、 基本的な
使用手順と と もに  JRun のルート  ディ レク ト リ /connectors/src にあり ます。詳細に
ついては、 194ページの 「カスタム コネクタの作成」 を参照して ください。
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Apache の接続の接続の接続の接続 
こ こでは、 Windows または UNIX で実行する  Apache Web サーバーと通信するために
JRun を構成する方法について説明します。Web サーバーの高度な接続方法について
は、 第 4 章を参照して ください。

JRun では、使用するオペレーティング システムに基づいて、Apache Web サーバーに
よるサーブレッ トの実行に関して、 Dynamic Shared Objects (DSO) モジュールとス
タテ ィ ッ クモジュールとい う  2 つの方法をサポート しています。 Apache と通信する
JRun を構成する処理の一部と して、特定のモジュールに関して Apache をコンパイル
しなければならない場合があ り ます。

Windows ベースのシステムでは、 Apache は DSO モジュールのみをサポート します。
DSO モジュールをセッ ト アップするために構成手順を実行する必要はあ り ません。

DSO は Apache の構築を容易にするため、 Linux を含む UNIX ベースのシステムで
Apache バージ ョ ン  1.3.x を実行する場合は、 DSO を使用する こ と をお勧めします。
Red Hat Linux 5.2 など一部のプラ ッ ト フォームでは、DSO サポート付きであらかじめ
ビルド された Apache が提供されるため、Apache を再コンパイルする必要はあ り ませ
ん。

UNIX バージ ョ ンの Apache では、 JRun をスタティ ッ ク  モジュールと してサーバーに
コンパイルできますが、 これは DSO をサポート しないシステムの場合にのみお勧め
します。

こ こでは、 JMC 内からのコネク タ  ウ ィザードの起動方法について説明します。 コネ
ク タ  ウ ィザード を JRun インス トールの一部と して実行している場合は、 このセク
シ ョ ンを読む必要はあ り ません。

詳細については、 35ページの 「Raven と  JRun の併用」 を参照して ください。

Apache とととと  JRun を接続するにはを接続するにはを接続するにはを接続するには 

1 Web サーバーを停止します。

2 UNIX のみ : システムで必要な場合は、 DSO モジュールを構成します。

この手順は、 UNIX で Apache 1.3.x を実行する場合に適用されます。

• 次の Apache コマンドを実行して、 Apache を  DSO 用に構成します。 

./configure –-prefix=/user/local/apache –-enable-rule=SHARED_CORE \
--enable-module=so

• make および make install スク リ プト を使用して、Apache の再コンパイルおよび
インス トールを行います。 
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3 UNIX のみ : システムで必要な場合は、 スタティ ッ ク モジュールを構成します。
DSO を使用していない場合にスタティ ッ ク  モジュールを構成する場合のみ、 この
手順 (および詳細手順) を実行します。 

a JRun ソース  ファ イルを JRun のルート  ディレク ト リ /connectors/apache/src
から  Apache の /src/modules/jrun ディレク ト リにコピーします。

スタティ ッ ク  モジュールの構成手順は、UNIX で Apache 1.2 を実行する場合と
Apache 1.3.x を実行する場合で異なり ます。

Apache 1.2 :

b 次の行を /src ディレク ト リの Apache コンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルに追加
します。

Module jrun_module modules/jrun/libjrun.a

c Apache の  /src ディ レク ト リ から  configure スク リ プト を実行して新しい
makefile を作成し、 Apache の再コンパイルおよびインス トールを行います。

Apache 1.3.x :

d 次の Apache コマンドを実行して、JRun ラ イブラ リ を Apache サーバーに追加
します。

./configure –-prefix=/user/local/apache \
--activate-module=src/modules/jrun/libjrun.a

--prefix エン ト リおよびその他のエン ト リは、異なる場合があるので注意して
ください。 有効なエン ト リは、 --activate-module エン ト リです。

e make および make install スク リ プト を使用して、Apache の再コンパイルおよび
インス トールを行います。 

4 Web ブラウザで次の URL を開いて、 JMC を起動します。

http://localhost:8000

また、 Windows の場合は、 次の操作によって JMC を起動するこ と もできます。 

[スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.1] > [JRun 管理コンソール]をク リ ッ ク します。

メモメモメモメモ

この手順は、 JRun が提供する  Web サーバーを既定のポート  (8000) で使用して、
JMC に接続する場合を想定しています。

5 JRun 管理者と して JMC にログインします。

6 アクセス  バーの [コネク タ  ウ ィザード ] を選択します。
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7 次の表に示すよ うに、 コネク タ  ウ ィザードで必要な構成情報を指定します。

手順手順手順手順 パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

手順 1 JRun サーバー名 Apache に接続する  JRun サーバーを選択し ます。
通常は、 default サーバーを選択します。
admin JRun サーバーは固有の Web サーバーを
持ち、 JRun インスト ールの管理にのみ使用され
ます。 default サーバーには、サーブレッ ト 、 JSP、
および Web アプリケーショ ンを公開できます。

Web サーバーの種類 ド ロッ プダウン  リ スト から  [Apache Web サー
バー ] を選択します。

Web サーバーの
バージ ョ ン

Apache のバージ ョ ンを選択します。

Web サーバーの
プラ ッ ト フォーム

Apache を実行しているプラ ッ ト フォームを選択
します。

手順 2 JRun サーバーの
IP アドレス

Apache への接続に使用する  JRun サーバーの IP
アド レスを入力します。 Apache と  JRun サーバー
の IP アド レスが同じ であれば、 既定値 127.0.0.1
をそのまま使用してく ださい。

JRun サーバーの
コネクタ  ポート

JRun サーバーが Apache との通信に使用するポー
ト を指定し ます。 このポート と  Apache の HTTP
ポート を混同しないでく ださい。 既定値は 51000
です。

手順 3 Apache の 
conf ディ レク ト リ

コンフィ ギュレーショ ン  ファイル srm.conf および
httpd.conf が含まれているディ レク ト リ を指定し
ます。JRun のディ レクト リ  リーダーを使用するに
は、 [参照 ] をクリ ッ クします。

DSO サポート UNIX : JRun モジュールを Apache サーバーにコン
パイルした場合は、[DSO サポート ] を選択します。 
Windows : [DSO サポート ] を選択します。
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8 JRun コネクタのインス トールが完了したら、 Apache Web サーバーと  default
JRun サーバーを再起動します。

default JRun サーバーがまだ起動されていない場合は、 次の手順を実行します。

• Windows :

JRun をアプ リケーシ ョ ンと してインス トールした場合は、 [スタート ] > [プロ
グラム ] > [JRun 3.1] > [default JRun サーバー ] をク リ ッ ク します。

JRun をサービスと してインス トールした場合は、 [コン ト ロール パネル ]から
サービス  コン ト ロール マネージャ  ユーテ ィ リ テ ィ を開いて 「default JRun
Server」 サービスを起動するか、 次の JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を
使用します。

% jrun -start default

• UNIX :

JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を使用します。

% jrun -start default

9 次の URL を使用して JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを実行し、 JRun と  Apache Web
サーバーの接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

この手順は、 Apache が既定のポート  80 で接続を受信しているこ とを想定してい
ます。

JRun のデモとサンプルのページが表示されます。

デモ アプリ ケーシ ョ ンが実行される場合、JRun と  Apache Web サーバーの接続は
正し く構成されています。 デモ アプ リ ケーシ ョ ンが正し く実行されない場合は、
66ページの 「コネクタの ト ラブルシューティング」 を参照してください。
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Raven とととと  JRun の併用の併用の併用の併用

Raven は SSL を使用できる  市販の Apache Web サーバー製品です。 Raven を JRun に
接続するには、 こ のセク ショ ンで説明する手順に従う 必要があり ます。 こ の手順を
使用しないと、 コネク タ  ウ ィザードの手順 3 で既定の Apache conf ディ レク ト リ を
入力した後、「httpd.conf にアクセスできません」 とい うエラーが発生する場合があ り
ます。

コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルについては、 Raven では Apache 標準の httpd.conf
ファ イルではなく  httpsd.conf とい う名前のファ イルが使用されます。 コネク タ  ウ ィ
ザードでは httpd.conf とい う ファイルを想定しています。 そのため、 JRun コネクタを
使用して JRun を Apache に接続するには、コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファイルの名前を
変更する必要があ り ます。 

JRun をををを Raven に接続するにはに接続するにはに接続するにはに接続するには

1 httpsd.conf の名前を httpd.conf に変更します。

2 31ページの「Apache の接続」の手順に従って、コネク タ  ウ ィザードを実行します。

3 httpd.conf の名前を httpsd.conf に戻します。

Apache コンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ン ファイルへの変更ファイルへの変更ファイルへの変更ファイルへの変更

コネクタ  ウィ ザード では、Apache httpd.conf ファイルに 「JRun Settings」 セクショ ン
を追加して、いくつかの変更を加えます。この設定には、Windows システム上の JRun
DLL を初期化する  jrun.ini ファ イルの設定が反映されます。一般的な「JRun Settings」
セクシ ョ ンは、 次のよ うになり ます。

# JRun Settings
# JRun - Comment out the following line to disable DSO (ie you 

compiled module # into your server).
LoadModule jrun_module "C:\Program Files\Allaire\JRun\connectors\

apache\intel-win\mod_jrun136.dll"
<IfModule mod_jrun.c>
JRunConfig Verbose false
JRunConfig ProxyHost 127.0.0.1
JRunConfig ProxyPort 51000
JRunConfig Timeout 300
JRunConfig Mappings "C:\Program Files\Allaire\JRun\servers\

default\local.properties"
</IfModule>

コネク タ  ウ ィザードでは、入力した内容に基づいて JRun local.properties ファ イルも
変更されます。詳細については、 66ページの 「local.properties への変更」 を参照して
ください。

JRun コネクタ  ウ ィザードで使用するファイルを変更しないでください。
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IIS 3.0/PWS の接続の接続の接続の接続

このセクシ ョ ンでは、Windows 95/98/NT システムで実行する  IIS 3.0 または Personal
Web Server (PWS) に JRun を接続する方法について説明します。 Web サーバーの高度
な接続方法については、 第 4 章を参照して ください。

こ こでは、 JMC 内からのコネク タ  ウ ィザードの起動方法について説明します。 コネ
ク タ  ウ ィザード を  JRun インス トールの一部と して実行している場合は、 このセク
シ ョ ンを読む必要はあ り ません。

JRun とととと  IIS 3.0 またはまたはまたはまたは PWS を接続するにはを接続するにはを接続するにはを接続するには

1 Web サーバーを停止します。

メモメモメモメモ

IIS 3.0 の場合、Web サーバーを停止するには、 [コン ト ロール パネル ]の Web サー
バー ユーティ リ ティ を使用します。Microsoft 管理コンソール (MMC) を使用して
Web サーバーを停止しないでください。

2 次のいずれかの方法で JMC を起動します。

• [スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.1] > [JRun 管理コンソール] をク リ ッ ク
します。

• Web ブラウザで、 次の URL を開きます。

http://localhost:8000

この手順は、 JRun が提供する  Web サーバーを既定のポート  (8000) で使用して、
JMC に接続する場合を想定しています。

3 JRun 管理者と して JMC にログインします。

4 アクセス  バーの [コネク タ  ウ ィザード ] を選択します。
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5 コネク タ  ウ ィザードで次の構成情報を指定します。

コネクタコネクタコネクタコネクタ  
ウィザードウィザードウィザードウィザード
の手順の手順の手順の手順

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

手順 1 JRun サーバー名 Web サーバーに接続する  JRun サーバーを選択し
ます。 通常は、 default サーバーを選択します。
admin JRun サーバーは固有の Web サーバーを持
ち、 JRun インスト ールの管理にのみ使用されます。
default サーバーには、 サーブレッ ト 、 JSP、 および
Web アプリケーショ ンを公開できます。

Web サーバーの
種類

ド ロッ プダウン  リ スト から  [Internet Information
Server] または [Personal Web Server] を選択します。

Web サーバーの
バージ ョ ン

ド ロ ッ プダウン  リス トから  Web サーバーのバー
ジ ョ ンを選択します。

Web サーバーの
プラ ッ ト フォーム

ド ロップダウン  リスト から [intel-win] を選択します。

手順 2 JRun サーバーの
IP アドレス

IIS/PWS への接続に使用する JRun サーバーの IP
アドレスを入力します。IIS/PWS と  JRun サーバー
の IP ア ド レスが同じであれば、 既定値 127.0.0.1
をそのまま使用して く ださい。

JRun サーバーの
コネクタ  ポート

JRun サーバーが IIS/PWS との通信に使用する
ポー ト を指定します。 このポー ト と  IIS/PWS の
HTTP ポート を混同しないで く ださい。 既定値は
51000 です。

手順 3 PWS または IIS の
scripts 
ディ レク ト リ

IIS/PWS の /scripts デ ィ レク ト リの場所を指定し
ます。 JRun のディ レクト リ  リーダーを使用するに
は、 [参照 ] をクリ ッ クします。

グローバル 
フ ィルタ と しての

インス トール

このチェ ッ ク  ボッ クスをオンにすると、 JRun に
ISAPI フ ィルタがインス トールされ、HTTP 要求で
サーブレ ッ ト を実行しよ う と しているかど うかが

検出されます。
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6 JRun コネク タのインス トールが完了したら、 IIS/PWS および default JRun サー
バーを再起動します。

メモメモメモメモ

コネク タを  PWS に対して実行した場合は、 コンピュータを再起動する必要があ り
ます。

default JRun サーバーが起動されていない場合は、 [スタート ] > [プログラム ] >
[JRun 3.1] > [default JRun サーバー ] をク リ ッ ク します。

7 次の URL を使用して JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを実行し、JRun と  IIS/PWS Web
サーバーの接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

この手順は、 IIS/PWS が既定のポート  80 で接続を受信している こ と を想定して
います。

JRun のデモとサンプルのページが表示されます。

デモ  アプリ ケーショ ンが実行さ れる場合は、 JRun と  IIS/PWS Web サーバーの
接続は正し く 構成さ れています。 デモ  アプリ ケーショ ンが正し く 実行されない
場合は、 66ページの 「コネク タの ト ラブルシューティング」 を参照して ください。
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コンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ン ファイルへの変更ファイルへの変更ファイルへの変更ファイルへの変更

コネク タ  ウ ィザードによって、 Web サーバーは次のよ うに変更されます。

• jrun.ini および jrun.dll ファ イルを  /inetpub/scripts ディ レク ト リに追加します。
JRun では .ini ファ イルを使用して、起動時に DLL を初期化します。DLL は、Web
サーバーへの HTTP 要求を阻止し、JRun の処理に適切な HTTP 要求を  JRun に渡す
ISAPI フ ィルタです。

• Windows のレジス ト リ を変更します。 ウ ィザードによ り、 jrun.dll をポイン トする
Filter DLL キーが追加されます。このキーの値は、 jrun.dll の絶対パスです。キーは、
HKEY_LOCAL_MACHINE/SYSTEM/CurrentControlSet/Services/W3SVC/
Parameters/ に置かれています。

• [グローバル フィ ルタと してインスト ールする ] を選択すると 、コネクタ  ウィ ザード
は、MMC で構成可能な JRun コネクタ  フ ィルタへのポインタを追加します。詳細
については、 44ページの 「JRun ISAPI フ ィルタの構成」 を参照してください。

• JRun local.properties ファ イルを更新します。
詳細については、 66ページの 「local.properties への変更」 を参照してください。

JRun コネクタ  ウ ィザードが使用するレジス ト リやファイルを変更しないでください。 

IIS 4.0/5.0 の接続の接続の接続の接続

Windows NT の場合は Internet Information Server 4.0、 Windows 2000 の場合は
Internet Information Server 5.0 と と もに使用するよ うに JRun を構成できます。IIS に
接続するには、 JSP またはサーブレッ ト を実行するディ レク ト リに IIS の実行許可を
設定してから、 JRun コネクタ  ウ ィザードを使用する必要があり ます。 このセクシ ョ ン
では、 次のこ とを説明します。

• 「JRun の IIS 4.0/5.0 への接続」 40ページ

• 「IIS コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルへの変更」 44ページ

• 「JRun ISAPI フ ィルタの構成」 44ページ

こ こでは、 JMC 内からのコネク タ  ウ ィザードの起動方法について説明します。 コネ
ク タ  ウ ィザード を  JRun インス トールの一部と して実行している場合は、 このセク
シ ョ ンを読む必要はあ り ません。

Web サーバーの高度な接続方法については、 第 4 章を参照してください。
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JRun のののの IIS 4.0/5.0 への接続への接続への接続への接続 

JRun とととと  IIS 4.0/5.0 を接続するにはを接続するにはを接続するにはを接続するには

1 [コン ト ロール パネル ] のサービス  コン ト ロール マネージャ  ユーティ リ ティで、
World Wide Web Publishing Service を停止します。

メモメモメモメモ

Windows NT では、 Microsoft 管理コンソール (MMC) の Web サービス  スナップ
インを使用してこの処理を行わないでください。

2 インターネッ ト  サービス  マネージャを開きます。

Windows NT : [スタート ] > [プログラム ] > [NT 4.0 Option Pack] > 
[Microsoft Internet Information Server] > [インターネッ ト サービス マネージャ] を
ク リ ッ ク します。

Microsoft 管理コンソール (MMC) が表示され、 iis.msc スナップインが開きます。

Windows 2000 : [スタート ] > [プログラム] > [管理ツール] > [インターネッ ト サー
ビス マネージャ ] をク リ ッ ク します。

インターネッ ト  サービス  マネージャが開きます。

3 特定の仮想 Web サーバーまたは Web サーバー全体でマウスの右ボタンをク リ ッ ク
し、 [プロパティ ] を選択します。

プロパティのウ ィンド ウが表示されます。

4 [マスタ  プロパティ ] ド ロ ップダウン リ ス ト  ボッ クスから  [WWW サービス ] を選択
して、 [編集 ] をク リ ッ ク します。

WWW サービス  マスタ  プロパティ  アプリ ケーシ ョ ンが表示されます。
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5 [ホーム ディ レク ト リ ] タブを選択します。

6 [ローカル パス ] フ ィールドに指定されているディ レク ト リの実行許可を設定し
ます。ディ レク ト リ が指定されていない場合は、すべての仮想 Web サーバーに影響
するグローバル プロパティを設定します。 

Windows NT : [アクセス許可] の [実行 (スク リプ ト を含む )] をク リ ッ ク します 。

Windows 2000 : [実行アクセス権 ] ド ロ ップダウン  リ ス ト  ボッ クスで、 [スク リプ
トおよび実行可能ファイル ] をク リ ッ ク します。

7 [OK] をク リ ッ ク して、 この設定内容を適用します。 [継承/優先] を変更するかどう
かを尋ねられます。 [OK] をク リ ッ ク します。

8 次のいずれかの方法で JMC を起動します。

• [スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.1] > [JRun 管理コンソール] をク リ ッ ク
します。

• Web ブラウザで、 次の URL を開きます。

http://localhost:8000

この手順は、 JRun が提供する  Web サーバーを既定のポート  (8000) で使用して、
JMC に接続する場合を想定しています。

9 JRun 管理者と して JMC にログインします。

10 アクセス  バーの [コネク タ  ウ ィザード ] を選択します。
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11 次の表に示すよ うに、 コネク タ  ウ ィザードで必要な構成情報を指定します。

12 JRun コネクタのインス トールが完了したら、 IIS Web サーバーと  default JRun
サーバーを再起動します。

default JRun サーバーがまだ起動されていない場合は、 次の手順を実行します。

• JRun をアプ リ ケーシ ョ ンと してインス トールした場合は、 [スタート ] > [プロ
グラム ] > [JRun 3.1] > [default JRun サーバー ] をク リ ッ ク します。

• JRun をサービスと してインス トールした場合は、 [コン ト ロール パネル ]から
サービス  コン ト ロール マネージャ  ユーテ ィ リ テ ィ を開いて 「default JRun
Server」 サービスを起動するか、 次の JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を
使用します。

% jrun -start default

コネクタコネクタコネクタコネクタ  
ウィザードウィザードウィザードウィザード
の手順の手順の手順の手順

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

手順 1 JRun サーバー名 IIS に接続する JRun サーバーを選択します。通常
は、 default サーバーを選択します。
admin JRun サーバーは固有の Web サーバーを
持ち、 JRun インスト ールの管理にのみ使用され
ます。 default サーバーには、サーブレッ ト 、 JSP、
および Web アプリケーショ ンを公開できます。

Web サーバーの
種類

ド ロッ プダウン  リ スト から  [Internet Information
Server] を選択します。

Web サーバーの
バージ ョ ン

ド ロッ プダウン  リ スト から、[4.0] または [5.0] を
選択します。

Web サーバーの
プラ ッ ト フォーム

ド ロ ッ プダウン  リス トから  [intel-win] を選択し
ます。

手順 2 JRun サーバーの 
IP アドレス

IIS への接続に使用する  JRun サーバーの IP アド
レスを入力します。IIS と  JRun サーバーの IP アド
レスが同じであれば、既定値 127.0.0.1 をそのまま
使用してく ださい。

JRun サーバーの
コネクタ  ポート

JRun サーバーで IIS との通信に使用するポート を
指定します。このポート と  IIS の HTTP ポート を混
同しないでく ださい。 既定値は 51000 です。

手順 3 IIS スクリプ ト  
ディ レク ト リ

IIS の /scripts ディ レク ト リ の場所を指定し ます。
JRun のディ レクト リ  リ ーダーを使用するには、 [
参照 ] をクリ ッ クします。

グローバル フ ィル
タ と してのインス

トール

このチェ ッ ク  ボッ クスをオンにすると、 JRun に
ISAPI フィ ルタがインスト ールされ、HTTP 要求で
サーブレッ ト を実行しよう と しているかどう かが

検出されます。
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13 次の URL を使用して JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを実行し、JRun と  IIS Web サー
バーの接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

この手順は、 IIS が既定のポート  80 で接続を受信しているこ とを想定しています。

JRun のデモとサンプルのページが表示されます。

デモ アプリ ケーショ ンが実行される場合、JRun と  IIS Web サーバーの接続は正しく
構成されています。デモ アプリ ケーショ ンが正しく 実行されない場合は、66ページ
の 「コネク タの ト ラブルシューティング」 を参照してください。
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IIS コンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ン ファイルへの変更ファイルへの変更ファイルへの変更ファイルへの変更

JRun コネクタ  ウ ィザードでは、 次のよ うに IIS の実装を変更します。

• jrun.ini および jrun.dll ファ イルを  /inetpub/scripts ディ レク ト リに追加します。
JRun では .ini ファ イルを使用して、起動時に DLL を初期化します。DLL は、Web
サーバーへの HTTP 要求を阻止し、 JRun が処理するために適切な HTTP 要求を
JRun に渡す ISAPI フ ィルタです。

• IIS の [アプリケーシ ョ ン マッピング ] 設定で、*.jsp を jrun.dll にマッピングします。

• インターネッ ト  サービス  マネージャのメ タベースにいくつかの変更を加えます。
メ タベースは、IIS の設定を格納する階層構造です。JRun によってメ タベースに加
えられる変更を次に示します。

− jrun.dll の絶対パスを  ScriptMaps パラ メータに追加します。 ScriptMaps に
よって、 ファ イル名拡張子が処理用の DLL にマッピングされます。

− [グローバル フ ィルタ と してインス トールする ] を選択した場合は、 コネク タ
ウ ィザードによって、 [JRun コネクタ  フ ィルタ ] サービス  オブジェク トおよび
それに関連するパラ メータが メ タベースのフ ィルタ  オブジェ ク ト に追加され
ます。

• JRun local.properties ファ イルを更新します。
詳細については、 66ページの 「local.properties への変更」 を参照してください。

JRun コネク タ  ウ ィザードで使用されるレジス ト リやメ タベースを変更した り、 ファ
イルを編集しないでください。 

JRun ISAPI フ ィルタの構成フ ィルタの構成フ ィルタの構成フ ィルタの構成

IIS または PWS で HTTP 要求を受信する場合に、ISAPI フ ィルタでイベン トに応答する
こ とができます。 JRun コネク タ  ウ ィザードの実行中に [グローバル フ ィルタ と して
インス トールする ] を選択すると、Web サーバーのメモリ内のほかの ISAPI フ ィルタに
追加される  DLL がインス トールされます。 jrun.dll ファ イルの既定の場所は 
c:\inetpub\scripts\ です。 

このセクシ ョ ンの説明はオプシ ョ ンです。 JRun の既定の構成を使用する場合、 JRun
ISAPI フ ィルタを変更する必要はあ り ません。 ただし、 ほかの ISAPI フ ィルタをイン
ス トールする場合は、 変更が必要なこ と もあ り ます。
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JRun ISAPI フ ィルタの編集フ ィルタの編集フ ィルタの編集フ ィルタの編集

[ISAPI フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスを使用して、 IIS 用の JRun ISAPI フィルタの名前
および場所の追加、 削除、 および変更を行 う こ とができます。

JRun ISAPI フ ィルタを編集するにはフ ィルタを編集するにはフ ィルタを編集するにはフ ィルタを編集するには

1 インターネッ ト  サービス  マネージャを開きます。

Windows NT : [スタート ] > [プログラム ] > [NT 4.0 Option Pack] > 
[Microsoft Internet Information Server] > [インターネッ ト サービス マネージャ] を
ク リ ッ ク します。

Microsoft 管理コンソール (MMC) が表示され、 iis.msc スナップインが開きます。

Windows 2000 : [スタート ] > [プログラム] > [管理ツール] > [インターネッ ト サー
ビス マネージャ ] をク リ ッ ク します。

インターネッ ト  サービス  マネージャが表示されます。

2 マシン名 の上でマウスを右ク リ ッ ク して、 [プロパティ ] を選択します。

プロパティのウ ィンド ウが表示されます。

3 [マスタ  プロパティ ] ド ロ ップダウン リ ス ト  ボッ クスから  [WWW サービス ] リ ス ト
ボッ クスを選択して、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

WWW サービス  マスタ  プロパティ  アプリ ケーシ ョ ンが表示されます。

4 [ISAPI フ ィルタ ] タブをク リ ッ ク します。
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5 フ ィルタを削除するには、使用可能な ISAPI フ ィルタの一覧から  [JRun Connector
Filter] を選択して、 [削除] をク リ ッ ク します。

6 JRun フ ィルタ  DLL の名前または場所を編集するには、使用可能な ISAPI フ ィルタ
の一覧から  [JRun Connector Filter] を選択して、 [編集 ] をク リ ッ ク します。

7 新しい JRun フ ィルタを追加するには、 [追加] をク リ ッ ク して、新しいフ ィルタの
場所を参照します。 

メモメモメモメモ

新しいフ ィルタを追加する前に、 古いフ ィルタを削除する必要があ り ます。

8 変更を適用するには、 [OK] をク リ ッ ク します。

9 Web サーバーを再起動します。

JRun ISAPI フ ィルタへの優先順位付けフ ィルタへの優先順位付けフ ィルタへの優先順位付けフ ィルタへの優先順位付け

複数の ISAPI フ ィルタが同じイベン ト  (または通知 ) に登録されている場合、それらの
フ ィルタは IIS によって連続して呼び出されます。 優先順位の高いフ ィルタは、 優先
順位の低いフ ィルタよ り先に実行されます。高、中、低といった優先レベルは、Internet
Services Manager またはその他のメ タベース  エディ タで変更できない読み取 り専用
のプロパティです。 JRun の優先レベルは 「高」 です。

フィ ルタの優先レベルは変更できませんが、 フィ ルタがほかのフィ ルタ と 同じ優先
レベルを共有する場合は、 イベン トに応答するフ ィルタの順位を指定するこ とができ
ます。 JRun ISAPI フ ィルタの優先順位を変更するには、 次の手順を実行します。

JRun ISAPI フ ィルタの優先順位を変更するにはフ ィルタの優先順位を変更するにはフ ィルタの優先順位を変更するにはフ ィルタの優先順位を変更するには

1 インターネッ ト  サービス  マネージャを開きます。

Windows NT : [スタート ] > [プログラム ] > [NT 4.0 Option Pack] > 
[Microsoft Internet Information Server] > [インターネッ ト サービス マネージャ] を
ク リ ッ ク します。 

Microsoft 管理コンソール (MMC) が表示され、 iis.msc スナップインが開きます。

Windows 2000 : [スタート ] > [プログラム] > [管理ツール] > [インターネッ ト サー
ビス マネージャ ] をク リ ッ ク します。

インターネッ ト  サービス  マネージャが表示されます。

2 マシン名 の上でマウスを右ク リ ッ ク して、 [プロパティ ] を選択します。

プロパティのウ ィンド ウが表示されます。

3 [マスタ  プロパティ ] ド ロ ップダウン リ ス ト  ボッ クスから  [WWW サービス ] リ ス ト
ボッ クスを選択して、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

WWW サービス  マスタ  プロパティ  アプリ ケーシ ョ ンが表示されます。
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4 [ISAPI フ ィルタ ] タブをク リ ッ ク します。

5 使用可能な ISAPI フ ィルタの一覧から  [JRun Connector Filter] を選択します。

6 上向矢印をクリ ッ ク して、JRun フィ ルタを一覧のほかのフィ ルタの前に移動します。

7 [OK] をク リ ッ ク して、 この変更を適用します。

8 Web サーバーを再起動します。

Netscape/iPlanet への接続への接続への接続への接続

このセクシ ョ ンでは、 Netscape Web サーバーの構成方法について説明します。 Web
サーバーの高度な接続方法については、 第 4 章を参照して ください。

メモメモメモメモ

Netscape を構成する作業の一部と して、Netscape Java Interpreter を有効にしなければ
ならない場合があり ます。ただし、これは JRun コネクタ  ウ ィザードを起動しなければ
わかり ません。 Java インタプ リ タを有効にする方法の詳細については、 50ページの
「Java インタプ リ タの有効化」 を参照して ください。

こ こでは、 JMC 内からのコネク タ  ウ ィザードの起動方法について説明します。 コネ
ク タ  ウ ィザード を  JRun インス トールの一部と して実行している場合は、 このセク
シ ョ ンを読む必要はあ り ません。

JRun とととと  Netscape Web サーバーを接続するにはサーバーを接続するにはサーバーを接続するにはサーバーを接続するには 

1 Web サーバーを停止します。

2 Web ブラウザで次の URL を開いて、 JMC を起動します。

http://localhost:8000

Windows の場合には、 [スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.1] > [JRun 管理コン
ソール] をク リ ッ ク して JMC を起動するこ と もできます。

メモメモメモメモ

この手順は、 JRun が提供する  Web サーバーを既定のポート  (8000) で使用して、
JMC に接続する場合を想定しています。

3 JRun 管理者と して JMC にログインします。

4 アクセス  バーの [コネク タ  ウ ィザード ] を選択します。
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5 コネク タ  ウ ィザードで次の構成情報を指定します。

コネクタコネクタコネクタコネクタ  
ウィザーウィザーウィザーウィザー
ドの手順ドの手順ドの手順ドの手順

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

手順 1 JRun サーバー名 Web サーバーに接続する JRun サーバーを選択し
ます。通常は、default JRun サーバーを選択します。
admin JRun サーバーは固有の Web サーバーを
持ち、JRun インストールの管理にのみ使用されます。
default サーバーには、 サーブレッ ト、 JSP、 および
Web アプリケーシ ョ ンを公開できます。

Web サーバーの
種類

[Netscape Enterprise Server] または [Netscape
FastTrack Server] を選択します。

Web サーバーの
バージ ョ ン

ド ロ ッ プダウン リス トから  Web サーバーのバー
ジ ョ ンを選択します。

Web サーバーの
プラ ッ ト フォーム

Netscape Web サーバーを実行しているプラ ッ ト
フォームを選択します。

手順 2 JRun サーバーの
IP アドレス

NES への接続に使用する  JRun サーバーの IP アド
レスを入力します。NES と  JRun サーバーの IP アド
レスが同じであれば、既定値 127.0.0.1 をそのまま
使用して く ださい。

JRun サーバーの
コネクタ  ポート

JRun サーバーで NES との通信に使用するポー ト
を指定します。 このポート と  NES の HTTP ポート
を混同しないで く ださい。 既定値は 51000 です。

手順 3 Netscape の 
http-xxx 
ディ レク ト リ

https または httpd ディレク ト リを指定します。この
ディ レク ト リは通常、 /Netscape/suitespot ディ レク
ト リ内にあり、 httpd-xxx または https-xxx という名
前が付けられています。 
JRun のディ レクト リ  リーダーを使用するには、 [参
照 ] をク リ ッ ク します。

ネイテ ィブ 
コネクタまたは 
Java コネクタ

Netscape Web サーバーのネイテ ィ ブ (既定 ) コネ
クタまたは Java コネクタを選択します。 
ネイテ ィ ブ コネク タは NSAPI を使用して、 Web
サーバーと通信します。通常は、 このコネクタを使
用して く ださい。

Java コネクタは、Netscape の Server Applet API を
実装する純粋な Java コネクタです。 このコネクタ
は、ご使用のプラッ ト フォーム用のネイテ ィブ コネ
クタを利用できない場合にのみ使用します。 このコ
ネクタを選択する場合は、 コネクタをインス トール
する前に、使用する Netscape サーバー用に Java を
有効にする必要があ り ます。 詳細については、
50 ページの 「Java インタプリ タの有効化」 を参照
して く ださい。 
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6 JRun コネクタのインス トールが完了したら、NES/iPlanet Web サーバーと default
JRun サーバーを再起動します。

default JRun サーバーがまだ起動されていない場合は、 次の手順を実行します。

• Windows :

JRun をアプ リケーシ ョ ンと してインス トールした場合は、 [スタート ] > [プロ
グラム ] > [JRun 3.1] > [default JRun サーバー ] をク リ ッ ク します。

JRun をサービスと してインス トールした場合は、 [コン ト ロール パネル ]から
サービス  コン ト ロール マネージャ  ユーテ ィ リ テ ィ を開いて 「default JRun
Server」 サービスを起動するか、 次の JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を
使用します。

% jrun -start default

• UNIX :

JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を使用します。

% jrun -start default

7 次の URL を使用して JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを実行し、 JRun と  NES/iPlanet
Web サーバーの接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

この手順は、NES/iPlanet が既定のポート  80 で接続を受信しているこ とを想定して
います。

JRun のデモとサンプルのページが表示されます。

デモ アプ リ ケーシ ョ ンが実行されている場合は、 JRun と  NES/iPlanet Web サー
バーの接続は正し く構成されています。デモ アプリケーシ ョ ンが正し く実行されな
い場合は、66ページの「コネクタの ト ラブルシューティング」を参照してください。
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Java インタプリ タの有効化インタプリ タの有効化インタプリ タの有効化インタプリ タの有効化

ネイテ ィブ コネク タは、 ほとんどのプラ ッ ト フォームで使用できます。 コネク タが
「使用可能である」 場合、 追加の構成手順は必要あ り ません。 ネイテ ィブ コネク タを
使用できない場合は、 JRun コネク タを追加する前に、 Netscape Web サーバーに組み
込まれている  Java インタプ リ タを有効にする必要があ り ます。 こ こでは、 Netscape
3.5.x 用の Java インタプ リ タを有効にする方法について説明します。

NES 3.5.x 用の用の用の用の Java インタプリ タを有効にするにはインタプリ タを有効にするにはインタプリ タを有効にするにはインタプリ タを有効にするには

1 Netscape Enterprise Administration Server を起動し、 [Programs] メニューを
ク リ ッ ク します。

2 [Programs] の [Java] をク リ ッ ク します。

3 [Activate the Java interpreter?] の [Yes] をク リ ッ ク します。

4 JRun コネク タ  ウ ィザードを使用して、 JRun と  Netscape の接続を構成します。
この構成手順については、47ページの「Netscape/iPlanet への接続」で説明します。
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NES コンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ン ファイルへの変更ファイルへの変更ファイルへの変更ファイルへの変更

JRun コネクタ  ウ ィザードでは、 Netscape/Server4/https-マシン名/config/ ディ レク
ト リの obj.conf ファ イルを変更します。 次に説明する変更内容は、 ネイテ ィブ コネ
ク タを使用する場合と  Java コネクタを使用する場合で異なり ます。

コネク タ  ウ ィザードでは、 JRun local.properties ファ イルも変更します。詳細につい
ては、 66ページの 「local.properties への変更」 を参照してください。

JRun コネク タ  ウ ィザードで使用するフ ァ イルを変更しないで ください。 このセク
シ ョ ンの説明は、 情報だけを提供しています。

obj.conf ファイルを変更する場合、 proxyhost 設定は、サーバー名ではなく  IP アド レス
にする必要があ り ます。obj.conf ファ イルのサンプルは、53ページで説明しています。
obj.conf ファ イルの編集の詳細については、 Netscape のマニュアルを参照して くだ
さい。

ネイテ ィブネイテ ィブネイテ ィブネイテ ィブ コネクタコネクタコネクタコネクタ  (最も一般的なコネクタ最も一般的なコネクタ最も一般的なコネクタ最も一般的なコネクタ )

ネイティブ コネク タを使用して Netscape の Web サーバーに接続する場合、 obj.conf
ファ イルは JRun によって次のよ うに変更されます。

• JRun NSAPI フィ ルタの初期化を追加して、初期化パラメ ータを設定します。NSAPI
フ ィルタは、 Web サーバーへの HTTP 要求を阻止して、 JRun での処理に適切な
HTTP 要求を  JRun に渡します。 obj.conf ファ イルの一般的な初期化は、次のよ う に
なり ます。

Init fn="load-modules" shlib="C:/JRun/connectors/nsapi/intel-win/
jrun_nsapi35.dll" funcs="jruninit,jrunfilter,jrunservice"

Init proxyport="51000" verbose="false" proxyhost="127.0.0.1"
timeout="300" rulespath="C:/JRun/servers/default/
local.properties" fn="jruninit"

• JRun オブジェク ト 定義を追加します。オブジェク ト 定義は、特定のリ ソースに適用
されるディ レクティ ブのグループ化です。一般的な  JRun オブジェク ト 定義は、次の
よ うになり ます。

<Object name="jrun">
PathCheck fn="jrunfilter"
Service fn="jrunservice"
</Object>

• 次のディ レクティブを既定のオブジェク ト定義に追加します。

NameTrans fn="jrunfilter"

NameTrans ディ レクティブは、URL をホス ト  マシン上の物理パスにマッピングし
ます。 ただし  JRun においては、NameTrans ディ レクテ ィブは、 jrunfilter の部分
パスを指定するため、 サーバーは PathCheck ディ レクティブがその部分パスに一
致するオブジェク ト  (この場合、 jrun オブジェク ト ) を処理します。

• NES で JRun が無効にされないよ うに、 /servlet 用の URL からディ レク ト リへの
既定のマッピング行をコ メン ト化します。

#NameTrans fn="pfx2dir" from="/servlet" dir="C:/Netscape/Server4/
docs/servlet" name="ServletByExt"
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Java (非ネイテ ィブ非ネイテ ィブ非ネイテ ィブ非ネイテ ィブ ) コネクタコネクタコネクタコネクタ

Java (非ネイティブ ) コネク タを使用して Netscape の Web サーバーに接続する場合、
obj.conf  ファ イルには JRun によって次の変更が加えられます。

• init ク ラスパス行の前に jrun.jar を追加します。

• JRun オブジェク ト 定義を追加します。オブジェク ト 定義は、特定のリ ソースに適用
されるディレクティブのグループ化です。Java コネクタを使用する場合の一般的な
JRun オブジェク ト定義は、 次のよ うになり ます。

<Object name="jrun">
Service fn="java-run" class="com/allaire/jrun/connector/

JRunConnector" proxyhost="127.0.0.1" proxyport="51000"
timeout="300"

</Object>

• NES で JRun が無効にされないよ うに、 /servlet 用の URL からディ レク ト リへの
既定のマッピング行をコ メン ト化します。

#NameTrans fn="pfx2dir" from="/servlet"
dir="C:/Netscape/Server4/docs/servlet" name="ServletByExt"

• 次のディ レクティブを既定のオブジェク ト定義に追加します。

NameTrans name="jrun" from="*.shtml" fn="assign-name"
NameTrans name="jrun" from="*.jsp" fn="assign-name"
NameTrans name="jrun" from="/servlet/*" fn="assign-name"

NameTrans ディ レクティブは、URL をホス ト  マシン上の物理パスにマッピングし
ます。 ただし  JRun の場合、NameTrans ディレクティブは、 jrun オブジェク ト を指
定して関連するパターンを処理します。
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サンプルサンプルサンプルサンプル obj.conf ファイルファイルファイルファイル

次の例は、 obj.conf ファ イルのサンプルです。 変更されたセクシ ョ ンは太字で示して
あり ます。 このファ イルには、 「ネイティブ」 コネクタを使用する  NES の実装に一般的
な変更が含まれています。 

サンプルサンプルサンプルサンプル obj.conf ファイルファイルファイルファイル

# Netscape Communications Corporation - obj.conf
# パス名にはフォワード スラ ッシュを使用します。 バッ クスラッシュを使用すると
# エラーが発生します。 詳細については、 マニュアルを参照して く ださい。

Init fn=flex-init access="C:/Netscape/SuiteSpot/https-tford1/logs/access"
format.access="%Ses->client.ip% - %Req->vars.auth-user% [%SYSDATE%]
\"%Req->reqpb.clf-request%\" %Req->srvhdrs.clf-status% %Req->srvhdrs.content-length%"
Init fn=load-types mime-types=mime.types

Init fn="load-modules" shlib="C:/JRun/connectors/nsapi/intel-win/jrun_nsapi35.dll" 
funcs="jruninit,jrunfilter,jrunservice"
Init proxyport="51000" verbose="false" proxyhost="127.0.0.1" timeout="300" 
rulespath="C:/JRun/jsm-default/services/jse/properties/rules.properties" 
fn="jruninit"

<Object name="default">
Nametrans fn="jrunfilter"
NameTrans fn=pfx2dir from=/ns-icons dir="C:/Netscape/SuiteSpot/ns-icons"
NameTrans fn=pfx2dir from=/mc-icons dir="C:/Netscape/SuiteSpot/ns-icons"
NameTrans fn="pfx2dir" from="/help" dir="C:/Netscape/SuiteSpot/manual/https/ug"
NameTrans fn=document-root root="C:/Netscape/SuiteSpot/docs"
PathCheck fn=nt-uri-clean
PathCheck fn="check-acl" acl="default"
PathCheck fn=find-pathinfo
PathCheck fn=find-index index-names="index.html,home.html"
ObjectType fn=type-by-extension
ObjectType fn=force-type type=text/plain
Service method=(GET|HEAD) type=magnus-internal/imagemap fn=imagemap
Service method=(GET|HEAD) type=magnus-internal/directory fn=index-common
Service method=(GET|HEAD) type=*~magnus-internal/* fn=send-file
AddLog fn=flex-log name="access"
</Object>

<Object name=cgi>
ObjectType fn=force-type type=magnus-internal/cgi
Service fn=send-cgi
</Object>

<Object name="jrun">
PathCheck fn="jrunfilter"
Service fn="jrunservice"
</Object>
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WebSite Pro への接続への接続への接続への接続

このセクシ ョ ンでは、 O'Reilly の WebSite Pro Web サーバーを構成する方法について
説明します。 JRun と  WebSite Pro が通信するには、 こ こで説明するすべての構成手順
を実行する必要があ り ます。 Web サーバーの高度な接続方法については、 第 4 章を
参照して ください。

構成手順を開始する 前に、 WebSite Pro CD から  WebSite Pro をイ ンス ト ールし 、
O'Reilly の Web サイ トから  WebSite Pro の最新のパッチをインス トールしたこ とを確
認してください。 次に、 JRun をインス トールし、 WebSite Pro 用のインス トールに関
するすべての手順に従ってください。

JRun を WebSite Pro に接続するには、 次の手順を実行します。

• 「サーブレッ ト を実行するための URL 接頭辞のマッピング」 54ページ

• 「マルチホームおよび URL 接頭辞」 56ページ

• 「ファ イル拡張子の JRun へのマッピング」 57ページ

• 「WebSite Pro と通信するための JRun の構成」 58ページ

こ こでは、 JMC 内からのコネク タ  ウ ィザードの起動方法について説明します。 コネ
ク タ  ウ ィザード を  JRun インス トールの一部と して実行している場合は、 このセク
シ ョ ンを読む必要はあ り ません。

サーブレッ ト を実行するためのサーブレッ ト を実行するためのサーブレッ ト を実行するためのサーブレッ ト を実行するための URL 接頭辞のマッピング接頭辞のマッピング接頭辞のマッピング接頭辞のマッピング

WebSite Pro では、サーブレッ ト を実行するために URL 接頭辞をマッピングするなど、
サーバーの構成を高度にカスタマイズするこ とができます。 たとえば、
http://yourhost.com/servlet/SampleServlet 経由でサーブレ ッ ト を実行するには、
\servlet\ 用の Documents マッピングを WebSite Pro に追加する必要があ り ます。

URL 接頭辞を接頭辞を接頭辞を接頭辞を JRun にマッピングするにはにマッピングするにはにマッピングするにはにマッピングするには

1 WebSite Server Properties アプリ ケーシ ョ ンを起動します。
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2 [Mapping] タブをク リ ッ ク します。

3 [Document URL Path] および [Directory] フ ィールドを編集します。 この手順に
よ り、 \servlet\サーブレッ ト名 URL 経由でサーブレッ ト を実行できます。

た とえば、 [Document URL Path] フ ィールド内の \servlet\ マッ ピングで、
[Directory] フィ ールド 内の C:\ProgramFiles\Allaire\JRun\connectors\wsapi
\intel-win\jrun.isa\servlet\ をポイ ン ト する こ と も 可能です。 ファ イ ル名を
[Directory] フ ィールドの最後に手作業で入力する必要があ り ます。

WebSite Pro で複数の ID を使用する場合は、 56ページの 「マルチホームおよび
URL 接頭辞」 で説明している こ のパスの設定に関する追加情報を参照し てく だ
さ い。

4 特定のサーブレッ ト を  URL にマッピングする場合は、 こ こで説明した手順と同じ
手順を使用しますが、 サーブレッ ト名をパスの最後に追加します。 次に例を示し
ます。

C:\Program Files\Allaire\JRun\connectors\wsapi\intel-win\jrun.isa\
servlet\SnoopServlet

5 [OK] をク リ ッ ク します。

6 Web サーバーを再起動します。
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マルチホームおよびマルチホームおよびマルチホームおよびマルチホームおよび URL 接頭辞接頭辞接頭辞接頭辞

WebSite Pro で複数の ID を使用する場合は、 ID に割 り当てられるニッ クネームを
URL マッピングの前に追加する必要があり ます。 ID を設定する際に、 ニッ クネームを
要求されます。

このニッ クネームは、 [ID] タブの [URL 接頭辞 ] フ ィールドにも表示されます。

このニッ クネームは、Document URL Path マッピングの前に追加されます。たとえば、
サーブレ ッ ト を実行するために /devel ID をマッ ピングするには、 [Document URL
Path] に 「/devel/servlet/」 と入力します。
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ファイル拡張子のファイル拡張子のファイル拡張子のファイル拡張子の JRun へのマッピングへのマッピングへのマッピングへのマッピング

指定した拡張子で JRun を起動できるよ うに WebSite サーバーを構成するには、 2 つの
手順が必要です。 最初に、 WebSite Server Properties アプ リ ケーシ ョ ンを使用して、
WebSite をセッ ト アップする必要があり ます。次に、 JRun 管理コンソールを使用して、
そのマッピングを  JRun に追加します。

こ こでは、 ファ イル拡張子をマッピングするために WebSite を構成する手順について
説明します。ファ イル拡張子を  JRun にマッピングする方法については、148ページの
「サーブレッ トへの要求マッピング」 を参照して ください。

ファイル拡張子のマッピングを追加するにはファイル拡張子のマッピングを追加するにはファイル拡張子のマッピングを追加するにはファイル拡張子のマッピングを追加するには

1 WebSite Server Properties アプリ ケーシ ョ ンを起動します。

2 [Mapping] タブをク リ ッ ク します。

3 [List Selector] ボッ クスの [Content Types] を選択して、wwwserver/isapi にマッピ
ングする拡張子のエン ト リ を追加します。 

次の図は、 .snoop 拡張子の例を示します。
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4 [List Selector] ボッ クスの [Associations] を選択して、次の図に示すよ うに .snoop
を  jrun.isa ファ イルの場所にマッピングするエン ト リ を追加します。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

6 Web サーバーを再起動します。

WebSite Pro と通信するためのと通信するためのと通信するためのと通信するための JRun の構成の構成の構成の構成

こ こでは、JRun と通信できるよ うに WebSite Pro を構成する方法について説明します。 

JRun とととと  WebSite Pro を接続するにはを接続するにはを接続するにはを接続するには

1 Web サーバーを停止します。

2 次のいずれかの方法で JMC を起動します。

• [スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.1] > [JRun 管理コンソール] をク リ ッ ク
します。

• Web ブラウザで、 次の URL を開きます。

http://localhost:8000

この手順は、JRun が提供する  Web サーバーを既定のポート  (8000) で使用して、
JMC に接続する場合を想定しています。

3 JRun 管理者と して JMC にログインします。

4 アクセス  バーの [コネク タ  ウ ィザード ] を選択します。
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5 コネク タ  ウ ィザードで次の構成情報を指定します。

6 JRun コネクタのインス トールが完了したら、WebSite Pro Web サーバーと  default
JRun サーバーを再起動します。

default JRun サーバーがまだ起動されていない場合は、 次の手順を実行します。

• JRun をアプ リ ケーシ ョ ンと してインス トールした場合は、 [スタート ] > [プロ
グラム ] > [JRun 3.1] > [default JRun サーバー ] をク リ ッ ク します。

• JRun をサービスと してインス トールした場合は、 [コン ト ロール パネル ]から
サービス  コン ト ロール マネージャ  ユーテ ィ リ テ ィ を開いて 「default JRun
Server」 サービスを起動するか、 次の JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を
使用します。

% jrun -start default

コネクタコネクタコネクタコネクタ  
ウィザードのウィザードのウィザードのウィザードの
手順手順手順手順

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

手順 1 JRun サーバー名 WebSite Pro に接続する  JRun サーバーを選択し
ます。 通常は、 default サーバーを選択します。
admin JRun サーバーは固有の Web サーバーを持ち、
JRun インスト ールの管理にのみ使用されます。
default サーバーには、 サーブレッ ト 、 JSP、 および
Web アプリケーショ ンを公開できます。

Web サーバーの
種類

ドロップダウン リス トから  [WebSite Pro] を選択し
ます。

Web サーバーの
バージ ョ ン

ド ロ ッ プダウン  リス トから  WebSite Pro のバー
ジ ョ ンを選択します。

Web サーバーの
プラ ッ ト フォーム

WebSite Pro を実行しているプラ ッ ト フォームを選
択します。

手順 2 JRun サーバーの 
IP アドレス

WebSite Pro への接続に使用する JRun サーバーの
IP ア ド レスを入力します。 WebSite Pro と  JRun
サーバーの IP ア ド レスが同じであれば、 既定値
127.0.0.1 をそのまま使用して く ださい。

JRun サーバーの
コネクタ  ポート

JRun サーバーで WebSite Pro との通信に使用する
ポート を指定します。 このポート と  WebSite Pro の
HTTP ポー ト を混同しないで く ださい。 既定値は
51000 です。
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7 次の URL を使用して JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを実行し、 JRun と  WebSite Pro
Web サーバーの接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

この手順は、WebSite Pro が既定のポート  80 で接続を受信しているこ とを想定して
います。

JRun のデモとサンプルのページが表示されます。

デモ アプ リ ケーシ ョ ンが実行されている場合は、 JRun と  WebSite Pro Web サー
バーの接続は正し く構成されています。デモ アプリケーシ ョ ンが正し く実行されな
い場合は、66ページの「コネク タの ト ラブルシューティング」を参照して ください。

WebSite Pro コンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ン ファイルへの変更ファイルへの変更ファイルへの変更ファイルへの変更

JRun コネクタ  ウ ィザードでは、 WebSite Pro Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン
ファ イ ルを変更し ます。 本書で詳し く 説明さ れていない設定を変更する場合は、
WebSite Pro Server Properties インターフェイスを使用してください。

コネク タ  ウ ィザードでは、 JRun local.properties ファ イルも変更します。詳細につい
ては、 66ページの 「local.properties への変更」 を参照してください。
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Java ベースのベースのベースのベースの Web サーバーの接続サーバーの接続サーバーの接続サーバーの接続

JRun では、本書で特定のサーバーに関する手順を説明しているかどう かにかかわらず、
大部分の Java Web サーバーと通信できます。 こ こでは、 この章のほかのセクシ ョ ンで
詳し く説明していない Java ベースの Web サーバーを構成する方法について説明し
ます。 Web サーバーの高度な接続方法については、 第 4 章を参照してください。

JRun とととと  Java ベースのベースのベースのベースの Web サーバーを接続するにはサーバーを接続するにはサーバーを接続するにはサーバーを接続するには

1 jrun.jar ファ イルを配布ディ レク ト リから  Web サーバーの /lib/classes ディ レク
ト リにコピーします (アプリ ケーシ ョ ンによっては、 jrun.jar をク ラスパスに追加
する必要があ り ます。 Web サーバーに付属するマニュアルを参照して ください )。

2 次のク ラスをポイン トする  JRunConnector とい うエイ リ アスを作成します。

allaire.jrun.connector.JRunConnector

3 次に示す 2 つの初期化パラ メータを設定します。

proxyhost=localhost
proxyport=51000

これらの値は既定値であ り、 別の値を使用する場合以外は明示的に設定する必要
はあり ません。 JRun に異なるポート を設定している場合は、ポート 番号を変更する
必要があ り ます。

4 Web サーバーの管理インターフェイスを使用して、 適切な HTTP 要求を  JRun に
マッピングします。 次に例を示します。

/servlet=JRunConnector
*.jsp=JRunConnector
/msservlets=JRunConnector

これらのマッピングに一致するすべての要求は、 JRun に転送されます。
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サーブレッ トの実行用サーブレッ トの実行用サーブレッ トの実行用サーブレッ トの実行用 CGI インターフェイスの構成インターフェイスの構成インターフェイスの構成インターフェイスの構成

JRun は、CGI を使用する  Web サーバー用の Perl コネク タをサポート しています。Perl
コネク タを使用するために Web サーバーを構成するには、 JRun に用意されている
jrun.pl Perl スク リ プト を使用します。このスク リ プト は、 JRun のルート  ディ レク ト リ
/connectors/perl5/ にあ り ます。

CGI スク リプ トの実行に使用する任意のディ レク ト リに jrun.pl をコピーします。たと
えば、 CGI ディレク ト リが cgi-bin の場合、次のよ うにサーブレッ ト を実行するこ とが
できます。

http://host/cgi-bin/jrun.pl/servlet/SnoopServlet

この例では、 /servlet/SnoopServlet が JRun に渡されて、 JRun からサーブレッ トが
呼び出されます。 サーブレッ トの出力は、 CGI スク リプ トによって返されます。 

次に別の例を示します。

http://host/cgi-bin/jrun.pl/yourpage.jsp

この例では、 JRun 上の /yourpage.jsp が呼び出され、 結果が返されます。

jrun.pl スク リプ トによって、 JRun サーバーとの接続方法を確認するために 
JRUNPROXY 環境変数が検索されます。 この値には、 次の形式を使用します。

IP_address:port

既定値は 127.0.0.1:51000 です。

このスク リプ トは、特定の環境向けにカスタマイズできます。 JRun プロキシ アドレス
を変更したり、 スク リプ トの該当するサブルーチンを修正してエラー応答を変更でき
ます。 
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Zeus Web サーバーの接続サーバーの接続サーバーの接続サーバーの接続

Zeus Web サーバーを使用している場合は、JRun と接続するよ うに Web サーバーを構
成するために、 次の手順を実行します。 Web サーバーの高度な接続方法については、
第 4 章を参照して ください。

こ こでは、 JMC 内からのコネク タ  ウ ィザードの起動方法について説明します。 コネ
ク タ  ウ ィザード を  JRun インス トールの一部と して実行している場合は、 このセク
シ ョ ンを読む必要はあ り ません。

JRun とととと  Zeus を接続するにはを接続するにはを接続するにはを接続するには

1 管理ログインを使用して Zeus にログインします。

2 [Module config] を選択します。

3 [Distributed] オプシ ョ ンをオンにします。

4 [Distributed] リ ンクを選択します。

5 [Java Servlets] オプシ ョ ンを次のよ うに設定します。

Servlet prefs: /servlet
Servlet Server:ip_address:port_number 

ip_address には Web サーバーのホス ト の IP ア ド レスを設定します。 Web サー
バーと  JRun が同じホス ト  マシン上にある場合は、 ip_address を 127.0.0.1 に設定
します。

port_number には Zeus と  JRun が通信するポート を設定します。 既定値は 51000
です。

6 次のいずれかの方法で JMC を起動します。

• [スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.1] > [JRun 管理コンソール] をク リ ッ ク
します。

• Web ブラウザで、 次の URL を開きます。

http://localhost:8000

この手順は、JRun が提供する  Web サーバーを既定のポート  (8000) で使用して、
JMC に接続する場合を想定しています。

7 JRun 管理者と して JMC にログインします。

8 アクセス  バーの [コネク タ  ウ ィザード ] を選択します。
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9 次の表に示すよ うに、 コネク タ  ウ ィザードで必要な構成情報を指定します。

10 JRun コネクタのインス トールが完了したら、 Zeus Web サーバーと  default JRun
サーバーを再起動します。

default JRun サーバーがまだ起動されていない場合は、 次の手順を実行します。

• JRun をアプ リ ケーシ ョ ンと してインス トールした場合は、 [スタート ] > [プロ
グラム ] > [JRun 3.1] > [default JRun サーバー ] をク リ ッ ク します。

• JRun をサービスと してインス トールした場合は、 [コン ト ロール パネル ]から
サービス  コン ト ロール マネージャ  ユーテ ィ リ テ ィ を開いて 「default JRun
Server」 サービスを起動するか、 次の JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を
使用します。

% jrun -start default

コネクタコネクタコネクタコネクタ  
ウィザードウィザードウィザードウィザード
の手順の手順の手順の手順

パラ メータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明

手順 1 JRun サーバー名 Web サーバーに接続する  JRun サーバーを選択し
ます。 通常は、 default サーバーを選択します。
admin JRun サーバーは固有の Web サーバーを持
ち、JRun インスト ールの管理にのみ使用されます。
default サーバーには、サーブレッ ト 、 JSP、および
Web アプリケーショ ンを公開できます。

Web サーバーの
種類

ドロップダウン リス トから  [Zeus Web Server] を
選択します。

Web サーバーの
バージ ョ ン

ドロ ップダウン リス トから  Web サーバーのバー
ジ ョ ンを選択します。

手順 2 JRun サーバーの 
IP アドレス

Zeus への接続に使用する JRun サーバーの IP ア
ドレスを入力します。Zeus と  JRun サーバーの IP
ア ド レスが同じであれば、 既定値 127.0.0.1 をそ
のまま使用して く ださい。

JRun サーバーの
コネクタ  ポート

JRun サーバーで Zeus との通信に使用するポー
ト を指定します。 このポー ト と  Zeus の HTTP
ポート を混同しないで く ださい。 既定値は 51000
です。
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11 次の URL を使用して JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを実行し、 JRun と  Zeus Web
サーバーの接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

この手順は、Zeus が既定のポート  80 で接続を受信していること を想定しています。

JRun のデモとサンプルのページが表示されます。

デモ アプ リ ケーシ ョ ンが実行されている場合は、 JRun と  Zeus Web サーバーの
接続は正し く 構成さ れています。 デモ  アプリ ケーショ ンが正し く 実行されない
場合は、 66ページの 「コネク タの ト ラブルシューティング」 を参照して ください。

Zeus コンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ン ファイルへの変更ファイルへの変更ファイルへの変更ファイルへの変更

JRun コネクタ  ウ ィザードでは、Zeus Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イ
ルを変更します。 本書で詳し く説明されていない設定を変更する場合は、 Zeus の管
理インターフェイスを使用して ください。

コネク タ  ウ ィザードでは、 JRun local.properties ファ イルも更新します。詳細につい
ては、 66ページの 「local.properties への変更」 を参照してください。
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local.properties への変更への変更への変更への変更

Web サーバーのコンフィ ギュレーショ ン  ファ イルのほかに、JRun コネク タ  ウィ ザード
では、 次のよ うに JRun サーバーの local.properties ファ イルも変更します。

• 次の行を local.properties の最後に追加して、 JRun コネクタが正し く インス トール
されたこ とを示します。

ranConnector=yes

• jcpservices セクショ ンの jcp.endpoint.main.port を、コネクタ  ウィ ザード の実行
時に指定したポートに設定します。 これは、 JRun サーバー コネク タ   ポート で、
プロキシ ポート と も呼ばれます。

コネクタのト ラブルシューティングコネクタのト ラブルシューティングコネクタのト ラブルシューティングコネクタのト ラブルシューティング

こ こでは、 JRun の外部 Web サーバーへの接続に関する一般的な問題の解決に役立つ
情報を提供します。 詳細については、 25ページの 「インス トールの ト ラブルシュー
ティング」 を参照してください。

JRun の ト ラブルシューティ ングを行 う と きは、 JRun のルート  ディ レク ト リ /logs に
あるログファ イルをチェッ クする と、 詳細情報を得るこ とができます。

JRun コネクタコネクタコネクタコネクタ  ウィザードの使用ウィザードの使用ウィザードの使用ウィザードの使用

JRun コネク タ  ウ ィザード を使用する と、 Web サーバーとの接続を簡単に構成する
こ と ができます。 こ こ では、 ウ ィ ザード の実行中に発生する可能性がある一般的な
エラーについていくつか説明します。

エラーの内容エラーの内容エラーの内容エラーの内容 :
「obj.confile をロードできません」
「JRun ISAPI フ ィルタ コピー時のエラー」

解決方法解決方法解決方法解決方法 :
• コネクタ  ウ ィザードの手順 3 で入力した Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン
ファイルへのパスが間違っているか、またはパスが入力されていない可能性があ り
ます。 コネク タ  ウ ィザードに戻り、 正しいパスを入力して ください。

• Web サーバーを停止して、 コネク タ  ウ ィザードに戻ってください。

JRun をををを Raven に接続しているときに次のエラーが発生した場合に接続しているときに次のエラーが発生した場合に接続しているときに次のエラーが発生した場合に接続しているときに次のエラーが発生した場合

「httpd.conf にアクセスできません」

httpd.conf フ ァ イルの名前を一時的に変更する必要があ り ます。 詳細については、
35ページの 「Raven と  JRun の併用」 を参照して ください。
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JRun デモデモデモデモ アプリケーシ ョ ンのテストアプリケーシ ョ ンのテストアプリケーシ ョ ンのテストアプリケーシ ョ ンのテスト

コネク タ  ウ ィザードで Web サーバーと  JRun とのコネク タをインス トールしたら、
次の URL を使用して、 JRun デモ アプリケーシ ョ ンを実行して、 接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

こ こでは、 このデモ アプ リ ケーシ ョ ンのテス ト中に発生する可能性がある一般的な
エラーについていくつか説明します。

HTTP エラーエラーエラーエラー

エラーの内容エラーの内容エラーの内容エラーの内容 :
「404 ファイルが見つかりません」 エラー
「The page cannot be found」
「500 Internal Server Error」
「JRun サーバーに接続できません」

解決方法解決方法解決方法解決方法 :
• 既定では、 デモ アプリケーシ ョ ンは default JRun サーバーで実行されます。 次の
手順で、 default JRun サーバーが実行されているこ とを確認して ください。

− Windows の場合は、システム ト レイを確認して ください。 JRun をアプ リケー
シ ョ ン と してインス トールした場合は、 JRun サーバー 3.1 のアイコンが表示
されます。 JRun をサービス と してインス トールした場合は、 [コン ト ロール
パネル ] のサービス  コン ト ロール マネージャ  ユーティ リ テ ィ を確認して くだ
さい。

− UNIX の場合は、 /opt/bin の次のコマンド ラ イン ツールを使用します。

% jrun -status default

• default JRun サーバーがすでに実行されている場合は、コネクタ  ウ ィザードを実行
した後、 再起動してください。

• 要求 URL のポート番号を確認して ください。 既定の HTTP ポートは 80 ですが、
Web サーバーが別のポー トで受信している場合は、 そのサーバーを  URL に指定
する必要があ り ます。たとえば、Web サーバーが 8080 で受信している場合にデモ
アプリケーシ ョ ンにアクセスするには、http://localhost:8080/demo/index.html と
入力します。

• JRun コネクタ  ウ ィザードの使用中に、Web サーバーを実行していないかど うかを
確認してください。

• /JRun/servers/default ディ レク ト リおよびそのサブディ レク ト リの読み取り アク
セス権があるこ とを確認してください。
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並行処理エラー並行処理エラー並行処理エラー並行処理エラー

エラーの内容エラーの内容エラーの内容エラーの内容 :
「Too Many Concurrent requests」
JMC での 「Reverting to Developer Edition」 

解決方法解決方法解決方法解決方法 :
• ラ イセンスをアッ プグレード し ます。 JRun の Developer 版の最大同時接続数は

3 です。ライセンスをアップグレードする必要があ り ます。詳細については、xペー
ジの 「JRun 製品のラインナップ」 を参照してください。

• ベータ版または評価バージ ョ ンの JRun を使用している場合は、使用期限が切れる
と このメ ッ セージが表示されます。こ の場合、最新の評価バージョ ンまたは製品
版にアッ プグレード して ください。

プロセスプロセスプロセスプロセス エラーエラーエラーエラー

jrun コマンドの記述中にロックされ、 システムに入れない場合は、 次の手順をコマンドの記述中にロックされ、 システムに入れない場合は、 次の手順をコマンドの記述中にロックされ、 システムに入れない場合は、 次の手順をコマンドの記述中にロックされ、 システムに入れない場合は、 次の手順を

実行して く ださい。実行して く ださい。実行して く ださい。実行して く ださい。

オンラインで子プロセスを作成するのではなく、 -nohup オプシ ョ ン  (UNIX のみ )
を使用して、サーバーのプロセスを新規作成してく ださい。このオプショ ンは、& と
同じ機能を持っています。 次に例を示します。

% jrun -nohup default

-nohup オプシ ョ ンを使用していないと きにオンラ インでロ ッ ク された場合は、
Ctrl + z を押してからプロンプ トで 「bg」 と入力するこ とで、 JRun サーバー プロ
セスをバッ クグラウンドに移動してください。

-start および -nohup オプシ ョ ンの構文については、 83ページの 「jrun コマンド
の使用」 を参照してください。
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JRun 管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソール
JRun 管理コンソール (JMC) はブラウザベースのユーティ リ ティです。JRun では、JMC
を使用してさまざまな設定を構成します。 この章では、 JMC の概要と、 JMC で実行
できる機能について説明します。
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JRun 管理コンソールの開始管理コンソールの開始管理コンソールの開始管理コンソールの開始

JRun には、JRun 管理コンソール (JMC) と いう ブラウザベースの Web アプリ ケーショ ン
が用意されています。 このユーティ リ ティ を使用して、 JRun の環境や、 JRun と  Web
サーバーの接続を設定できます。 既定では、 JMC は admin JRun サーバー上で実行され
ます。

このセクシ ョ ンでは、 JMC の開始方法と、 コンソールの基本レイアウ トおよび機能に
ついて説明します。

メモメモメモメモ

JMC は JSP ベースであるため、 アクセスするには Netscape Communicator 4.0 以降、
または Internet Explorer 4.0 以降のいずれかが必要です。

JMC を開始するにはを開始するにはを開始するにはを開始するには 

1 admin JRun サーバーが実行されていない場合は起動します。 詳細については、
21ページの 「JRun サーバーの起動と停止」 を参照して ください。

2 Web ブラウザで次の URL を開いて、 JMC を起動します。

http://localhost:8000

または (Windows の場合のみ )、 [スタ ート ] > [プログラム ] > [JRun 3.1] >
[JRun 管理コンソール] をク リ ッ ク します。

メモメモメモメモ

この手順は、 JRun が提供する  Web サーバーを既定のポート  (8000) で使用して、
JMC に接続する場合を想定しています。ポートは、インス トール時に選択しました。

JMC が表示されない場合は、 25ページの 「インス トールのト ラブルシューティン
グ」 を参照してください。
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JMC のログイン  ウ ィンド ウが表示されます。

3 ユーザ名とパスワードを入力し、 [ログイン ] をク リ ッ ク します。既定のユーザ名は
admin です。 admin 用のパスワードはインス トール時に設定しました。

JMC ウ ィンド ウに 「JRun へよ う こそ」 ページが表示され、 前面に [JRun クイ ッ ク
スタート  プロダク ト  ツアー ] が表示されます。
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JMC には 2 つのペインが表示されます。左側ペインにはマシン  レベルからの JRun
オブジェク ト階層がツ リーで表示されます。右側ペインには、 ツ リー内で現在選択
されているフォルダまたはオブジェク トの内容が表示されます。ペインの上部には
アクセス  バーがあ り ます。 このバーには、 JRun サーバー専用ではないコマンドが
表示されます。

admin 権限を持っていない場合は、 アク セス  バーにすべてのオプショ ンが表示
されないか、またはツ リーにあるすべてのオブジェク トにアクセスするこ とができ
ません。

このツ リーには、 パスワード変更 (Change Password) のよ うな機能や 
serial_number のよ うなプロパティなどのオブジェク トが表示されます。

JRun 管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソール

コンソールを使用する場合は、 次の点に注意してください。

• 左側ペインに表示されているフォルダの内容を表示するには、フォルダの前にある

プラス  (+) 記号をク リ ッ ク します。 

• 左側ペインで開かれているフォルダを閉じるには、マイナス  (-) 記号をク リ ッ ク し
ます。 

• 右側ペインにあるフォルダの内容を表示するには、 目的のフォルダをク リ ッ ク し

ます。 本書では、 > 記号はフォルダ、 サブフォルダ、 ファ イルやオブジェク ト の
レベルを表します。 また、 斜体は変数情報を表します。 たとえば、 [マシン名] >
[JRun サーバー名 ] > [アプリケーシ ョ ン名] > [ログの設定 ] のよ うに選択します。

• オブジェク ト を選択するには、目的のオブジェク ト をク リ ッ ク します。右側ペイン

に選択したオブジェク トのプロパティが表示されます。 または、 選択した機能が

JRun によって実行されます。 プロパテ ィ を編集するには、 右側ペインの [編集 ]
ボタンをク リ ッ クするか、 またはそのプロパティ をク リ ッ ク します。 表示される
エディ タ  ウ ィンド ウで変更します。

• ほとんどの場合、 JRun サーバーのプロパティの変更後は、 JRun サーバーを再起動
してその変更を有効にする必要があ り ます。
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JMC のお気に入りの設定のお気に入りの設定のお気に入りの設定のお気に入りの設定

JMC では、 一般的に使用される編集ウィ ンド ウの一覧を 「 よ う こ そ」 ページに追加
できます。たと えば、特定の  Web アプリ ケーショ ンのセッ ショ ンの設定を頻繁に変
更する場合、 オブジェク ト  エク スプローラ をいく つも表示しなく ても 、「 よ う こ そ」
ページで一度ク リ ッ ク するだけでそのページを取得できるよ う に、 リ ンク を追加で
きます。

JMC の特定のパネルにリ ンクを追加するには、 そのパネルの右下隅にある  [よ う こそ
ページへ追加] をク リ ッ ク します。 JRun は、 パネルが追加されたこ とを確認します。
次回に 「よ う こそ」 ページを表示する と、 [保存された JMC リ ンク ] セクシ ョ ンにその
リ ンクが表示されます。
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JRun シリアル番号の設定シリアル番号の設定シリアル番号の設定シリアル番号の設定

JRun シ リアル番号は、実行中の JRun のバージ ョ ンを定義します。 JRun Developer 版
や無料の評価バージ ョ ンをインス トールしている場合、 [シ リ アル番号] は空欄になり
ます。 JRun ライセンスをアップグレードする場合は、 JMC にあるシ リアル番号を変更
して新しい機能の制限を解除できます。

このセクシ ョ ンでは、 JRun シ リアル番号の変更方法について説明します。 JRun ラ イ
センス購入の詳細については、 xxvページの 「お問い合わせ先」 を参照して ください。

メモメモメモメモ

[シ リアル番号 ] プロパティを変更できるのは、admin と してログインしたユーザのみ
です。

シリアル番号を修正するにはシリアル番号を修正するにはシリアル番号を修正するにはシリアル番号を修正するには

1 アクセス  バーで [シ リアル番号] を選択します。アクセス  バーは JMC ペイン上部に
横長に表示されています。

[製品シ リアル番号 ] パネルが表示されます。

2 [シ リアル番号] フ ィールドに、Allaire 社から提供されたシ リアル番号を正確に入力
します。

3 [アップデート ] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

4 JRun サーバーを再起動します。
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JMC ユーザの管理ユーザの管理ユーザの管理ユーザの管理

JMC には JMC ユーザを管理するためのユーティ リ ティ が用意さ れています。 JRun
管理者は、このユーティ リ ティ によって  JRun サーバーからのアクセスを制限できます。
たとえば、 ISP で使用している場合、 各顧客に、 専用の JRun サーバーと、 そのサー
バーの設定のみにアクセスする権利を与えることができます。この場合、ユーザは JMC
にある  JRun サーバーの うち、アクセス権を与えられているものだけを参照できます。
このセクショ ンでは、ユーザの追加と削除、ユーザ設定の変更などを行う 方法について
説明します。

現在のユーザに対する変更を行った場合に変更を有効にするには、 いったんログア
ウ ト し、 も う一度ログインする必要があ り ます。 また、 別のユーザに対する変更を
行った場合も、 変更を行ったユーザがログアウ ト し、 変更を加えられたユーザ自身が
ログインするまで、 変更は有効になり ません。

現在どのユーザと してログインしているかを調べるには、JMC アクセス  バーの左側で
確認します。 初めてログインしたと きは、 (admin) と表示されます。

新規新規新規新規 JMC ユーザの追加ユーザの追加ユーザの追加ユーザの追加

JMC ユーザの管理オプシ ョ ンを使用して、異なるレベルのアクセス権を持つユーザを
JMC に追加できます。 個々のユーザに対し、 JRun サーバーへの部分的または完全な
アクセス権を与えるこ とができるほか、 完全にアクセス不可能に設定するこ と もでき
ます。 

メモメモメモメモ

JMC ユーザの管理オプショ ンにアクセスできるのは、admin と してログインしたユーザ
のみです。
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新規ユーザを追加するには新規ユーザを追加するには新規ユーザを追加するには新規ユーザを追加するには

1 アクセス  バーで [JMC ユーザの管理] を選択します。

右側ペインに [JMC ユーザの管理 ] パネルが表示されます。

2 [ユーザ名 ] フ ィールドに新規ユーザの名前を入力します。 

メモメモメモメモ

[ユーザ名 ] には空白文字を使用できます。 たとえば、 Nick Danger は有効な名前
です。 名前の最初と最後に付いている空白文字は削除されます。

3 [パスワード ] フ ィールドに新規ユーザのパスワードを入力します。 新規ユーザの
パスワードを入力する場合は、 次の点に注意してください。

• [JMC ユーザの管理] パネルに入力している間は、 アスタリ スクによるパスワー
ド の非表示は行われません。 

• パスワードは 1 文字以上の長さにして ください。 

• パスワードにはスペースやアスタ リ スク  (*) を使用できません。

4 新規ユーザに対しアクセスを許可する  JRun サーバーを、 [アクセス権 ] リ ス ト
ボッ ク スから選択します。 複数の JRun サーバーを選択する と きは、 まず 1 つの
サーバーをク リ ッ ク し、 Ctrl キーを押しながら、残りの JRun サーバーをク リ ッ ク
します。 

5 変更を適用するには、 [JMC ユーザの更新] ボタンをク リ ッ ク します。
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JMC ユーザの設定の変更ユーザの設定の変更ユーザの設定の変更ユーザの設定の変更

JMC の [ユーザの管理] のオプシ ョ ンを使用すると、 ユーザのパスワードや、 ユーザが
アク セス権を持つ JRun サーバーを変更でき ます。 JMC の  [ユーザの管理 ] のオプ
ショ ンで admin ユーザに対する設定を変更するこ とはできません。

メモメモメモメモ

JMC ユーザの管理オプショ ンにアクセスできるのは、admin と してログインしたユーザ
のみです。

ユーザ設定を変更するにはユーザ設定を変更するにはユーザ設定を変更するにはユーザ設定を変更するには

1 アクセス  バーで [JMC ユーザの管理] を選択します。

右側ペインに [JMC ユーザの管理 ] パネルが表示されます。

2 JRun サーバーに対するユーザのアクセス権を変更するには、このユーザに対応する
[アクセス権 ] リ ス ト  ボッ クスで、 目的の JRun サーバーをク リ ッ ク します。 複数
の JRun サーバーを選択する と きは、まず 1 つのサーバーをク リ ッ ク し、Ctrl キー
を押しながら、 残りの JRun サーバーをク リ ッ ク します。

3 ユーザのパスワードを変更するには、 [パスワード ] フ ィールドのアスタ リ スクで
表示されたパスワードを選択し、新しいパスワードを入力します。新規パスワード
を入力する場合は、 次の点に注意してください。

• [JMC ユーザの管理] に新しいパスワードを入力している間は、アスタ リ スクに
よるパスワードの非表示は行われません。 

• パスワードは 1 文字以上の長さにして ください。 

• パスワードにはスペースやアスタ リ スク  (*) を使用できません。

4 変更を適用するには、 [JMC ユーザの更新] ボタンをク リ ッ ク します。

これらの変更は、 次にユーザがログインしたと きに有効になり ます。



78 第 3 章 JRun 管理コンソール
JMC ユーザの削除ユーザの削除ユーザの削除ユーザの削除

JMC の [ユーザの管理 ] オプシ ョ ンを使用する と、 admin 以外であればどのユーザも
JRun から削除できます。 JMC の [ユーザの管理 ] オプシ ョ ンにアクセスできるのは、
admin と してログインしたユーザのみです。

メモメモメモメモ

ユーザを削除する前に、 これらのユーザが JMC からログアウ ト しているこ と を確認
して ください。

ユーザを削除するにはユーザを削除するにはユーザを削除するにはユーザを削除するには

1 アクセス  バーで [JMC ユーザの管理] を選択します。

右側ペインに [JMC ユーザの管理 ] パネルが表示されます。

2 削除するユーザの削除チェッ ク  ボッ ク ス   をオンにします。一度に複数のユーザ
を選択して削除できます。

3 変更を適用するには、 [JMC ユーザの更新] ボタンをク リ ッ ク します。
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パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更

JMC の [パスワードの変更 ] オプシ ョ ンを使用する と、 現在ログインしているユーザ
のパスワードを変更できます。admin と してログインしている場合は、 JMC ユーザの
管理オプシ ョ ンによって、 ほかのどのユーザのパスワードでも変更できます。 詳細に
ついては、 77ページの 「JMC ユーザの設定の変更」 を参照してください。

自分のパスワードを変更するには自分のパスワードを変更するには自分のパスワードを変更するには自分のパスワードを変更するには

1 アクセス  バーで [パスワードの変更] を選択します。

右側ペインに [パスワード変更リ クエス ト ] パネルが表示され、 現在ログインして
いるユーザとそのユーザの JRun サーバーに対するアクセス権が表示されます。

[サーバー アクセス権 ] フ ィールドにアスタ リ ス ク  (*) が表示されている場合は、
そのユーザがすべてのサーバに対するアクセス権を持っているこ とを表します。

2 [現在のパスワード ] フ ィールドに、 変更前のパスワードを入力します。 

3 [新規パスワード ] フ ィールドに新しいパスワードを入力し、 [新規パスワードの確
認 ] フ ィールドにも う一度入力します。

新規パスワードを入力する場合は、 次の点を考慮してください。

• [パスワード変更リ クエス ト ] パネルに入力している間、パスワードはアスタ リ
スクで表示され、 ほかのユーザにはわからないよ うになっています。 

• パスワードにスペースやアスタ リ スク  (*) を使用するこ とはできません。

• パスワードは 1 文字以上の長さにして ください。 

4 変更を適用するには、 [変更の送信 ] をク リ ッ ク します。
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JRun サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定

JRun サーバーは JRun アーキテクチャの中心的役割を担います。 JRun サーバーの機能
は次のとおりです。

• Web アプ リ ケーシ ョ ンを論理的にグループ化する方法の提供。 JRun サーバーで
実行できる  Web アプリケーシ ョ ンの数に制限はあ り ません。

• JRun 接続モジュールを経由した、 内部および外部 Web サーバーと  Web アプリ
ケーシ ョ ンとの接続

• Web サーバーの安定性の維持。 JRun サーバーはそれぞれ、 独立したプロセス と
して実行されます。 JRun サーバーによって提供さ れるサービスも 、 プロセスに
組み込まれていません。

• Enterprise JavaBeans を使用したビジネス  ロジッ クの実装

JRun インス トールでは、 default JRun サーバーと  admin JRun サーバーとい う  2 つの
JRun サーバーをセッ ト アップします。JMC ではそれぞれ、[default JRun サーバー ] お
よび [admin JRunサーバー ] と表示されます。

メモメモメモメモ

Windows NT では、 JRun サーバーを  NT サービスと しても 、あるいはアプリ ケーショ ン
と しても実行できます。 詳細については、 21ページの 「Windows に関する検討事項」
を参照してください。

JRun サーバーの既定の Web アプ リ ケーシ ョ ンの一覧については、 122ページの 「既
定のアプリ ケーシ ョ ン」 を参照してください。

このセクシ ョ ンでは、 次のト ピッ クについて説明します。

• 「JMC での JRun サーバーの再起動」 82ページ

• 「jrun コマンドの使用」 83ページ

• 「JRun サーバーの追加と削除」 86ページ

• 「Java Virtual Machine の設定」 91ページ

• 「JRun サーバー イベン ト  ログの設定」 108ページ

詳細については、 『JRun によるアプリ ケーシ ョ ンの開発』 を参照して ください。
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JMC でのでのでのでの JRun サーバーの管理サーバーの管理サーバーの管理サーバーの管理

JMC での JRun サーバー管理には JRun サーバーで実行する内容によって 2 種類の方法
があ り ます。 このセクシ ョ ンでは、 これらの方法について説明します。

[JRun サーバーの管理サーバーの管理サーバーの管理サーバーの管理 ] パネルへのアクセスパネルへのアクセスパネルへのアクセスパネルへのアクセス

JMC には [JRun サーバーの管理] パネルがあ り、 JRun サーバーの追加、削除、および
再起動を実行できます。 また、 こ のパネルには JRun サーバーのステータ スやその
ルート  ディレク ト リが表示されます。 

[JRun サーバーの管理サーバーの管理サーバーの管理サーバーの管理 ] パネルにアクセスするにはパネルにアクセスするにはパネルにアクセスするにはパネルにアクセスするには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ] をク リ ッ ク します。

[JRun サーバーの管理] パネルが表示されます。

JRun サーバーサーバーサーバーサーバー パネルへのアクセスパネルへのアクセスパネルへのアクセスパネルへのアクセス

JMC には個別の JRun サーバーのパネルもあ り ます。JRun サーバー パネルには、サー
バーについての情報と現在のステータスが表示されます。このパネルを使用して、サー
バーを再起動するこ と もできます (82ページの 「JMC での JRun サーバーの再起動」を
参照)。
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個別の個別の個別の個別の JRun サーバーサーバーサーバーサーバー パネルにアクセスするにはパネルにアクセスするにはパネルにアクセスするにはパネルにアクセスするには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ] > [JRun サーバー名] をク リ ッ ク します。

JRun サーバー パネルが表示されます。

JMC でのでのでのでの JRun サーバーの再起動サーバーの再起動サーバーの再起動サーバーの再起動

JMC には、 JRun サーバーを簡単に再起動する方法があ り ます。 JMC での変更内容を
有効にする と きに再起動が必要な場合があ り ます。 また、 テキス ト  エディ タでプロパ
ティ  ファ イルを変更したと きや、 接続ウィ ザード の実行後にも 、 JRun サーバーの
再起動が必要です。

UNIX や Windows では、コマンド  ラインから  JRun サーバーを再起動するこ と もでき
ます。 詳細については、 83ページの 「jrun コマンドの使用」 を参照して ください。

また、 Windows では、 [コン ト ロール パネル ]の サービス  コン ト ロール マネージャ
ユーティ リ ティ  ( JRun サーバーをサービスと し て実行している場合 ) から 、 または
システム  ト レイ  (アプ リ ケーシ ョ ン と して実行している場合 ) から  JRun サーバーを
再起動するこ と もできます。
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メモメモメモメモ

JMC から  admin サーバーを再起動しないでください。これは、 JMC が admin サーバー
上で実行されているためです。

JMC でででで JRun サーバーを再起動するにはサーバーを再起動するにはサーバーを再起動するにはサーバーを再起動するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ] > [JRun サーバー名] をク リ ッ ク します。

JRun サーバー パネルが表示されます。

2 [サーバー再起動 ] をク リ ッ ク します。

jrun コマンドの使用コマンドの使用コマンドの使用コマンドの使用

JRun には、Windows 環境と  UNIX 環境の両方で使用できる、コマンド ライン  ユーティ
リ ティが用意されています。 このセクシ ョ ンでは、 このユーティ リ ティのオプシ ョ ン
について説明します。

Windows では、JRun のルート  ディ レク ト リ /bin からコマンド ラ イン ユーティ リ ティ
を実行します。UNIX では、 /opt/jrun/bin ディ レク ト リ にコマンド ラ イン  ユーティ
リティがあり ます。jrun コマンド  オプシ ョ ンの一覧を表示するには、 コマンド  ライン
に 「jrun」 (オプシ ョ ンなしの場合 ) と入力します。

このコマンドの構文は次のとおりです。

jrun -[info | version | admin]
jrun [-jrundir JRun のルート  ディ レク ト リ ] -start | -stop | -restart 

[JRun サーバー名]
jrun [-jrundir JRun のルート  ディ レク ト リ ] -start [JRun サーバー名] [-debug]
jrun -install NTサービス名 サーバー名 [-quiet]
jrun -remove NTサービス名 [-quiet]
jrun -demo JRun サーバー名
jrun -java java_prog -classpath classpath java_args class class_args

Windows で、 jrun コマンドを起動したと きに 「Could not find JRun のルート  ディ レ
ク ト リ /jvms.properties file」 などのエラーが表示された場合は、 /bin ディレク ト リが
システム  パスにあるこ とを確認するか、 ディ レク ト リ を明示してコマンドを実行して
ください。

-info や -version などのオプシ ョ ンの詳細については、 『JRun 拡張設定ガイ ド』 を
参照してください。

admin
jrun -admin

Windows (NT のみ) で JRun 管理コンソールを開始します。このコマンドにはパラ
メータを付けません。
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console
jrun -console options

UNIX のみ。local.properties ファ イルで java.System.out および java.System.err に
よって指定される  stdout/sterr 転送を不可にし、 これらをログ ファ イルではなく
コンソールに出力します。 また、 screenlogger サービスの利用時にこのオプシ ョ ン
を使用します。 次に例を示します。

% jrun -console -start default

demo
jrun -demo サーバー名

default サーバーで JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを開始します。別の JRun サーバー
にデモ アプリケーシ ョ ンを再公開する場合は、コマンド  ラインに JRun サーバーを
指定します。 Windows NT のみ。 次に例を示します。

% jrun -demo default

install
jrun -install NTサービス名 サーバー名 [-quiet]

JRun を  Windows NT サービスと してインス トールします (NT のみ)。サーバー名は
jvms.property フ ァ イルにあるいずれかの JRun サーバーでなければな り ません。
サーバーのルート  ディ レク ト リ の実際のパスを jvms.properties ファ イルに追加
します。 次に例を示します。

foo="C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/foo"

例 :

% jrun -install "Foo Service" foo -quiet

-quiet オプショ ンを使用する と 、 コ マンド の成否にかかわら ず、 ダイ アロ グ
ボッ ク スが表示されなく なり ます。 JRun サーバーのインスト ールの詳細につい
ては、 86ページの 「JRun サーバーの追加」 を参照して ください。

java
jrun -java java-prog -classpath path [java-args] class [class-args]

JRun 以外の Java アプリ ケーシ ョ ンを起動します。 ディ レク ト リ を指定するには、
-classpath オプシ ョ ンを使用します。 JRun によって、 すべての JAR ファ イルが
このディ レク ト リに格納されています。

例 :

% jrun -java c:\jdk1.2.2\bin\java -classpath c:\JRun\lib JRun -start 
c:\JRun\servers\default
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nohup
jrun -nohup [JRun サーバー名] [-debug]

UNIX のみ。 すべての  JRun サーバーを開始します。 特定のサーバーのみを開始
するには、 JRun サーバー名に該当するサーバー名を指定し ます。 -nohup オプ
ショ ンは -start と は異なり 、フォアグラウンド で子プロセスを作成せずに、バッ ク
グラ ウ ンド でサーバー用の新規プロ セスを作成し ます。 -debug オプショ ンに
よって、 JRun を  JRun Studio 用のデバッ グ  モード に設定し ます。 -debug オプ
ショ ンを使用する場合は、JRun サーバーを開始する前に、最初に admin JRun サー
バーを開始する必要があ り ます。

remove
jrun -remove NTサービス名 [-quiet]

Windows NT のサービスである  JRun サーバーを削除します (Windows NT のみ)。

例 :

% jrun -remove "JRun Default" -quiet

-quiet オプショ ンを使用する と 、 コ マンド の成否にかかわら ず、 ダイ アロ グ
ボッ クスが表示されなくな り ます。

restart
jrun -restart [JRun サーバー名]

すべての JRun サーバーを再起動します。 特定の JRun サーバーのみを再起動する
には、 JRun サーバー名に該当するサーバー名を指定します。

start
jrun -start [JRun サーバー名] [-debug]
jrun -jrundir JRun のルート  ディ レク ト リ -start [JRun サーバー名] 

[-debug]

すべての JRun サーバーを開始します。特定の JRun サーバーのみを開始するには、
JRun サーバー名に該当するサーバー名を指定します。-debug オプショ ンによって、
JRun を  JRun Studio 用のデバッグ モードに設定します。- debug オプシ ョ ンを使用
する場合は、 他の JRun サーバーを開始する前に、最初に admin JRun サーバーを
開始する必要があ り ます。

例 :

% jrun -start default -debug

-jrundir オプシ ョ ンは、OEM で使用します。詳細については、『拡張設定ガイ ド』
を参照してください。
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status
jrun -status [JRun サーバー名]

すべての JRun サーバーのステータスを表示します。 特定の JRun サーバーのみの
ステータスを表示するには、 JRun サーバー名に該当するサーバー名を指定します。

stop
jrun -stop [JRun サーバー名]

すべての JRun サーバーを停止します。特定の JRun サーバーのみを停止する場合は、
JRun サーバー名に該当するサーバー名を指定します。

JRun サーバーの追加と削除サーバーの追加と削除サーバーの追加と削除サーバーの追加と削除

既定の JRun インス トールには、admin と  default の 2 つのサーバーが含まれています。
これらの JRun サーバーにはサンプル アプリケーシ ョ ンが用意されており、サーバーを
すばやく起動して実行するための方法が提供されています。このセクシ ョ ンでは、JMC
を使用して、 JRun サーバーの追加と削除を行 う方法について説明します。 手作業に
よる  JRun サーバーの追加と削除の詳細については、 『拡張設定ガイ ド』 を参照してく
ださい。

JRun サーバーの追加や削除を行 う場合は、それぞれのサーバーに固有のポートが必要
であるこ とに注意してください。詳細については、 168ページの 「JRun ポートについ
て」 を参照してください。

JRun サーバーの追加サーバーの追加サーバーの追加サーバーの追加

JRun サーバーの追加には、 次のよ うな利点があ り ます。

• 多く の企業で、 複数の  Web アプリ ケーショ ンから構成されるサイ ト を構築して
いますが、複数の JRun サーバーを使用する と、 これらの Web アプリケーシ ョ ンを
分離できます。 いずれかの JRun サーバーがク ラ ッシュ した り再起動が必要に
なっても、 ほかのサーバーやそれらのアプリ ケーシ ョ ンは実行を継続できます。

• 新しい JRun サーバーを追加すると、サーバー レベルでクラスパス、データソース、
および EJB 設定値を定義できるよ う になり ます。つまり 、各 Web アプリ ケーショ ン
レベルで定義できるよ うになり ます。

• また、 ユーザのタイプによって JRun サーバーを論理的に分ける場合もあ り ます。
たとえば、 生産、 品質管理、 および admin JRun サーバーを使用する と、 開発の
ワークフローを構築する上で役立ちます。

メモメモメモメモ

JRun サーバーを追加する場合は、 JMC に admin と して  ログインする必要があり ます。



JRun サーバーの設定 87
新しい新しい新しい新しい JRun サーバーを追加するにはサーバーを追加するにはサーバーを追加するにはサーバーを追加するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ]をク リ ッ ク します。

[JRun サーバーの管理 ] パネルが表示されます。 このパネルには、 現在の JRun
サーバー、 ステータス、 およびルート  ディレク ト リが表示されます。

2 [サーバーの追加 ] ボタンをク リ ッ ク します。

[新規サーバーの構成 ] パネルが表示されます。

メモメモメモメモ

[新規サーバーの構成 ] パネルを拡張する と 、 フィ ールド をさ ら に追加し たり 、
新しいサーバーの local.properties ファ イルにプロパティを追加できます。詳細に
ついては、 『拡張設定ガイ ド』 を参照して ください。
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3 次の表の説明に従ってフ ィールドを編集します。

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

サーバー名 新しい JRun サーバーの名前を入力します。 たとえば、 「admin」
や 「default」 と入力します。 この名前には、空白文字は使用でき
ません。

表示名 新しい JRun サーバーの、 わかりやすい名前を入力し ます。 この
名前は JMC の左側ペインに表示されます。

JRun の 
Web サーバー 
ポート

固有のポート 番号を入力します。推奨する番号の範囲は、 8101 ～
8199 です。 JRun の既定値は、 この範囲の中で使用可能な一番小
さ い数字になり ます。 ほかの JRun サーバーで使用し ていない
ポート を選択してく ださい。 
これは、 新しい JRun サーバーに関連付けられている  JRun Web
Server (JWS) の TCP ポート 番号です。 JWS では、 このポート で
HTTP 要求が受信されます。
admin JRun サーバーの JWS の既定値は 8000 です。 default JRun
サーバーの JWS の既定値は 8100 です。
JRun ポート の詳細については、 168 ページの 「JRun ポートにつ
いて」 を参照してく ださい。

コン ト ロール 
ポート

固有のポート 番号を入力します。推奨する番号の範囲は、51001～
51999 です。JRun の既定値は、この範囲の中で使用可能な一番小
さ い数字になり ます。 ほかの JRun サーバーで使用し ていない
ポート を選択してく ださい。

これは、 admin JRun サーバーで、ほかの JRun サーバーへの制御
メ ッ セージの送信に使用されるポート です。

JRun ポート の詳細については、 168 ページの 「JRun ポートにつ
いて」 を参照してく ださい。

EJB および JMS 
を有効にする

新しい JRun サーバーの EJB および JMS のサービスをオンに
する場合に、 このチェ ッ ク  ボッ クスをオンにします。 既定値は
オフです。
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4 [作成 ] ボタンをク リ ッ ク します。

JRun によって新しいサーバーが作成され、 [JRun サーバーの管理 ] パネルに戻 り
ます。サーバー リ ス トに新しいサーバーが表示されます。 また、新しい JRun サー
バーご とに新しい JWS が作成されます。 新規サーバーおよびその JWS は停止し
ます。

EJB クラス 
サーバー ポート

固有のポート 番号を入力し ます。 推奨する番号の範囲は 2300 ～
2399 です。JRun の既定値は 2300 です。ほかの JRun サーバーで
使用されていないポート を選択してく ださい。

これは、 EJB エンジンでクライアント へのクラスの送信に使用す
るポート です。

別の JRun サーバーの EJB クラス サーバー ポート を確認するに
は、 その JRun サーバーの local.properties ファイルの 
ejb.ejipt.classServer.port プロパティ を調べてく ださい。 
JRun ポート の詳細については、 168 ページの 「JRun ポートにつ
いて」 を参照してく ださい。

EJB ホーム ポート 固有のポート 番号を入力します。推奨する番号の範囲は、 2400 ～
2499 です。JRun の既定値は 2400 です。ほかの JRun サーバーで
使用されていないポート を選択してく ださい。

これは、 EJB ホーム オブジェ クト のポート です。 
別の JRun サーバーの EJB ホーム ポート を確認するには、 その
JRun サーバーの local.properties ファ イルの ejb.ejipt.homePort プ
ロパティ を調べてく ださい。 JRun ポート の詳細については、
168 ページの 「JRun ポートについて」 を参照してく ださい。

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明
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5 [start] ボタンをク リ ッ ク して、 新しい JRun サーバーを開始します。

新しい JRun サーバーの local.properties ファ イルのスケルト ンが作成されます。
local.properties ファ イルに明示されていない必須プロパティは、 global.properties
ファ イルから継承されます。 新しい JRun サーバーには、 既定の Web アプリ ケー
シ ョ ンは含まれていません。

6 新しい JRun サーバーを使用するには、 そのサーバーの Web アプリケーシ ョ ンを
作成する必要があ り ます。詳細については、 124ページの 「アプリケーシ ョ ンの作
成」 を参照してください。

JRun サーバーの削除サーバーの削除サーバーの削除サーバーの削除

JRun サーバーの削除は十分に注意して行って ください。 サーバーを削除する前に、
必ず、 該当するサーバーに入っている重要なファ イルやアプ リ ケーシ ョ ンをすべて
バッ クアップしてください。 JRun サーバーの削除によって、そのサーバーに関連する
JWS も削除されます。 このセクシ ョ ンでは、 JRun サーバーの削除方法について説明
します。 

メモメモメモメモ

admin JRun サーバーおよび default JRun サーバーは削除できません。

JRun サーバーを削除するにはサーバーを削除するにはサーバーを削除するにはサーバーを削除するには

1 次のコマンド  ラ インで、 削除する  JRun サーバーを停止します。

% jrun -stop サーバー名

2 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ]をク リ ッ ク します。

[JRun サーバーの管理 ] パネルが表示されます。 このパネルには、 現在の JRun
サーバ、 ステータス、 およびルート  ディ レク ト リが表示されます。
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3 削除する  JRun サーバーの隣にある  [remove] ボタンをク リ ッ ク します。 [remove]
ボタンが無効になっている場合は、その JRun サーバーが停止しているこ とを確認
してください。

サーバーの削除を確認するプロンプ トが表示されます。

4 [はい、 サーバーを削除します ] ボタンをク リ ッ ク します。

JRun は、そのサーバーおよびその JWS を削除します。そのサーバーのファイルは
削除されません。

Java Virtual Machine の設定の設定の設定の設定

Java Virtual Machine (JVM) は JRE と も呼ばれ、ソフ ト ウェアに実装された CPU です。
これには、 Java プラ ッ ト フォーム用に作成されたプログラムを実行する場合に必要な
すべての機能が含まれています。

各 JRun サーバーは、その JRun サーバーに対するすべてのサーブレッ ト 、 JSP、および
EJB を実行する  1 つの JVM と関連付けられています。このセクシ ョ ンの情報を使用し、
各 JRun サーバーについて JVM を設定します。

[Java の設定] パネルを使用してログ ファ イル出力の位置を設定できます。また、UNIX
システムでは、 jrun コマン ドの -console オプシ ョ ンを使用して、 コン ソールに
Java.System.err および java.System.out 出力を転送できます。詳細については、83ペー
ジの 「jrun コマンドの使用」 を参照してください。

JVM の一般設定を編集するにはの一般設定を編集するにはの一般設定を編集するにはの一般設定を編集するには

1 JMCの左側ペインで、[マシン名 ] > [JRun サーバー名 ] > [Java の設定] をク リ ッ ク
します。

[Java の設定] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

Java の設定の編集ウ ィンド ウが表示されます。
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3 次の表の説明に従ってフ ィールドを編集します。

4 [更新 ] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

5 JRun サーバーを再起動します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

Java 実行ファイル Java Virtual Machine へのパスを入力します。 JVM を変更する場
合は、 [Java 引数 ] フ ィールドで、 コマン ド ライン引数の変更が
必要になることがあります。

JVM をバージ ョ ン 1.1.8 から  1.2 以降にアップグレードする場
合は、 [Java 引数 ] フ ィールドから次の引数を削除する必要があ
ります。

-Djava.naming.factory.initial=allaire.jrun.ContextFact
ory

system.out 
ログ ファイル

JVM の system.out メ ッセージのログ先の絶対パス名を入力します。

system.err 
ログ ファイル

JVM の system.err メ ッセージのログ先の絶対パス名を入力します。

JRun コント ロール 
ポート

固有のポート番号を入力します。 このポートの既定値は JRun イ
ンス トール スクリプ トによって決まります。 JRun では、 ステー
タス情報とシャ ッ トダウン情報に、 このポートが使用されます。

Java クラスパス
(java.exe のみ )

クラスパスは、 クラスを見つけるために Java プロセスにより検
索されるディ レク ト リの一覧です。 クラスをこのパスに追加する

か、 JRun によって既定でクラスパスに追加されている 
JRun のルート  ディレク ト リ /classes ディ レク ト リにクラスを保
存します。

テキス ト  フ ィールドに、 Java クラスパスに追加するパスを入力
します。 この Java クラスパスは、 現在の JRun サーバー内にあ
るサーブレッ トによって使用されます。

詳細については、 『JRun によるアプリケーシ ョ ンの開発』 を参照
して く ださい。

 クラスパス JRun 自体が実行する必要のあるクラスおよび JAR フ ァ イルの
位置を入力します。 ディ レク ト リを入力すると、 そのディ レク ト

リ内のすべての JAR フ ァイルがそのクラスパスに含まれます。

Java 引数 JRun により  JVM が開始される場合に、 JRun から  JVM 実行可
能ファイルに渡されるコマン ド ライン引数をすべて入力します。

ライブラリ  パス ユーザのサーブレッ トで別のプログラ ミング言語 (C、 C++ など )
によるステート メン ト を使用する場合に、 Java ネイテ ィ ブ イン
ターフ ェイス (JNI) が入っているディ レク ト リを入力します。 複
数のディ レク ト リを指定する場合は、 セ ミ コロン (Windows の場
合 ) かコロン (UNIX の場合 ) で区切ります。
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Java コマンド ラインコマンド ラインコマンド ラインコマンド ライン オプシ ョ ンの使用オプシ ョ ンの使用オプシ ョ ンの使用オプシ ョ ンの使用

既定では、 Windows 用 JRun と  Solaris 用 JRun では JRE 1.2 を使用します。 エディ タ
を使用して Java Executable フ ィールドに別の JVM を指定する前に、 使用可能なコマ
ン ド ラ イン  オプシ ョ ンについて理解しておく必要があ り ます ( さ らに、 [Java 引数]
フ ィールドにコマンド ラ イン  オプシ ョ ンを追加するこ と もできます)。 一般的によ く
使用される  2 種類の JVM のコマンド ラ イン  オプシ ョ ンは次のとおりです。

Sun Microsystems JDK1.1.7b オプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ン

Sun Microsystems JDK1.1.7b

使用法 : java [-options] class

このオプシ ョ ンに入る値は次のとおりです。

-help             このメ ッセージを出力します。
-version          ビルド バージ ョ ンを出力します。
-v -verbose       verbose モードをオンにします。
-debug            リモート  JAVA デバッグを有効にします。
-noasyncgc        非同期ガーベッジ コレクシ ョ ンができないようにします。
-verbosegc        ガーベッジ コレクシ ョ ンが開始されると、メ ッセージを表示します。
-noclassgc        クラス ガーベッジ コレクシ ョ ンを無効にします。
-ss<number>       スレッ ドの最大ネイテ ィブ スタ ック サイズを設定します。
-oss<number>      スレッ ドの最大 Java スタ ッ ク サイズを設定します。
-ms<number>       Java ヒープ サイズの初期値を設定します。
-mx<number>       最大 Java ヒープ サイズを設定します。
-classpath <セ ミ コロンで区切られたディ レク ト リ >
クラスの検出先ディ レク ト リをリス ト します。

-prof[:<file>]    .\java.prof または .\<file> にプロファイル データを
出力します。

-verify           読み込み時にすべてのクラスを検証します。
-verifyremote     ネッ トワーク経由で読み込まれたクラスを検証します [default]。
-noverify         クラスを検証しません。
-nojit            JIT コンパイラを無効にします。

Sun Microsystems JDK1.2 (Java 2 プラ ッ ト フォーム)

使用法 : java [-options] class [args...]
(クラスを実行する場合)

または、 java -jar [-options] jarfile [args...]
(jar フ ァイルを実行する場合)

このオプシ ョ ンに入る値は次のとおりです。

-cp -classpath <; (セミ コロン ) で区切られたディ レクト リおよび zip/jar ファイル>
アプリケーシ ョ ン クラスやリソースを検索するパスを設定します。

-D<name>=<value>
システム プロパティ を設定します。

-verbose[:class|gc|jni]
verbose 出力を有効にします。

-version  製品バージ ョ ンを表示します。
-? -help  このヘルプ メ ッセージを表示します。
-X 非標準オプシ ョ ンに関するヘルプを表示します。
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Microsoft Command-Line Loader オプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ン

Microsoft (R) Command-line Loader for Java  Version 5.00.3155
Copyright (C) Microsoft Corp 1996-1999. All rights reserved.

使用法 : JView [options] <classname> [arguments]

オプシ ョ ン

/?                 コマンド形式を表示します。
/cp <classpath>    クラスパスを設定します。
/cp:p <path>       クラスパスの前にパスを追加します。
/cp:a <path>       クラスパスの後にパスを追加します。
/n <namespace>     実行場所となるネームスペースを指定します。
/p                 エラー発生時に、 処理を終了する前に一時停止します。
/v                 すべてのクラスを検証します。
/d:<name>=<value>  システム プロパティ を定義します。
/a                 AppletViewer を実行します。
/vst               verbose スタ ック ト レースを表示します (デバッグ クラスが

必要)。

クラス名 : 
実行される .CLASS ファイル

引数 : 
クラス フ ァイルに渡されるコマンド ライン引数

JWS でのでのでのでの SSL (Secure Socket Layer) の使用の使用の使用の使用

JRun では、 JRun Web サーバー (JWS) の強化のため、 Secure Socket Layer (SSL) プロ ト
コルをサポート しています。

メモメモメモメモ

JWS で SSL を有効にするには、Sun の JDK バージ ョ ン  1.2.2 以降を使用して ください。

多くの SSL 設定値は JRun の global.properties ファイルの設定値を使用していますが、
JMC には、各 JWS について、 SSL の作成、検証、およびテス ト用のインターフェイス
が用意されています。 このセクシ ョ ンでは、 JWS で SSL を有効にする方法について
説明します。
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JRun のののの SSL の制限の制限の制限の制限

JRun SSL 実装では、 JRun に接続されているかど うかにかかわらず、 外部 Web サー
バーで SSL を有効にするこ とはできません。SSL 実装は組み込み型の JWS にのみ適用
できます。 Web サーバーでの SSL の使用については、 Web サーバーのマニュアルを
参照してください。

JRun SSL 実装を使用する場合の重要な制限事項は次の 2 つです。

• JRun SSL 実装では、ブラウザと外部 Web サーバー間のソケッ トは保護されません。
多くの商用 Web サーバーでは、 この組み込みをサポート しています。

• JRun SSL 実装では、外部 Web サーバーと  JRun のコネクタ間のソケッ トは保護さ
れません。

JWS 用の用の用の用の SSL のセッ トアップのセッ トアップのセッ トアップのセッ トアップ

JWS 用に SSL をセッ ト アップするには、 い くつかの手順があ り ます。 こ こではその
手順について説明します。その後のセクショ ンでは、より 複雑なタスクについて詳しく
説明します。 手順の一部はオプシ ョ ンで、 認証局が発行した検証済みサーバー証明書
を使用するのか、 JRun によって作成および保持されている非認証証明書を使用する
のかによって、扱いが異なり ます。オプシ ョ ンの手順には、「(オプシ ョ ン )」と示します。

1 証明書署名要求と非認証サーバー証明書を作成します。

証明書署名要求 (CSR、Certificate Signing Request) および JMC を使用した非認証
サーバー証明書を作成します。 CSR はエンコード されたプレーン  テキス ト  ファ
イルで、 公開鍵、 組織名および所在地、 URL および主要な要求から構成されてい
ます。オプシ ョ ンで、CSR を認証局 (CA、 Certificate Authority) に提出するこ と も
でき ます。 CA からサーバー証明書が届いたら  JRun サーバーにインスト ールし
ます。JRun によって作成される非認証の証明書を使用すること もできます。これは、
既定で JRun サーバーにインス トールされてお り、 CA によ る検証が不要です。
JRun サーバーのキース ト アに、非承認の証明書が保存されます。 この証明書には
秘密鍵が含まれています。

98ページの 「CSR および非認証のサーバー証明書の作成」 を参照してください。

2 CSR を提出します (オプシ ョ ン )。

CA に CSR を提出します。このと き、 CSR の始まり と終わり を示す BEGIN 行および
END 行を加えてください。 JRun では、 SSL ウ ィザードの手順 1で CSR を作成し、
手順 3 で指定した場所に保存します。 サーバー証明書のサンプルを次に示します。

-----BEGIN CERTIFICATE----------END CERTIFICATE-----
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CSR を提出する場合は、 電子メール アドレスや連絡先などの追加登録情報につい
ても入力する必要があ り ます。国名や一般名称などの入力情報は、SSL ウ ィザード
で入力した情報と必ず一致させてください。

CA からは通常、電子メールの一部と して SSL サーバー 証明書が返されます。これ
は、 Secure Server ID、 サーバー ID、 または ト ラ イアル サーバー ID と呼ばれる
こ とがあ り ます。この手順を実行する場合は、手順 4 も実行して ください。手順 3
を実行する必要がある場合もあ り ます。

CA の例と し ては、 Verisign 社 (http://www.verisign.com) のも のがあり ます。
Verisign 社は無料で試用 Secure Server ID を提供しており、 これを使用して SSL
実装を試すことができます。試用の ID を継続的に使用する場合は、これを登録して
料金を払 う必要があ り ます。

作成した CSR を CA に提出していない場合に JWS に安全な リ ソースを要求すると、
ブラ ウザに次のダイアログ  ボッ ク スが表示されます。 こ のダイアログ  ボッ ク ス
では、 非認証のサーバー証明書を受け取る こ とができます。

CSR を  CA に提出している場合は、ブラウザで CA が確認され、それが信頼のおける
権限であれば、 ユーザに透過的に安全な接続が生成されます。

3 CA ルート を設定します (オプシ ョ ン )。

Secure Server ID (Verisign からの) やほかの試用サーバー証明書を使用している場
合は、Web ブラウザにテス ト  CA ルート をインス トールしなければならない場合が
あ り ます。 その手順については、 利用した CA に確認して ください。 この手順は、
CSR を  CA に提出した場合のみ必要になり ます。

4 サーバー証明書を認証します (オプシ ョ ン )。

CA の電子メールからサーバー証明書を抽出し、 JRun サーバーにインス トールし
ます。 この手順は、CSR を  CA に提出した場合にのみ必要になり ます。詳細につい
ては、 104ページの 「サーバー証明書の認証 (オプシ ョ ン )」 を参照して ください。

5 JRun サーバーを再起動します。

JRun サーバーにサーバー証明書を追加した後、SSL を有効にするために JRun サー
バーを再起動する必要があ り ます。
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6 サーバーをテス ト します。

Web ブラウザを開き、要求に HTTPS プロ ト コルを使用して安全な リ ソースを要求
します。

JMC では、一度新しい証明書が作成されて正しく インスト ールされると 、 [SSL 管理]
パネルで新しい証明書をテス トする リ ンクが作成されます。次の図に示すよ うに、
このリ ンクは [SSL 管理] パネルの [現在の証明書 ]の説明内にあ り ます。

7 保護されていないポート を無効にします (オプシ ョ ン )。

一度 JWS の SSL を設定してテス トする と、保護されていないポート を無効にして、
HTTPS ト ラフ ィ ッ クによって保護されているポート上のみで要求を行 う場合があ
り ます。 詳細については、 107ページの 「保護されていないポートの無効化 (オプ
シ ョ ン )」 を参照して ください。

テス ト  リンク
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CSR および非認証のサーバー証明書の作成および非認証のサーバー証明書の作成および非認証のサーバー証明書の作成および非認証のサーバー証明書の作成

CSR および非認証のサーバー証明書を作成するにはおよび非認証のサーバー証明書を作成するにはおよび非認証のサーバー証明書を作成するにはおよび非認証のサーバー証明書を作成するには

1 JMC の左側ペインで、[マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [SSL] をク リ ッ ク します。

[SSL 管理 ] パネルが表示されます。 現在のサーバーについて証明書がない場合、
このパネルには [SSL Create] オプシ ョ ンのみが表示されます。

2 [SSL Create] をク リ ッ ク して、新しい CSR や非認証のサーバー証明書を作成します。

[SSL ウ ィザード ] の手順 1 が表示されます。
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3 次の表の説明に従ってフ ィールドを編集します。 

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

名前 サーバーの一般名を入力し ます。JRun では装置名が既定値と な
り ます。 インターネッ ト に接続している場合は、 DNS 名を使用
します。 たとえば、 www.servername.com などを使用します。
一般名を入力する場合は、 次のことに注意してく ださい。

• 一般名は、多く の場合、 ホスト 名とド メ イン名から構成します
(www.domain.com や domain.com など )。

• 一般名は安全なリ ソースにアクセスする場合にユーザが要求
する  Web アド レスと同じものにする必要があります。

• 一般名はそのホスト 名に固有のものになり ます。 たと えば、
www.domain.com のサーバー証明書を取得し た場合に、 この
サーバー証明書を使用し て  secure.domain.com の安全な要求
を行う とエラーになります。

• 複数の CSR を作成して、1 つのド メ イン内の複数のホスト に対
する複数の Secure ID を要求すること もあり ます。 JRun サー
バーは 1 つの証明書をサポート するため、複数の安全なホスト
をサポート するには、 複数の JRun サーバーが必要です。

• 安全なサーバーをローカル ネッ ト ワーク上で使用する場合、一
般名は 1 単語またはサーバー名 (maximus など ) にすることが
できます。

ビ ッ ト率 ドロップ ダウン リス トからビッ ト率を選択します。 ビ ッ ト率が
高いほど、暗号は強化されます。 ただし、 ビッ ト率を高くするほ

ど転送の暗号解除に必要な計算が増え、パフォーマンスが低下し

ます。

キーストア 
パスワード

キース トアのパスワードを入力します。パスワードは 6 文字以上
にする必要があり、 大文字と小文字を区別します。

キーストア 
パスワードの確認

キース トアのパスワードを再入力します。
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4 [進む ] をク リ ッ ク します。

[SSL ウ ィザード ] の手順 2 が表示されます。

5 次の表の説明に従ってフ ィールドを編集します。

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

組織名 会社名を入力します。 たとえば、 「Allaire」 と入力します。

組織内の部署 会社の課名または部門名を入力します。 たとえば、 「QA」 と入力し
ます。

市町村名 会社の住所の市町村名を入力します。 たとえば、 「Newton」 と入力
します。

都道府県名 会社の住所の都道府県名を入力します。アメ リカ合衆国の場合は州

の完全な名前を入力して く ださい (たとえば、 「MA」 ではな く
「Massachusetts」 と入力します。

国名 /地域名 ドロップ ダウン リス トから会社の住所の国名を選択します。 既定
値は 「アメ リカ合衆国」 です。
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6 [進む ] をク リ ッ ク します。

[SSL ウ ィザード ] の手順 3 が表示されます。

7 次の表の説明に従ってフ ィールドを編集します。

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

SSL ポート SSL ト ラフ ィ ッ クで使用するポート番号を入力します。 既定値は
443 です。 root レベルのアクセスがないシステムの場合は、 1024
よりも大きいポート を選択しなければなりません。この場合、JRun
の既定値は 1443 になります。Web サーバーなどほかのプロセスが
ポー ト  443 を使用している場合は、 1443 が使用されます。 この
ポートが使用中または使用不能である場合は、 2443 などが使用さ
れます。

フ ァイル名 ファイルへのパスと  CSR の名前を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク
して場所を選択します。 その場所に CSR が保存されます。
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8 [進む ] をク リ ッ ク します。

JRun では、 指定した場所に CSR が作成され、 [SSL ウ ィザード ] の手順 4 にこの
場所が表示されます。
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9 表示内容が正しいこ とを確認し、 [完了 ] をク リ ッ ク します。

[SSL 管理 ] パネルが表示されます。2 つの新しいリ ンクの下に現在の証明書の詳細
が表示されます。JWS では JRun サーバーあたり  1 つの証明書のみをサポート して
いるため、 既存の証明書を削除しないと、 新しい証明書を作成できません。

非認証の証明書 (秘密鍵が含まれている ) が作成され、キース ト アに保存されます。
証明書の作成に使用したパスワードを使用した場合にのみ、キース ト ア内の証明書
にアク セスできます。 こ のパスワード は [SSL ウ ィ ザード ] の手順 1 で入力し ま
した。

JRun で、 設定されたキース ト アに証明書を保存する手順は次のとおりです。
キース ト アにはサーバー証明書が保存され、 そのセキュ リ テ ィが維持されます。
各 JRun サーバーには独自のキースト アがあり 、 JRun サーバーは証明書を  1 つ
ずつサポート しています。

10 CA に CSR を提出する場合は、 95ページの 「CSR を提出します (オプシ ョ ン )。」 の
手順 2に戻り ます。それ以外の場合で、 JRun によって作成される非認証の証明書を
使用するには、 96ページの 「JRun サーバーを再起動します。」 の手順 5から開始
してください。
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サーバー証明書の認証サーバー証明書の認証サーバー証明書の認証サーバー証明書の認証 (オプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ン )

一度 JMC で CSR を作成して  CA に提出し、 CA から検証済みのサーバー証明書が返され
たら、 これを JRun サーバーにインス トールするか、または認証する必要があ り ます。 

メモメモメモメモ

CSR を  CA に提出していないのに検証済みのサーバー証明書を受領した場合は、 この
手順を実行しないでください。 JRun によって作成された非認証の証明書を使用する
場合、 この証明書はすでに JRun サーバーにインス トールされ、 JRun サーバーのキー
ス ト アに保存されています。 

JRun サーバーにサーバー証明書をインストールするにはサーバーにサーバー証明書をインストールするにはサーバーにサーバー証明書をインストールするにはサーバーにサーバー証明書をインストールするには

1 JMC の左側ペインで、[マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [SSL] をク リ ッ ク します。

[SSL 管理 ] パネルが次のよ うに表示されます。 
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2 [SSL Certify] リ ンクを選択します。

[SSL 証明書の認証 ] パネルが次のよ うに表示されます。

3 [ス ト ア パスワード ] フ ィールドにキース ト ア パスワードを入力します。

4 テキス ト  エディ タでサーバー証明書を開きます。 これは CA から送信されたもの
です。

5 BEGIN 行と  END 行を含めた、 サーバー証明書のテキス ト全体をコピーします。
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6 証明書の内容を  [証明書 ] フ ィールドに貼り付けます。

パネルは次の例のよ うに表示されます。

7 [挿入 ] をク リ ッ ク します。

非認証の JRun によって作成されたサーバー証明書が、キース ト ア内の検証済みの
サーバー証明書に置き換えられ、 [SSL 管理 ] パネルに戻り ます。

8 96ページの 「CA ルート を設定します (オプシ ョ ン )。」 の手順 3に戻り ます。 　

既存の証明書の削除既存の証明書の削除既存の証明書の削除既存の証明書の削除

1 つの JWS でサポートする証明書は 1 つだけです。 新しい CSR や非認証のサーバー
証明書を作成する場合は、 既存のサーバー証明書を削除する必要があ り ます。 これを
実行するには、 このセクシ ョ ンの手順を実行してください。

既存のサーバー証明書を削除するには既存のサーバー証明書を削除するには既存のサーバー証明書を削除するには既存のサーバー証明書を削除するには

1 JMC の左側ペインで、[マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [SSL] をク リ ッ ク します。

[SSL 管理 ] パネルが表示されます。 

2 [SSL Delete] リ ンクを選択します。 この段階で作成済みのサーバー証明書がない
場合、 使用可能な リ ンクは [SSL Create] のみになり ます。
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[SSL 証明書の削除 ] パネルが次のよ うに表示されます。

3 [ス ト ア  パスワード ] フィ ールド にキースト アのパスワード を入力し 、 [delete]
をク リ ッ ク します。

キース ト アから証明書が削除され、 [SSL 管理] パネルに戻り ます。 これで、新しい
CSR や非認証のサーバー証明書を作成できます。

保護されていないポートの無効化保護されていないポートの無効化保護されていないポートの無効化保護されていないポートの無効化 (オプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ン )

JWS で JWS に対する  SSL を有効にする と、ほかのポートへのアクセスをブロ ッ クする
こ と によって保護されているポート 上のト ラ フィ ッ クだけを許可するこ と があり ま
す。 既定では、 [JRun Web サーバー ] パネルの [Web サーバー ポート ] フ ィールドに
指定したポー ト を介して通常の HTTP 要求が許可されます。 これは local.propeties
ファ イルに web.endpoint.main.port プロパティ と して保存されます。たとえば、ポー
ト  8100 は default JRun サーバーの既定値です。

このセクショ ンでは、保護されていないポート を閉じて、 SSL が有効なポート からのみ
JWS の要求を受け入れる方法について説明します。

保護されていないポート を無効にするには保護されていないポート を無効にするには保護されていないポート を無効にするには保護されていないポート を無効にするには

1 テキス ト  エディ タでその JRun サーバーの local.properties ファ イルを開きます。
このファイルは、JRun のルート  ディレク ト リ /servers/サーバー名/local.properties
に存在しています。

2 次の行をコ メ ン ト化します (ポート番号は JRun サーバーの設定によって異な り
ます )。

web.endpoint.main.port=8100

たとえば、 次のよ うにコ メン ト化します。

#web.endpoint.main.port=8100

3 local.properties プロパティ  ファ イルを保存して、 閉じます。

4 JRun サーバーを再起動します。



108 第 3 章 JRun 管理コンソール
JRun サーバーサーバーサーバーサーバー イベン トイベン トイベン トイベン ト  ログの設定ログの設定ログの設定ログの設定

JRun のログ記録メカニズムを使用する と、それぞれの JRun サーバーのログ ファ イル
の内容を制御できます。 ログを記録しておく と、Web サーバーのト ラブルシューティ
ングやロード  バランスに便利です。 このセクシ ョ ンでは、 JMC を使用して JRun サー
バーに関するイベン ト  ログを設定する方法について説明します。

また、 UNIX システムでは、 jrun コマンドの -console オプシ ョ ンを使用して、 コン
ソールに Java.System.err および java.System.out 出力を転送できます。詳細について
は、 83ページの 「jrun コマンドの使用」 を参照して ください。

JVM のイベン ト  ログの設定については、 91ページの 「Java Virtual Machine の設定」
を参照して ください。 JRun アプ リ ケーシ ョ ンのイベン ト  ログの設定については、
141ページの 「JRun アプリケーシ ョ ン  イベン ト  ログの構成」 を参照して ください。

JRun ログ記録メカニズムの使用に関するその他の情報については、『JRun によるアプ
リ ケーシ ョ ンの開発』 を参照してください。

JRun サーバーのログ設定を編集するにはサーバーのログ設定を編集するにはサーバーのログ設定を編集するにはサーバーのログ設定を編集するには

1 JMC の左側ペインで、[マシン名 ] > [JRun サーバー名 ] > [ログ ファイルの設定] を
選択します。

[ログ ファ イルの設定 ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。

ログ ファ イルの設定の編集ウ ィンド ウが表示されます。
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3 次の表の説明に従って、 右側ペインにプロパティを入力します。

4 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 JRun サーバーを再起動します。

JDBC データデータデータデータ  ソースの設定ソースの設定ソースの設定ソースの設定

JMC を使用して、 JDBC 準拠のデータ  ソースの追加、 削除、 およびテス ト を実行でき
ます。データ  ソースの設定にこのインターフェイスを使用するこ とで、サーブレッ ト
で同じ設定をハード コード化する必要がなくなり ます。 また、 複雑なド ライバおよび

URL を指定する  JDBC ウ ィザード も用意されています。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

• 「新しい JDBC データ  ソースの追加」 110ページ

• 「JDBC データ  ソースの編集」 111ページ

• 「よ くある問題とその解決方法」 113ページ

JMC にセッ ト アップされているデータ  ソースにアクセスする例については、『JRun に
よるアプリ ケーシ ョ ンの開発』 を参照してください。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

ログ レベル ログ ファ イルに追加するログ記録レベルをそれぞれ選択します。
既定では Info、 Error、および Warning が設定されています。ほか
にも  debug と  metrics のオプショ ンがあります。

イベン ト  ログ ログ ファイルのパスと名前を設定します。 既定値は 
{jrun.rootdir}/logs/{jrun.server.name}-event.log です。

system.out 
ログ ファイル

JRun サーバーの system.out メ ッセージのログ先の絶対パス名
を入力します。

system.err 
ログ ファイル

JRun サーバーの system.err メ ッセージのログ先の絶対パス名
を入力します。
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新しい新しい新しい新しい JDBC データデータデータデータ  ソースの追加ソースの追加ソースの追加ソースの追加

JDBC ウ ィザードを使用して、Web アプリケーシ ョ ン用のデータ  ソースを追加します。

新しい新しい新しい新しい JDBC データデータデータデータ  ソースを追加するにはソースを追加するにはソースを追加するにはソースを追加するには

1 JMC の左側ペインで、[マシン名] > [JRun サーバー名 ] > [JDBC データ  ソース ] を
ク リ ッ ク します。

[JDBC データ  ソース ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク します。 

右側ペインに JDBC ウ ィザードの手順 1 が表示されます。



JDBC データ  ソースの設定 111
3 ド ロ ップダウン  リ ス トから  RDBMS サーバー名または [ リ ス ト なし ] を選択しま
す。表示されるウ ィザードのフ ィールドは、選択したデータベース  サーバーによっ
て異なり ます。 データベース名と説明 (オプシ ョ ン ) を入力します。 

JRun の Developer 版、 Advanced 版、 または Enterprise 版のラ イセンスを所有
している場合は、 次のパネルで  JRun JDBC ド ラ イバか、 またはベンダから供給
されたド ラ イバのどちらを使用するか選択できます。

JRun JDBC ド ライバによってサポート されているデータベースの一覧については、
xvページの 「JRun JDBC ド ラ イバのデータベース必要条件」 を参照して ください。
JRun JDBC ド ライバの使用方法については、『JRun JDBC Drivers User's Guide and
Reference』 を参照して ください。

4 [進む ] をク リ ッ ク します。

5 次のパネルで JDBC ウィ ザード に必要な構成情報を指定し、[進む] ボタンをク リ ッ ク
して次の手順に進みます。 JDBC ウ ィザードの各ページについて、 この手順を繰り
返します。 手順の内容は、 インス トールしたド ライバによって異なり ます。

6 終了したら、 [完了 ] ボタンをク リ ッ ク します。

7 JRun JDBC ド ライバを除くすべてのド ライバについて、選択した JRun サーバーの
クラスパスと  admin JRun サーバーのクラスパスの両方に、データベース  ド ライバ
の JAR ファ イルを追加します。

admin JRun サーバーのク ラ スパスに JAR フ ァ イルを追加しない場合、 [JDBC
データ  ソース ] パネルの [test] ボタンは機能しませんが、 ド ラ イバは正常に機能
します。 JRun サーバーのクラスパスの編集の詳細については、 91ページの 「Java
Virtual Machine の設定」 を参照して ください。

8 JRun サーバーを再起動します。

9 [test] ボタンをク リ ッ ク して、データ  ソースの接続をテス ト します。エラーが発生
する場合は、 113ページの 「よ く ある問題とその解決方法」 を参照してく ださい。

JDBC データデータデータデータ  ソースの編集ソースの編集ソースの編集ソースの編集

このセクシ ョ ンの手順に従って、既存の JDBC データ  ソースを編集したり、JDBC ウ ィ
ザードを使用して設定した内容を変更できます。

JDBC データデータデータデータ  ソースを編集するにはソースを編集するにはソースを編集するにはソースを編集するには

1 JMC の左側ペインで、[マシン名 ] > [JRun サーバー名 ] > [JDBC データ  ソース ] を
ク リ ッ ク します。

[JDBC データ  ソース ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 JDBC データ  ソースの名前をク リ ッ クするか、名前の隣にある編集

アイコン   をク リ ッ ク します。

JDBC データ  ソースの編集ウ ィンド ウが開きます。
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3 次の表の説明に従ってフ ィールドを編集します。

4 JDBC データ  ソースを削除するには、[削除] チェッ ク  ボッ クスをク リ ッ ク します。

5 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

6 JRun サーバーを再起動します。

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

名前 JDBC データ  ソース名を入力します。 この名前は、データベー
スへの接続を確立するときに、サーブレッ トのコードで使用さ

れます。 このフ ィールドは必須です。

表示名 JDBC データ  ソースの表示名を入力します。 

ド ライバ JDBC ド ライバのクラス名を入力します。 たとえば、
「sun.jdbc.odbc.JdbcOdbcDriver」 と入力します。 このフ ィール
ドは必須です。

URL データ  ソースを示す URL を入力します。 たとえば、
「jdbc:odbc:fred」 のよう に指定します。 ここで、 fred にはセッ ト
アップしたデータソース名が入ります。このフ ィールドは必須

です。

説明 この JDBC データ  ソースの説明を入力します。 この説明は、
JRun JMC でのみ有効です。

プール [プール ] チェ ッ ク  ボッ クスをオンにして、JDBC データ  ソース
の接続プールを使用できるようにします。パフォーマンスを上

げるために、 このオプシ ョ ンはぜひ使用して く ださい。

タイムアウト  (分 ) アクティ ブでない状態が継続しているデータ  ソース接続を閉
じるまでの継続時間を分単位で入力します。既定値は 5 分です。

間隔 (秒 ) 有効期間が終了した場合にデータ  ソース接続を閉じるまでの
待機時間を秒単位で入力します。 既定値は 60 秒です。

ユーザ名 データベースで認証が必要な場合に、 ユーザ名を入力します。

パスワード データベースで認証が必要な場合に、ユーザ名に対応するパス

ワードを入力します。

ベンダ引数 ベンダ固有の引数に対する名前と値の組を入力し ます。 たと

えば、 データベース ベンダの中には接続プール パラ メータを
設定する引数を渡せるものもあります。 
入力の形式は name=value です。
詳細については、 データベース  ベンダのマニュアルを参照して
く ださい。
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よ くある問題とその解決方法よ くある問題とその解決方法よ くある問題とその解決方法よ くある問題とその解決方法

新しいデータ  ソースをテス ト したと きにエラーが発生する場合は、 JRun/logs ディ レ
ク ト リの JRun サーバー名-out.log ファ イルを表示してください。このセクシ ョ ンでは、
この log ファ イルで発生する可能性のある一般的なエラーについて説明します。

No suitable driver
「SQLException: No suitable driver」

ド ライバが見つからないか、 またはド ライバのク ラスパスに誤りがあ り ます。 ク ラス
パスが正しい JAR ファ イルを指しており、 その JAR ファ イルが存在するこ と を確認
します。

Access denied
「SQLException: Invalid authorization specification:Access denied for 

user: 'nobody@' (Using password:YES)」

データベースに渡すユーザ名およびパスワード か、 またはデータベース自体の優先
設定のいずれかに関する問題です。 データベースのマニュアルを確認して ください。
また、サーブレッ トからのデータ  ソースをテス ト している場合、サーブレッ ト  コード
を確認して、 データベースに正しい名前とパスワードが渡されているかど うかを確認
します。

Naming Exception: datasource not found

作成した新しいデータ  ソースが JRun サーバーによって認識されません。 JMC に表示
される場合もあ り ますが、 サーバーを再起動しないとサーブレ ッ ト  コンテキス ト に
よって認識されません。

JRun サーバーを再起動します。

% jrun -restart default
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Web サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定

JRun では、 JRun ごとに JRun Web サーバー (JWS) のインスタンスを作成し、それらを
JRun 接続モジュール (JCM) にリ ンク します。これは、インス トール時に、admin サー
バーの JWS インスタンス と  default サーバーの JWS インスタンスの 2 つが実行されて
いるこ とを表します。

新しい JRun サーバーを追加する と、 JWS インスタンスがも う  1 つ作成されるので、
この新規サーバー上で要求への対応をすぐに開始できます。 ただし、 ほとんどの開発
環境においては、 ニーズを満たすために外部 Web サーバーが必要になるため、 JRun
ではそれらの外部 Web サーバーとの接続を制御します。 この接続は、 JRun コネク タ
ウ ィザードを使用して作成できます。

メモメモメモメモ

admin JRun サーバーの接続の設定を変更するこ とによ り、 JRun 管理コンソールへの
アク セス方法を変更できます。 変更内容については、 必要に応じて後で元に戻せる
よ うに、 すべて記録しておきます。

次のセクシ ョ ンでは、 各 JRun サーバーとその JWS、 または外部 Web サーバーの間の
接続を設定する方法について説明します。

並行処理の概要並行処理の概要並行処理の概要並行処理の概要

JRun と  JWS または外部 Web サーバーの間の接続を設定するこ とによ り、並行処理の
設定が最適化されます。 並行処理では、 HTTP 要求をプールして分配する方式を定義
します。

忘れてならないのは、 「同時要求」 と 「同時ユーザ」 は、 それぞれ異なる概念である と
い う こ とです。 2000 個の同時要求をサポートする必要がある場合、 本当は 2000 人の
同時ユーザがいる状態を考えているのであって、 この状態で一度に作成される要求は

100 個だけかもしれません。 JRun は、 各要求にスレッ ドを  1 つ割り当てます。

非常にボ リ ュームの大きいインターネッ ト  サイ ト を実行していない限り、通常は既定
の並行処理の設定を変更しないでく ださ い。 JRun には、Web サーバーへの接続に関
する並行処理の設定値が 4 つあり ます。 それは次の設定値です。

• アイ ドル スレッ ドのタイムアウ ト

• スレッ ドの最小数

• 最大アクティブ要求

• 最大同時要求

Web サイト で頻繁にト ラフィ ッ クの負荷が急増するよ う な環境では、最小スレッ ド 数を
多めに設定すれば、Web サイ トの ト ラフ ィ ッ クの負荷が急増しても一連のスレッ ドを
作成する必要があり ません。 あるいは、 最小スレッ ド 数を、 同時要求について予想
される安定した負荷状態にも設定できます。たとえば、常時、 200 個の同時要求がある
場合は、 最小スレッ ド数を  200 に設定する必要があ り ます。
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たとえば、Web サーバーの平均応答時間が RMI-CORBA データベース とい う  3 段階の
ト ランザクシ ョ ンが原因で遅れるのであれば、 新しい要求を拒否せずにスループッ ト
を維持するために、 よ り 多く の要求を受け入れるよ う にキューを大き く する必要が
あ り ます。 この場合は、 最大同時要求数を予想される要求数よ り大きな値にします。
最大同時要求数の設定値は、 リ ソースの安全弁の役割を果たします。

メモメモメモメモ

JRun の既定の並行処理設定値を変更する前に、ト ラフ ィ ッ クのパターンを実際に観察
できるこ とを確認します。 不用意に設定値を変更する と、 リ ソースを浪費する場合が
あ り ます。

並行処理の設定値は、Web サーバーの編集ウ ィンド ウで編集します。JWS や外部 Web
サーバーの並行処理設定値の編集については、 それぞれ117ページの 「JWS の設定」
および119ページの 「外部 Web サーバーの設定」 を参照してください。

JRun コネクタコネクタコネクタコネクタ  ウィザードの使用ウィザードの使用ウィザードの使用ウィザードの使用

JRun コネクタ  ウ ィザードを使用する と、Web サーバーと  JRun サーバーの間にリ ンク
を設定できます。 この接続は、 JRun 接続モジュール (JCM) の形式になり ます。 JRun の
標準インス トールには、 default JRun サーバーを JWS に接続する  JCM が 1 つ含まれて
います。 JRun サーバーに接続できる  Web サーバーの数に制限はあ り ません。

メモメモメモメモ

多くの場合、 外部 Web サーバーは default JRun サーバーに接続します。 admin JRun
サーバーは固有の  Web サーバーを持ち、 JRun イ ンス ト ールの管理にのみ使用され
ます。 default サーバーには、 サーブレッ ト 、 JSP、 および Web アプ リ ケーシ ョ ンの
公開が可能です。 default サーバーで JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを実行します。

このセクシ ョ ンでは、 JRun コネク タ  ウ ィザードの一般的な使用手順について説明し
ます。 JRun サーバーを特定の Web サーバーに接続する方法については、 第 2 章の
次のセクシ ョ ンを参照して ください。

• 「Apache の接続」 31ページ

• 「IIS 3.0/PWS の接続」 36ページ

• 「IIS 4.0/5.0 の接続」 39ページ

• 「Netscape/iPlanet への接続」 47ページ

• 「WebSite Pro への接続」 54ページ

• 「Zeus Web サーバーの接続」 63ページ
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JRun コネクタコネクタコネクタコネクタ  ウィザードを使用するにはウィザードを使用するにはウィザードを使用するにはウィザードを使用するには

1 JRun に接続する  Web サーバーを停止します。

2 アクセス  バーで [コネク タ  ウ ィザード ] リ ンクをク リ ッ ク します。

右側ペインに JRun コネク タ  ウ ィザードが表示されます。

3 各手順で適切な情報を入力してから、 [次へ ] をク リ ッ ク します。間違った場合は、
[戻る ] をク リ ッ ク します。

終了する と、 JRun は、 コネク タ  ウイザード との接続が正常に設定されたこ とを
通知します。

4 Web サーバーを開始します。

5 JRun サーバーを再起動します。

6 Web サーバーで SnoopServlet を要求して、 接続をテス ト します。

http://localhost:80/demo/index.html

デモ アプリ ケーシ ョ ンが実行される場合、JRun と  外部 Web サーバーの接続は正常に
設定されています。 デモ アプ リ ケーシ ョ ンが正常に実行されない場合は、 66ページ
の 「コネク タの ト ラブルシューティング」 を参照してください。
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JWS の設定の設定の設定の設定

インス トール処理時に、 JRun によって 2 種類の JRun Web サーバー (JWS) がセッ ト
アップされます。 admin JRun サーバーにあらかじめ接続された Web サーバーを使用
して JMC 自体にアクセスする必要があるので、少なく と も最初の うちは、JWS のイン
スタンスが 1 つ必要です。 また、 JRun によ り  JWS の 2 番目のインスタンスがインス
トールされ、 default JRun サーバーに接続されます。

JWS はメモリ使用量の少ない Java Web サーバーです。 JWS は実際の運用環境での使用
には適していません。

こ こでは、 JWS の JRun 接続モジュールの設定方法について説明します。使用している
JRun サーバーが外部 Web サーバーと接続されている場合は、119ページの「外部 Web
サーバーの設定」を参照して、JCM のエンドポイン ト  プロパティを設定して ください。

JWS のエンドポイン トのエンドポイン トのエンドポイン トのエンドポイン ト  プロパテ ィ を編集するにはプロパテ ィ を編集するにはプロパテ ィ を編集するにはプロパテ ィ を編集するには 

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ] > [JRun サーバー名 ] > [JRun Webサーバー ] を
ク リ ッ ク します。

[JRun Web サーバー ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。

JRun Web サーバーの編集ウ ィンド ウが表示されます。 
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3 次の表の説明に従ってフ ィールドを編集します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

Web サーバー 
アドレス

JWS 上で、HTTP クライアント からの接続を受信しているソケッ ト
の IP アド レスを入力します。
サーバーが複数の IP アド レスを持っている場合は (マルチホーム)、
JRun サーバーが JWS 上でバインド する相手側 IP アド レスの一覧
を入力します。

既定値は * で、この JWS はサーバー IP アド レスすべてにバインド
されます。

クライアン ト  
IP フ ィルタ

JWS が応答する IP アド レスの一覧を入力します。 ここで指定さ
れていない IP アドレスからの要求はすべて無視されます。
既定値は * で、 JWS はすべての IP アド レスからの要求に応答し
ます。

Web サーバー 
ポート

TCP ポー ト番号を入力します。 この JWS では、 このポー ト で
HTTP 要求が受信されます。
admin JRun サーバーの JWS の既定値は 8000 です。default JRun
サーバーの JWS の既定値は 8100 です。

アイドル スレッ ド
のタイムアウト

JRun によりスレ ッ ドが破棄されるまでのアイ ドル状態の待機時
間を秒単位で指定します。 このパラ メータには、 JWS がビジー状
態になってから何秒後に静止状態に戻るのかを指定します。 ス

レッ ドが破棄されるたびに、少量のシステム リソースが解放され
ます。

JRun では、 同時発生する要求を処理するために、 Java スレッ ド
メカニズムを使用します。JRun では要求に対して個別に新しいス
レッ ドを作成する代わりに、新しい要求に使用できるハンド ラ  ス
レ ッ ドのプールが維持されます。 このスレ ッ ド  プールは、 Web
サーバーに対してさまざまな要求が行われるたびに、 サイズが変

わります。最適な状況では、 ト ラフ ィ ッ ク負荷と  Web サーバーの
能力の間でプール パラ メータのバランスがとれています。
既定値は 300 秒です。

スレッ ドの

最小数 
スター ト  アップ時に初期プールで作成されるスレ ッ ド数を入力
します。 システムの稼動に従ってスレッ ドが作成されたり破棄さ

れますが、 ここで指定された最小値よりもプール サイズが小さ く
なることはありません。

既定値は 1 です。

アクティ ブ要求の

最大数

この JWS が同時に処理できるアクテ ィ ブ要求の最大数を入力し
ます。 この限度を超えた要求は (同時要求の最大数まで )、 スレ ッ
ドがそれらの要求を処理できるまで遅延します。

このパラ メータは、 JWS 上の同時発生数を制限するための JRun
の主要なメカニズムです。 既定値は 100 です。
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4 [更新 ] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

5 JRun サーバーを再起動します。

外部外部外部外部 Web サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定

JRun には JWS が含まれていますが、開発環境においては、 JRun サーバーを外部 Web
サーバーと接続する必要がある場合もあ り ます。 外部 Web サーバーとの接続につい
ては、 115ページの 「JRun コネク タ  ウ ィザードの使用」 に説明があり ますが、最終的
には JRun サーバーと外部 Web サーバー間の接続は、 JRun 接続モジュール (JCM) に
よって管理されます。

JRun サーバー (default サーバーなど ) は 1 つのモジュールに接続されます。接続できる
Web サーバーの数に制限はあ り ません。 接続が確立されたら、 このセクシ ョ ンでの
説明に従って JCM を調整します。

メモメモメモメモ

外部 Web サーバーの一部の設定の変更は、 JRun に組み込まれている  JWS では可能
ですが、 JMC からは変更できません。 Web サーバーの文書を参照して ください。

同時要求の

最大数

JWS が処理するか、あるいは処理のためにキューに入れる同時要
求の最大個数を入力します。 この最大数を超える要求はすべて破

棄されます。

既定値は 1000 です。

JRun Web Server この JWS を使用する場合は、 このチェ ッ ク  ボッ クスをオンにし
ます。 この JWS を使用しない場合は、 チェ ッ ク  ボッ クスをオフ
にします。 
JRun サーバーを  1 つ追加すると、 JWS インスタンスが 1 つ作成
され、 この JRun サーバーに接続されることに注意して く ださい。
リ ソースへの影響が最小である間は、 JRun コネク タ  ウイザード
を使用して JRun サーバーが外部 Web サーバーに正し く接続さ
れている場合に、 当該 JWS をオフにできます。
admin JRun サーバーの JMC アプリケーシ ョ ンの場合は、JWS を
オフにしないで く ださい。

プロパテ ィプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明



120 第 3 章 JRun 管理コンソール
外部外部外部外部 Web サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの JCM を設定するにはを設定するにはを設定するにはを設定するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ] > [JRun サーバー名 ] > [外部 Webサーバー ] を
ク リ ッ ク します。 

メモメモメモメモ

外部 Web サーバーに JRun サーバーを接続する際にコネク タ  ウ ィザードが実行
されていないと、 コネク タ  ウ ィザードを実行するよ うに要求されます。

[外部 Web サーバー ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

外部 Web サーバーの編集ウ ィンド ウが表示されます。

3 次の表の説明に従ってフ ィールドを編集します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

外部 Web サーバー 
アドレス

IP アド レスを入力します (複数の場合はカンマで区切ります )。
この JCM は、 このアドレス一覧からの要求のみを JCM に渡
します。

既定値は * です。 これにより、 この JCM はすべての IP アド
レスからの要求を受け入れます。

受信アドレス 外部 Web サーバーからの接続を受信するソケッ トの IP アド
レスを入力します。使用しているサーバーに複数の IP アド レス
がある場合 (マルチホーミング ) には、 この機能が便利です。
既定値は * です。これにより、JRun はすべてのサーバー IP ア
ドレスにバインド します。
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4 [更新 ] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

5 JRun サーバーを再起動します。

受信ポート 外部 Web サーバーからの接続を受信するためにこの JCM が
使用する固有のポート番号を入力します。

このポート と、外部 Web サーバーの HTTP ポート を混同しな
いで く ださい。

アイ ドル スレッ ドの
タイムアウト

JRun によりスレッ ドが破棄される前に、待機する時間を秒単
位で指定します。このパラ メータでは、Web サーバーがビジー
状態になってから何秒後に静止状態に戻るのかを指定し ます。

スレッ ド が破棄されるたびに、少量のシステム リ ソースが解放
されます。

JRun では、同時発生する要求を処理するために、Java スレッ ド
メカニズムを使用します。JRun では要求に対して個別に新しい
スレ ッ ド を作成する代わりに、 新しい要求に使用できるハン

ド ラ  スレッ ド のプールが維持されます。このスレッ ド  プールは、
Web サーバーに対してさまざまな要求が行われるたびに、 サ
イズが変わります。最適な状況では、ト ラフ ィ ッ ク負荷と  Web
サーバーの能力の間でプール パラ メータのバランスがとれて
います。

既定値は 300 秒です。

スレッ ドの最小数 起動時に初期プールで作成されるハンドラ  スレッ ドの数を指定
します。 システムの稼動に従って、 スレ ッ ドが作成されたり

破棄されますが、ここで指定された最小値よりもプール サイズ
が小さ くなることはありません。

既定値は 1 です。

アクテ ィ ブ要求の

最大数

JRun で同時に処理できる要求の最大数を指定します。ハンドラ
スレ ッ ドで対応できるよ うになるまで、 この制限を超える要

求はすべて遅延します。 このパラ メータは、 外部 Web サー
バー上の同時発生数を制限するための JRun の主要メカニズム
です。

既定値は 100 です。

同時要求の最大数 Web サーバーで処理できる最大要求数を入力します。 この最
大数を超える要求はすべて破棄されます。

既定値は 1000 です。

接続モジュール この JCM を使用する場合は、このチェ ッ ク  ボッ クスをオンに
します。 この JCM を使用しない場合は、チェ ッ ク  ボッ クスを
オフにします。 接続モジュールをオフにすると、 JRun と外部
Web サーバーとの接続が切断されます。 そのため、 ユーザが
JSP ページまたはサーブレ ッ ト にアクセスしよ う とすると、
エラーが発生します。

プロパテ ィプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明
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Web アプリケーシ ョ ンの構成アプリケーシ ョ ンの構成アプリケーシ ョ ンの構成アプリケーシ ョ ンの構成

Web アプリ ケーシ ョ ンには、 サーブレッ ト、 JSP、 静的な HTML ファ イル、 画像など
から構成されているものがあ り ます。 これらのリ ソースは、 サーブレッ トに対応した
任意の Web サーバーに公開できるよ うに、 あらかじめ定義されているディ レク ト リ
構造に従って配置します。

JMC によって JRun の実装にアプ リ ケーシ ョ ンを追加する方法は 2 種類あ り ます。
JMC の使用によ り、 次のこ とが実行できます。

• 公開オプシ ョ ンによる、 既存の Web アプリ ケーシ ョ ンの Web アプリケーシ ョ ン
アーカイブ (WAR) ファ イルの作成および公開

• 作成オプシ ョ ンによって JSP やサーブレッ ト を配置できる空のアプリケーシ ョ ン
の新規作成

JRun サーバーに追加できる  Web アプリ ケーシ ョ ンの数に制限はあ り ません。Web ア
プリ ケーシ ョ ンの記述の詳細と、 アプ リケーシ ョ ンの構築および公開の詳細について
は、 『JRun によるアプリ ケーシ ョ ンの開発』 を参照して ください。

既定のアプリケーシ ョ ン既定のアプリケーシ ョ ン既定のアプリケーシ ョ ン既定のアプリケーシ ョ ン

標準インス トールには、 次のアプリケーシ ョ ンが含まれます。 

• / にマッピングされた admin JRun サーバーの JRun 管理コンソール アプリケー
シ ョ ン  (jmc-app)

• /demo にマッピングされた default JRun サーバーの JRun Demo アプリケーシ ョ ン
(demo-app)

• / にマッピングされた default JRun サーバーの Default User Application
(default-app)。 default-app は、 すばやく起動して実行できます。 

また、 JRun には次の Web アプリ ケーシ ョ ンも含まれています。

• default JRun サーバーの Invoice アプリ ケーシ ョ ン  (invoice-app)

• admin JRun サーバーの RDS アプリケーシ ョ ン  (web-rds)
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アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン パネルパネルパネルパネル

アプリ ケーショ ン  パネルでは、 JMC での  Web アプリ ケーショ ンと と も に一般的な
タ スクを実行できます。 アプ リ ケーシ ョ ン  パネルにアクセスするには、 [マシン名] >
[JRun サーバー名 ] > [Web アプリケーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。

JMC では、 アプリケーシ ョ ン  パネルにある各アプリケーシ ョ ンに、 編集  および

削除  機能へのクイ ッ ク  リ ンクが用意されています。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

• 「アプリ ケーシ ョ ンの作成」 124ページ

• 「アプリ ケーシ ョ ンの公開」 125ページ

• 「アプリ ケーシ ョ ンの編集」 128ページ

• 「アプリ ケーシ ョ ンの削除」 130ページ

• 「アプリ ケーシ ョ ン パスのマッピング」 131ページ

• 「アプリ ケーシ ョ ン ホス トの作成」 132ページ

• 「アプリ ケーシ ョ ン パラ メータの追加」 134ページ

• 「サーブレッ ト  ディ レク ト リの追加」 135ページ

• 「ファ イル設定の変更」 138ページ

• 「JSP コンパイラの構成」 139ページ

• 「JRun アプリ ケーシ ョ ン  イベン ト  ログの構成」 141ページ

• 「MIME タイプのマッピング」 142ページ

• 「セッシ ョ ン  ト ラ ッキングの構成」 143ページ
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アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成

空のアプ リ ケーシ ョ ンを作成し、 JMC を使用して JRun サーバーにそのアプ リ ケー
ショ ンを登録できます。 このプロセスにより 、そのアプリ ケーショ ンに対して、ルート

ディ レク ト リ 、 WEB-INF、 WEB-INF/classes、 および WEB-INF/lib ディ レク ト リ
からなる空のディ レク ト リ構造が作成されます。

空のアプリケーシ ョ ンを追加するには空のアプリケーシ ョ ンを追加するには空のアプリケーシ ョ ンを追加するには空のアプリケーシ ョ ンを追加するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [Web アプリケーシ ョ ン ]
をク リ ッ ク します。

アプリ ケーシ ョ ン  パネルが表示されます。

2 [アプリケーシ ョ ンの作成 ] リ ンクをク リ ッ ク します。

[Web アプリケーシ ョ ンの作成 ] パネルが表示されます。
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3 次の表の説明に従ってフ ィールドを編集します。

4 [作成 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 JRun サーバーを再起動します。

アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開

JMC では、アプリケーシ ョ ンの WAR ファ イルを既存の JRun サーバーに公開できます。
WAR ファイルは JSP、 サーブレッ ト、画像など Web アプリケーシ ョ ンをサポートする
ファ イルが、サーブレッ ト  2.2 仕様によって定義された階層構造で構成されています。
また、 この構造には公開記述子ファイル web.xml も含まれています。

さらに、この機能を使用すると 、サーブレッ ト  2.2 仕様に準拠していれば .war ファ イル
がなく ても アプリ ケーショ ンを登録できます。 公開できるアプリ ケーショ ンの最低
要件は次のとおりです。

• ルート  アプリ ケーシ ョ ン  ディ レク ト リ  (/foo-app など )

• /foo-app/WEB-INF ディレク ト リ

• アプリ ケーシ ョ ンのルート  ディ レク ト リの web.xml 公開記述子

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

JRun サーバーの
名前

この Web アプリケーシ ョ ンの公開先の JRun サーバーを選択
します。

アプリケーシ ョ ン名 新規アプリケーシ ョ ンの名前を入力します。 1 つの JRun サー
バー内に、 同じ名前を持つアプリケーシ ョ ンを複数入れること
はできません。

この名前は JMC とログ フ ァイルに表示されます。

アプリケーシ ョ ン 
ホス ト

マルチホーム環境でアプリケーシ ョ ンを実装する場合は、 ド
ロップダウン リス トからホス ト を選択します。そうでない場合
は、 既定値である [All Hosts] を選択します。
アプリケーシ ョ ンホス トの詳細については、 132 ページの 「ア

プリケーシ ョ ン ホス トの作成」 を参照して く ださい。

アプリケーシ ョ ンの
URL

この Web アプリケーショ ンにアクセスするときにクライアント
が使用する  URL 接頭辞を入力します。 複数のアプリケーショ ン
に対し て同一のアプリ ケーショ ン  URL を使用し ないでく だ
さ い。

アプリケーシ ョ ンの
ルート  ディ レクト リ

Web アプリケーシ ョ ンの公開先のディ レク ト リを入力します。
または、 [参照 ] ボタンをク リ ッ ク して JRun ディ レク ト リ  リー
ダーを開きます。 これは、 アプリ ケーショ ン  フ ァ イルで利用
するド キュ メ ント のルート  ディ レク ト リ です。 このディ レク
ト リ構造が存在しない場合は、 JRun により作成されます。
同一名のファ イルは上書きされるので、 同じルート  ディ レク
ト リに複数のアプリケーシ ョ ンを保存しないで く ださい。

既定の設定は、 JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/サーバー
名です。
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アプリケーショ ンを公開するにはアプリケーショ ンを公開するにはアプリケーショ ンを公開するにはアプリケーショ ンを公開するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [Web アプリケーシ ョ ン ]
をク リ ッ ク します。

アプリ ケーシ ョ ン  パネルが表示されます。

2 [アプリケーシ ョ ンの公開 ] リ ンクをク リ ッ クするか、 または [マシン名] > [JRun
サーバー名 ] をク リ ッ ク してページの上部にある  [WAR 公開 ] リ ンクをク リ ッ ク し
ます。

[Web アプリケーシ ョ ンの公開 ] パネルが表示されます。
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3 次の表の説明に従って、 右側ペインにプロパティを入力します。

4 [公開 ] をク リ ッ ク します。

JRun に接続している外部 Web サーバーと して WebSite Pro を使用している場合
は、 WebSite サーバーのプロパティ  アプリ ケーシ ョ ンで新規アプリ ケーシ ョ ンの
マッピングを設定してください。 このマッピングは、 /servlet のマッピングと同一
です。詳細については、 54ページの 「サーブレッ ト を実行するための URL 接頭辞
のマッピング」 を参照してく ださい。その他の Web サーバーについては、このマッ
ピングを明示的に設定する必要はあ り ません。

5 JRun サーバーを再起動します。新規アプリ ケーシ ョ ンが、[JRun サーバー] > [Web
アプリケーシ ョ ン ] の JMC の左側ペインに表示されます。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

サーブレッ ト  
War フ ァイル
またはディ レク ト リ

公開する Web アプリケーションがある場所のパスを入力します。
または、 [参照 ] をク リ ッ クして JRun のディ レク ト リ  リーダを
使用します。 たとえば、 C:\temp\example.war のように入力し
ます。

アプリケーシ ョ ンの .war フ ァ イルの現在位置を指定するこ と
もできます。 .war フ ァイルがない場合、 アプリケーシ ョ ンの構
造化ディ レク ト リ階層のルート を入力します。 この階層は サー
ブレッ ト  2.2 仕様に準拠している必要があります。

JRun サーバー名 このアプリ ケーショ ンの公開先の JRun サーバーを選択します。

アプリケーシ ョ ン名 新規アプリケーシ ョ ンの名前を入力します。 1 つの JRun サー
バー内に、 同じ名前を持つアプリケーシ ョ ンを複数入れること
はできません。

この名前は JMC とログ フ ァイルに表示されます。

アプリケーシ ョ ン 
ホス ト

マルチホーム環境でアプリケーショ ンを実装する場合、ド ロッ プ
ダウン リス トからホス ト を選択します。 そうでない場合は、 既
定値である [All Hosts] を選択します。
詳細については、 132 ページの 「アプリケーシ ョ ン ホス トの作
成」 を参照して く ださい。

ア プ リ ケーシ ョ ン
URL

この Web アプリケーショ ンにアクセスするときにクライアン ト
が使用する URL 接頭辞を入力します。複数のアプリケーションに
対して同一のアプリケーション URL を使用しないで ください。

アプリケーシ ョ ンの
公開ディ レク ト リ

Web アプリケーシ ョ ンの公開先のディ レク ト リを入力します。
または、 [参照 ] ボタンをクリ ッ クして JRun ディ レク ト リ  リー
ダーを開きます。 これは、 アプリケーション ファイルで利用する
ド キュ メ ント のルート  ディ レク ト リ です。 このディ レク ト リ
構造が存在しない場合、 JRun によって作成されます。
同一名のファイルは上書きされるので、同じルート  ディレク ト リ
に複数のアプリケーシ ョ ンを保存しないで く ださい。

既定の設定は、 JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/サーバー
名 /アプリケーシ ョ ン名です。
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アプリケーシ ョ ンの編集アプリケーシ ョ ンの編集アプリケーシ ョ ンの編集アプリケーシ ョ ンの編集

アプリ ケーシ ョ ンの設定は、 公開した後に JMC を使用して変更できます。 たとえば、
アプリ ケーシ ョ ンを複数のホス トにマッピングするには、 アプ リケーシ ョ ンのルート

ディ レク ト リ を変更するか、 新しい URL をアプリ ケーシ ョ ンにマッピングします。

アプリケーショ ンの設定を編集するにはアプリケーショ ンの設定を編集するにはアプリケーショ ンの設定を編集するにはアプリケーショ ンの設定を編集するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [Web アプリケーシ ョ ン ]
をク リ ッ ク します。

アプリ ケーシ ョ ン  パネルが表示されます。

2 [アプリケーシ ョ ンの編集 ] リ ンクをク リ ッ ク します。

[Web アプリケーシ ョ ンの編集 ] パネルが表示されます。

3 [アプリ ケーショ ン名] リ スト  ボッ クスからアプリ ケーショ ンを選択します。ほかの
フ ィールドは、 JRun によって、 アプ リケーシ ョ ンの現在の設定が指定されます。
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4 次の表の説明に従って、 右側ペインのプロパティを変更します。

5 [更新 ] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

6 JRun サーバーを再起動します。

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

アプリケーシ ョ ンの

表示名

アプリ ケーショ ンの名前を変更します。 1 つの JRun サー
バー内に、 同じ名前を持つアプリケーショ ンを複数入れる

ことはできません。

この名前は JMC とログ ファイルに表示されます。

アプリケーシ ョ ンの説明 アプリ ケーショ ンの識別に役立つよう に、 アプリ ケー

ショ ンの説明を入力または変更します。このフ ィールドは

オプシ ョ ンです。

アプリケーシ ョ ン ホス ト マルチホーム環境でアプリ ケーショ ンを実装する場合は、

ド ロッ プダウン  リ スト からホスト を選択し ます。 そう で
ない場合は、 既定値である  [All Hosts] を選択します。
アプリケーシ ョ ンホス トの詳細については、132 ページの
「アプリケーシ ョ ン ホス トの作成」 を参照して く ださい。

アプリケーシ ョ ンの URL この Web アプリ ケーショ ンにアクセスするときにクライ
アント が使用する  URL 接頭辞を変更します。 1 つのアプリ
ケーショ ン  ホスト 内で、 複数のアプリケーショ ンに対して
同一のアプリケーショ ン  URL を使用しないでく ださい。

アプリケーシ ョ ンの

ルート  ディ レク ト リ
Web アプリケーシ ョ ンの公開先のディ レク ト リを入力し
ます。 または、 [参照 ] ボタンをク リ ッ クして JRun ディレ
ク ト リ  リーダーを開きます。 これは、 アプリケーシ ョ ン
フ ァ イルで利用する ドキュ メ ン トのルート  ディ レク ト リ
です。

同一名のフ ァイルは上書きされるので、 同じルート  ディ
レク ト リに複数のアプリケーシ ョ ンを保存しないで く だ

さい。
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アプリケーシ ョ ンの削除アプリケーシ ョ ンの削除アプリケーシ ョ ンの削除アプリケーシ ョ ンの削除

既存のどのアプリケーシ ョ ンも、 JMC を使用して JRun サーバーから削除できます。

メモメモメモメモ

JMC のアプ リ ケーシ ョ ンを削除する と、 そのアプ リ ケーシ ョ ンの登録は取 り消され
ますが、 そのアプリ ケーシ ョ ンに関連するファイルは削除されません。

アプリケーショ ンを削除するにはアプリケーショ ンを削除するにはアプリケーショ ンを削除するにはアプリケーショ ンを削除するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [Web アプリケーシ ョ ン ]
をク リ ッ ク します。

アプリ ケーシ ョ ン  パネルが表示されます。

2 [アプリケーシ ョ ンの削除 ] リ ンクをク リ ッ ク します。

[Web アプリケーシ ョ ンの削除 ] パネルが表示されます。

3 [アプリ ケーショ ン ] リ スト  ボッ ク スに表示されている利用可能なアプリ ケーショ ン
から、 削除するアプリケーシ ョ ンを選択します。

4 [削除 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 JRun サーバーを再起動します。
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アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン パスのマッピングパスのマッピングパスのマッピングパスのマッピング

JRun では、 アプリ ケーシ ョ ンの URL の一部を実際のディ レク ト リに変換するマッピ
ングを作成できます。 たと えば、 仮想パス   /foo をハード  ド ラ イブ上の実際のパス
c:/mydocs/temp に変換するマッピングを作成できます。 このマッピングによ り  URL
の長さを短縮し、内部のディ レク ト リ構造をク ライアン トに対して非表示にできます。
この例では、 c:/mydocs/temp に保存されたフ ァ イルを要求する場合、 URL http://
www.yourdomain.com/foo/ ド キュ メ ン ト名を入力し ます。 ほかのディ レ ク ト リ の
マッピングの詳細については、 135ページの 「サーブレッ ト  ディ レク ト リの追加」 を
参照してください。

メモメモメモメモ

外部リ ソースを参照するために JRun で内部的に使用する仮想マッピングがあらか
じめ用意されています。 このマッピングを変更したり削除しないでください。

アプリケーショ ンアプリケーショ ンアプリケーショ ンアプリケーショ ン パスを編集するにはパスを編集するにはパスを編集するにはパスを編集するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [Web アプリケーシ ョ ン ]
> [アプリケーシ ョ ン名 ] > [仮想マッピング ] を選択します。

[仮想マッピング ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

仮想マッピングの編集ウ ィンド ウが表示されます。

3 [仮想パス ] フ ィールドに、実際のパスにマッピングする  URL の部分を入力します。
たとえば、 /foo と指定します。

4 [マッピング ] フ ィールドには、 JRun によって URL の仮想パスに置き換えられる
部分を入力します。 たとえば、 「c:/mydocs/temp」 と入力します。 このフ ィールド
では JRun 変数を使用できます。

5 パスを削除するには、 [削除する ] チェッ ク  ボッ クスをオンにします。

6 [更新 ] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

7 JRun サーバーを再起動する と、 変更内容が反映されます。
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アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン ホストの作成ホストの作成ホストの作成ホストの作成

Web サイ ト を運営する場合、 IP アドレスが 1 つだけの単一の Web サーバーで、複数の
Web サイ トのホス ト名を設定する  (www1.company.com、 www2.company.com など )
か、 複数のド メ インをホス ト する  (www.yourdomain.com、 www.mydomain.com)
のが一般的です。 このよ うな運営方法は、 マルチホー ミングまたは仮想ホスティング
と呼ばれます。

マルチホー ミ ング環境では、 Web アプ リ ケーシ ョ ンにい くつかの問題があ り ます。
サーブレ ッ ト の仕様によっては、 1 つの Web アプ リ ケーシ ョ ンに対して関連付ける
こ とができる  Web サイ トのホス ト名は 1 つだけです。 さ らに、同一のホス ト内のほか
のアプリ ケーシ ョ ンを参照するために、 サーブレッ トがサーブレッ ト自身のコンテキ
ス ト情報を使用できる必要があ り ます。

異なる  DNS ホスト 名を使用して同じアプリ ケーショ ンを呼び出せるよ う にするために、
JRun では、 アプリケーシ ョ ン ホス ト とい う概念を導入しています。 アプリケーシ ョ ン
ホスト は、 1 つのアプリ ケーショ ンを、 そのアプリ ケーショ ンにアクセスできる一連の
DNS ホス トに対してマッピングするものです。

アプリケーシ ョ ン  ホス トによって、各アプリケーシ ョ ンを、任意の数の Web サイ トの
ホス ト名にマッピングできます。アプ リ ケーシ ョ ン  ホス トは、1 つの Web サーバーの
IP ア ド レスに対して複数の Web サイ ト のホス ト名がマッ ピングされているマルチ
ホー ミ ング環境でのみ必要にな り ます。 マルチホー ミ ングを使用していない場合は、
アプリケーシ ョ ン  ホス ト を作成する必要はなく、アプリ ケーシ ョ ンを公開する と きは、
アプリ ケーシ ョ ン  ホス トの代わりに既定の設定を使用できます。

仮想ホス ト用のアプリケーシ ョ ン  ホス トの作成および使用手順は次のとおりです。

1 マルチホー ミングをサポートするよ うに DNS のエン ト リ と  Web サーバーを設定
します。詳細については、ご使用の Web サーバーのマニュアルを参照してく ださい。

2 アプリ ケーシ ョ ン  ホス ト を作成し、任意の数の Web サイ トのホス ト名を割り当て
ます。 この手順は次のとおりです。

3 アプ リ ケーシ ョ ンの作成または公開時に、 そのアプ リ ケーシ ョ ンのアプ リ ケー
シ ョ ン  ホス ト を選択します。 これによ り、 そのアプリ ケーシ ョ ンへのアクセスに
使用される  DNS 名が 1 組と して定義されます。詳細については、124ページの 「ア
プ リ ケーシ ョ ンの作成」 または125ページの 「アプ リ ケーシ ョ ンの公開」 をそれ
ぞれ参照してください。

JMC にあるアプ リケーシ ョ ン  ホス トの編集ウ ィンド ウを使用して、アプ リケーシ ョ ン
ホ ス ト によって複数のホス ト を 1 つのアプ リ ケーシ ョ ンにバイン ド します。 これに
よって、 1 つのホス トから  Web サーバーにアクセスする と、 そのホス トにバインド
されているアプリ ケーシ ョ ンだけが表示されます。 このセクシ ョ ンでは、 新規アプリ
ケーシ ョ ン  ホス ト を作成する方法について説明します。
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アプリケーショ ンアプリケーショ ンアプリケーショ ンアプリケーショ ン ホスト を作成するにはホスト を作成するにはホスト を作成するにはホスト を作成するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [アプリケーション ホスト ]
を選択します。 

[アプリケーシ ョ ン  ホス ト ] パネルが表示されます。

2 [編集 ] をク リ ッ ク します。

アプリ ケーシ ョ ン  ホス トの編集ウ ィンド ウが表示されます。

3 [アプリ ケーシ ョ ン  ホス ト ] フ ィールドにアプリ ケーシ ョ ン  ホス トの名前を入力し
ます。 この名前は重複してはならず、 スペースまたは特殊文字を使用するこ と も
できません。

4 [Web サイ ト  ホス ト名 ] フ ィールドにホス トのカンマ区切り リ ス ト を入力します。

アプリ ケーショ ン  ホス ト に完全修飾ホス ト 名を割り 当てる必要はあり ません。
た とえば、アプ リ ケーシ ョ ンが内部ネッ ト ワークで使用される場合は、アプ リケー
ショ ン  ホス ト を  fred1 と  fred2 に割り 当てる こ と ができます。 あるいは、 アプ
リ ケーシ ョ ンが内部と 外部から アク セス可能な場合は、 fred1.allaire.com、
fred2.allaire.com、 fred1、 および fred2 を割り当てるこ とができます。

5 アプリ ケーシ ョ ン  ホス ト を削除するには、そのアプリ ケーシ ョ ン  ホス トの [削除]
チェッ ク  ボッ クスをオンにします。

6 [更新 ] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

7 アプリ ケーショ ンを作成、 または公開すると きに、 [アプリ ケーショ ン  ホスト ] 
ド ロ ップダウン  リ ス ト から新規ホス ト を選択します。 詳細については、 124ペー
ジの 「アプリ ケーシ ョ ンの作成」 または125ページの 「アプリ ケーシ ョ ンの公開」
を参照してください。

8 既存のアプリケーシ ョ ンについては、アプリケーシ ョ ンの編集の編集ウ ィンド ウを
使用して新規ホス ト を選択してください。詳細については、 128ページの 「アプリ
ケーシ ョ ンの編集」 を参照してください。

9 JRun サーバーを再起動します。
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アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン パラメータの追加パラメータの追加パラメータの追加パラメータの追加

JRun では、 JMC を使用して実行時にアプ リ ケーシ ョ ン  パラ メータを指定できます。
このパラ メータには、 ServletContext.getInitParameter() メ ソ ッ ドによ りサーブ
レ ッ ト でアクセスできます。 これらの変数は、 Web アプ リ ケーシ ョ ン内の全サーブ
レッ トに渡され、 サーブレッ ト の init() メ ソ ッ ドで使用可能です。 サーブレッ トが
再ロード されるまでは、 初期化パラ メータを変更できません。

メモメモメモメモ

初期化パラ メータを  1 つのサーブレッ トに渡すには、 サーブレッ ト定義の編集ウ ィン
ド ウの [Init 引数 ] フ ィールドを使用します。 詳細については、 146ページの 「サーブ
レッ トの定義」 を参照してください。

初期化パラメ ータの使用例については、『 JRun によるアプリ ケーショ ンの開発』 を参照
してください。

アプリケーショ ン変数の追加または変更を行うにはアプリケーショ ン変数の追加または変更を行うにはアプリケーショ ン変数の追加または変更を行うにはアプリケーショ ン変数の追加または変更を行うには

1 JMC の左側ペインで、[マシン名] > [JRun サーバー名] > [Web アプリケーショ ン ] >
[アプリケーシ ョ ン名 ] > [アプリケーシ ョ ン変数] を選択します。

[アプリケーシ ョ ン変数 ] パネルが表示されます。

2 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

アプリ ケーシ ョ ン変数の編集ウ ィンド ウが表示されます。

3 新規のアプリケーシ ョ ン変数を追加するには、指定されたフ ィールドに、変数名と
こ の名前に関連する 変数値を入力し ます。 たと えば、 [変数名 ] フィ ールド に
「address」、 [変数値 ] フ ィールドに 「info@allaire.com」 と入力します。

4 アプリ ケーシ ョ ン変数を削除するには、 そのアプリケーシ ョ ン変数の [削除 ] 
チェッ ク  ボッ クスをオンにします

5 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

6 JRun サーバーを再起動します。

ここで、サーブレッ ト  コード 内で ServletContext.getInitParameter("address")
を呼び出すと、 値 info@allaire.com が返されます。
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サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  ディ レク ト リの追加ディ レク ト リの追加ディ レク ト リの追加ディ レク ト リの追加

設定によっては、 Web アプリ ケーショ ンからアクセス可能な  JRun 外部のディ レク ト リ
にサーブレッ ト を保存するこ とがあ り ます。 このセクシ ョ ンでは、 JRun のファ イル
構造外にディ レク ト リ を追加する方法について説明します。 サーブレッ トはこのディ
レク ト リからロード され、サーブレッ ト  コンテナによって実行されます。 この方法を
使用する と、WAR ファイル ディレク ト リ構造を、 たとえば、 既存のプロジェク ト構造
にマッピングできます。

メモメモメモメモ

このセクシ ョ ンで説明するオプシ ョ ンには、 default JRun サーバーにのみ適用される
オプシ ョ ンもあ り ますが、 それ以外はすべての JRun サーバーに適用できます。

default JRun サーバーには 2 つのサーブレッ ト  ディ レク ト リがあ り、 こ こに JRun に
よってロード されたサーブレッ ト  ク ラス  ファ イルが保存されます。これらのディ レク
ト リは、 次のとおりです。 

• サーブレッ ト  2.2 仕様によって定義されるディ レク ト リである、
JRun ルートディ レク ト リ /servers/default/default-app/WEB-INF/classes。

このディ レ ク ト リは、 JRun サーバーに追加されているすべての Web アプ リ ケー
シ ョ ンに適用できます。

• JRun 2.3.3 ディ レク ト リ構造をシ ミ ュレートするディ レク ト リの、 JRun ルート
ディ レク ト リ /servlets。

このディレク ト リは default JRun サーバーにのみ適用され、下位互換性維持のため
に追加されました。

サーブレッ トの保存が可能な別のディ レク ト リの追加方法はいくつかあ り ます。

• 新しい Web アプリ ケーシ ョ ンを作成します (任意の JRun サーバー )。

• JRun サーバーのクラスパスにディ レク ト リ を追加します (任意の JRun サーバー )。

• webapp.properties ファ イルを使用します (default JRun サーバーのみ)。

こ れらの方法にはそれぞれ特徴があり ます。 次のセク ショ ンでこ れについて説明し
ます。

新しい新しい新しい新しい Web アプリケーショ ンの作成による新しいサーブレッ トアプリケーショ ンの作成による新しいサーブレッ トアプリケーショ ンの作成による新しいサーブレッ トアプリケーショ ンの作成による新しいサーブレッ ト  ディ レクト リの追加ディ レクト リの追加ディ レクト リの追加ディ レクト リの追加

新しい Web アプリ ケーシ ョ ンの作成は、 望ましいサーブレッ ト  ディ レク ト リの追加
方法です。これは、Java サーブレッ ト  2.2 仕様に記述されている概要に準拠しています。
これは最も移植性の高い方法であ り、 この方法によって、仕様 2.2 に準拠しているコン
テナに Web アプ リ ケーシ ョ ンを公開できます。 Web アプリ ケーシ ョ ン作成の詳細に
ついては、 124ページの 「アプ リ ケーシ ョ ンの作成」 を参照して ください。 これは、
default JRun サーバーだけでなく、 すべての JRun サーバーに適用できます。
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JRun のクラスパスへの新しいサーブレッ トのディ レク ト リの追加のクラスパスへの新しいサーブレッ トのディ レク ト リの追加のクラスパスへの新しいサーブレッ トのディ レク ト リの追加のクラスパスへの新しいサーブレッ トのディ レク ト リの追加

ファ イル システムにあるいずれのディ レク ト リについても、 JRun サーバーのク ラス
パスに追加できます。 そのディ レク ト リ内のすべての JAR およびクラス  ファ イルは、
追加後、 JRun によって起動可能にな り ます。 これは、 default JRun サーバーだけで
なく、 すべての JRun サーバーに適用できます。

メモメモメモメモ

ク ラスパスからロード されたサーブレッ トは、 変更する と再ロード されません。 この
ため、 サーブレッ ト  ク ラス  ファ イルを変更したと きは常に、 JRun サーバーを再起動
する必要があ り ます。

JRun サーバーのクラスパスにサーブレッ トサーバーのクラスパスにサーブレッ トサーバーのクラスパスにサーブレッ トサーバーのクラスパスにサーブレッ ト  ディ レク ト リを追加するにはディ レク ト リを追加するにはディ レク ト リを追加するにはディ レク ト リを追加するには

1 JMC を開きます。

2 [マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [Java の設定] をク リ ッ ク します。

[Java の設定] パネルが表示されます。

3 [ ク ラスパス ] フ ィールドを選択します。

Java の設定の編集ウ ィンド ウが表示されます。

4 サーブレッ ト  ディレク ト リ を既存のクラスパスの引数に追加し、 [更新] ボタンを
ク リ ッ ク します。 ディ レク ト リ  パスでは、 必ずフォワード  スラ ッシュを使用して
ください。 たとえば、 c:\servlettest ディ レク ト リ を追加するには、 次のよ うにし
ます。

{jrun.rootdir}/servers/lib
{jrun.server.rootdir}/lib
c:/servlettest

5 JRun サーバーを再起動します。

webapp.properties ファイルを使用した新しいサーブレッ トファイルを使用した新しいサーブレッ トファイルを使用した新しいサーブレッ トファイルを使用した新しいサーブレッ ト  ディ レク ト リの追加ディ レク ト リの追加ディ レク ト リの追加ディ レク ト リの追加

JRun には、 default-app アプリケーシ ョ ンのマッピングを変更できる  
webapp.properties フ ァ イルがあ り ます。 このセクシ ョ ンでは、 既存のアプ リ ケー
シ ョ ン  マッピングに新しいサーブレッ ト  ディ レク ト リ を追加する方法について説明
します。 これらの手順は、 default JRun サーバーの default-app から起動されるサーブ
レッ トにのみ適用できます。

メモメモメモメモ

この方法は、 JRun 固有の webapp.properties ファ イルを使用するため、 3 つの中で
最も移植性の低い方法です。
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webapp.properties ファイルを使用してサーブレッ トファイルを使用してサーブレッ トファイルを使用してサーブレッ トファイルを使用してサーブレッ ト  ディ レク ト リを追加するディ レク ト リを追加するディ レク ト リを追加するディ レク ト リを追加する

にはにはにはには

1 すべての JRun サーバーを停止します。

手順の一部と して、webapp.properties ファ イルを編集します。すべての JRun サー
バーを停止するこ とによって、 ユーザが行った変更が、 JRun がメモ リ内に保存し
ているサーバー設定値に上書きされるこ とを防ぎます。 

2 JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/default/default-app/WEB-INF/
webapp.properties ファ イルをテキス ト  エディ タで開きます。

3 次の行を追加します。

webapp.path-mapping./WEB-INF/moreservlets=d:/servlets 

メモメモメモメモ

この例では、 追加するサーブレッ トのディ レク ト リは d:\servlets です。
webapp.path-mapping 内のフォワード  スラ ッシュは意図的に使用しています。 

4 webapp.classpath プロパティに /WEB-INF/moreservlets を追加します。次に例を
示します。

webapp.classpath=/WEB-INF/servlets;/WEB-INF/classes;/WEB-INF/lib;/
WEB-INF/jsp;/WEB-INF/moreservlets

5 webapp.properties ファ イルを保存します。

6 JRun サーバーを再起動します。

7 これで、 default-app 内のほかのサーブレッ トにアクセスするのと同様に、

http://ホス ト名/servlet/ServletName のよ うな URL を使用して d:\servlets 内の
サーブレッ トにアクセスできます。
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ファイル設定の変更ファイル設定の変更ファイル設定の変更ファイル設定の変更

JRun のファイル設定では、 ドキュ メン ト名が URL で指定されていない場合に、 JRun
アプ リ ケーシ ョ ンによって使用される既定のドキュ メ ン ト名の順番が制御されます。
また、 JRun ではディ レク ト リの参照も制御できます。

このセクシ ョ ンでは、 JMC のファイル設定を変更する方法について説明します。

JRun アプリケーシ ョ ンのファイルの設定を編集するにはアプリケーシ ョ ンのファイルの設定を編集するにはアプリケーシ ョ ンのファイルの設定を編集するにはアプリケーシ ョ ンのファイルの設定を編集するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [Webアプリケーショ ン ] >
[アプリケーシ ョ ン名 ] > [ファイルの設定 ] をク リ ッ ク します。  

[ファ イルの設定 ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

ファ イルの設定の編集ウ ィンド ウが表示されます。

3 次の表の説明に従ってフ ィールドを編集します。

4 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 JRun サーバーを再起動します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

デ ィ レ ク ト リの参照

許可

要求したファイルが存在せず、ディ レク ト リに既定のドキュ メ

ント もない場合に、ディ レクト リ一覧を表示するには、チェ ッ ク

ボッ クスをオン  (true) にします。 
既定のドキュ メン トが見つからない場合に、ブラウザに 「ファ

イルが見つかりません」 という エラーを表示するには、チェ ッ ク

ボッ クスをオフ  (false) にします。 
既定値は true です。

デフォルト  
ドキュ メン ト

ページが URL で指定されていない場合は、 アプリケーシ ョ ン
によって使用される既定のページのカンマ区切り リス ト を入
力します。 そのリストの順番が重要となります。 
たとえば、 URL にページのない要求が出された場合に、 JRun
が最初に index.jsp を使用して、 次に index.html を探すように
するには、 index.jsp、 index.html と指定します。
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JSP コンパイラの構成コンパイラの構成コンパイラの構成コンパイラの構成

JRun では業界標準 JSP 1.1 仕様を含む JavaServer Pages (JSP) がサポート さ れてい
ます。 このセクシ ョ ンで説明する内容に従って、 JRun のアプリ ケーシ ョ ン  レベルで
JSP 設定を変更できます。 JSP コンパイラの詳細については、『JRun によるアプ リケー
シ ョ ンの開発』 を参照してください。

アプリケーショ ンのアプリケーショ ンのアプリケーショ ンのアプリケーショ ンの JSP プロパティ を編集するにはプロパティ を編集するにはプロパティ を編集するにはプロパティ を編集するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [Webアプリケーショ ン ] >
[アプリケーシ ョ ン名 ] > [JavaServer Pages] を選択します。 

[JavaServer ページの設定 ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

JavaServer ページの設定の編集ウ ィンド ウが表示されます。
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3 次の表の説明に従ってフ ィールドを編集します。

4 [更新 ] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

5 Web サーバーを再起動します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

global.jsa (JSP 1.1)
の検索 

JSP の処理時に、 JRun に global.jsa フ ァイルを検索させる場
合は、 チェ ッ ク  ボッ クスをオン (true) にします。 true の場合、
デ ィ レク ト リにある JSP フ ァ イルに対する要求が Web サー
バーによって初めて受信されたときに、 JSP フ ァ イルと同じ
ディ レク ト リが検索されます。

global.jsa フ ァ イルの詳細については、 『JRun によるアプ リ
ケーシ ョ ンの開発』 を参照して く ださい。 
既定値は、 チェ ッ ク  ボッ クスがオフの false です。

Java コンパイラ JSP をコンパイルする場合は、 外部 Java コンパイラへのパス
を指定します。 JRun のインプロセス コンパイルを使用する場
合は、空白のままにしておきます。別のコンパイラが必要な場

合は、 適切な Java コンパイル文字列を入力して く ださい。 次
に例を示します。

D:\jdk1.1.7b\bin\javac -nowarn -classpath %c -d 
%d %f

または

jvc /cp:c %c /dest:%d %f

ここで、

%c = classpath (Java クラスパスが使用されます )
%d = codepath (コンパイルされたクラス  ファ イルの保存場所)
%f = filename
詳細については、 『JRun によるアプリケーシ ョ ンの開発』 を参
照して く ださい。
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JRun アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン イベン トイベン トイベン トイベン ト  ログの構成ログの構成ログの構成ログの構成

JRun のログ記録メカニズムを使用して、 ログ ファ イルの内容を制御できます。各アプ
リ ケーシ ョ ンによってログ ファ イルに書き込まれるので、 エラーの診断や、 アプ リ
ケーシ ョ ンの保守に利用できます。

このセクシ ョ ンでは、JRun アプリケーシ ョ ンのイベン ト  ログを構成する方法について
説明します。詳細については、 108ページの 「JRun サーバー イベン ト  ログの設定」 を
参照してください。

JRun ログ記録メカニズムの詳細については、 『JRun によるアプ リ ケーシ ョ ンの開発』
を参照してください。

アプリケーショ ンアプリケーショ ンアプリケーショ ンアプリケーショ ン イベン トイベン トイベン トイベン ト  ログを構成するにはログを構成するにはログを構成するにはログを構成するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [Webアプリケーショ ン ] >
[アプリケーシ ョ ン名 ] > [ログの設定 ] を選択します。

アプリ ケーシ ョ ン別の [ログの設定 ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

[ログ設定エディ タ ] が表示されます。

3 次の表の説明に従って、 右側ペインにプロパティを入力します。 

4 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 JRun サーバーを再起動します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

ログ レベル ログ フ ァイルに追加するログ記録レベルをそれぞれ選択します。
既定では、 info、 error、 warning が設定されています。 ほかにも
debug と  metrics のオプシ ョ ンがあります。

イベン ト  ログ ログ ファイルのパスと名前を設定します。 既定値は 
{jrun.rootdir}/logs/{jrun.server.name}-event.log です。
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MIME タイプのマッピングタイプのマッピングタイプのマッピングタイプのマッピング

JRun では、Web アプリ ケーシ ョ ン  レベルで、特定のファイル拡張子と  Multipurpose
Internet Mail Extension (MIME) タイプを関連付けるこ とができます。つま り、JRun を
使用するこ とによ り、Web アプリケーシ ョ ン内で .html などの特定のファイル拡張子
に対して要求をマッピングし、 plain/text など特定の MIME タイプで応答を生成でき
ます。

MIME タイプに基づいて、 1 つのサーブレッ ト 、 またはサーブレッ ト  チェーンを開始
するこ と もできます。 詳細については、 153ページの 「MIME タイプ フ ィルタ リ ング
でのサーブレッ トのチェーン化」 を参照してください。

このセクシ ョ ンでは、ファ イル拡張子と  MIME タイプを関連付ける方法について説明
します。

MIME タイプの関連付けを編集するにはタイプの関連付けを編集するにはタイプの関連付けを編集するにはタイプの関連付けを編集するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [Webアプリケーショ ン ] >
[アプリケーシ ョ ン名 ] > [MIME タイプのマッピング ] を選択します。  

[MIME タイプのマッピング ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

MIME タイプのマッピングの編集ウ ィンド ウが表示されます。 

3 [MIME タイプ拡張子 ] フ ィールドに、 HTML などの MIME タイプと関連付ける
ファ イル拡張子を入力します。

4 [MIME タイプ ] フィ ールド に、 [MIME タイプ拡張子 ] フィ ールド に入力した拡
張子と関連付ける  MIME タイプを指定します。

5 関連付けを削除するには、 [削除 ] チェッ ク  ボッ クスをオンにします。

6 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

7 JRun サーバーを再起動します。
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セッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ン ト ラ ッキングの構成ト ラ ッキングの構成ト ラ ッキングの構成ト ラ ッキングの構成

サーブレッ ト  2.2 仕様には、サーブレッ ト と  JSP または EJB でセッシ ョ ン ト ラ ッキング
に使用できる方法が用意されています。

• ク ッキー

• URL の書き換え

• 非表示のフォーム  フ ィールド

JRun の 2.2 サーブレ ッ ト仕様の実装ではこれらの手段がサポー ト されていますが、
JMC にはこれらのメ ソ ッ ドの うち最も一般的である ク ッキーを構成するための簡単
な方法が用意されています。サーブレッ トにおけるセッシ ョ ン  オブジェク トの使用の
詳細については、 『JRun によるアプリ ケーシ ョ ンの開発』 を参照して ください。

アプリケーショ ンのセッシ ョ ンアプリケーショ ンのセッシ ョ ンアプリケーショ ンのセッシ ョ ンアプリケーショ ンのセッシ ョ ン ト ラ ッキングト ラ ッキングト ラ ッキングト ラ ッキング プロパテ ィ を編集するにはプロパテ ィ を編集するにはプロパテ ィ を編集するにはプロパテ ィ を編集するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [Webアプリケーショ ン ] >
[アプリケーシ ョ ン名 ] > [セッシ ョ ンの設定 ] を選択します。  

[Web アプリケーシ ョ ン  セッシ ョ ン ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。

Web アプリ ケーシ ョ ン  セッシ ョ ンの編集ウ ィンド ウが表示されます。
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3 次の表の説明に従ってフ ィールドを編集します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

記憶装置チ ェ ッ ク

間隔 (秒 )
セッシ ョ ンが記憶装置に書き込まれる間隔を指定します。

既定の設定は 10 です。

セッシ ョ ンの

最大数

古いセッシ ョ ンが記憶プロバイダにスワップされるまでメモリ

に保持されるセッシ ョ ンの最大数を指定します。 既定の設定は

9999999 です。
JRun では、 LRU アルゴリズムを使用して、最近使用されていない
セッ ショ ンのト ラッ クを保持し 、セッ ショ ン  パーシスタンス  メ カ
ニズムを使用してセッシ ョ ン  データを記憶領域 (既定ではフ ァ
イル ) に対して直列化します。 
セッションがスワップされた後で再度要求されると、これをメモリ

に再度読み込んで使用します。 この設定値はチェ ッ ク時にセッ

シ ョ ンによって使用されるメモリのサイズを保持します。

セッシ ョ ン保存の

ディレク ト リ

セッシ ョ ンを保存するディ レク ト リの絶対パスを入力します。

既定値は次のとおりです。

{webapp.rootdir}/WEB-INF/sessions

セッシ ョ ン 
ク ッキー

最大保存時間

セッシ ョ ン ト ラ ッキングに使用するために、 ブラウザによって
JRun ク ッキーが保持される時間を秒単位で指定します。
次の数値には特別な意味があります。

-1 ブラウザの終了時に、 ク ッキーが削除されます。 
0 ブラウザによって、 すぐにクッキーが削除されます。
既定値は -1 です。

安全な接続のみ ク ッキーが安全なプロ ト コル (https) のみを使用して送信される
よ うに指定するには、 このチ ェ ッ ク  ボ ッ クスをオンにします
(true)。 使用しているサーバーで安全なプロ ト コルがサポート さ
れている場合にのみ、 このチェ ッ ク  ボッ クスを使用します。
既定値は false です。

セッシ ョ ン 
ク ッキーの使用

クッ キーを使用し てユーザ セッ ショ ンをト ラ ッ クするには、

チェ ッ ク  ボッ クスをオンにし ます (true)。 JRun のセッ ショ ン  ト
ラッキングを無効にするには、 チェ ッ ク  ボッ クスをオフにします
(false)。 既定値は true です。

セッシ ョ ン 
ク ッキー ド メ イン

1 つのド メイン名を入力します。 このド メ インと一致するホス ト
に対してのみクッキーが保存されます。特定の実装の詳細につい

ては、RFC 2109 『HTTP State Management Mechanism』 を参照
して く ださい。

既定ではこのパラ メータは空白になっているので、ク ッキーはす

べてのド メインのホス トに保存されます。

セッシ ョ ン 
ク ッキー コ メン ト

JRun セッ ショ ン  クッ キーに表示されるコメ ント を入力し ます。
クッキーの目的を明確にするために、このコメ ント を使用します。 
既定では、「 JRun Session Tracking Cookie」 と設定されています。
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4 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 Web サーバーを再起動します。

セッシ ョ ン 
ク ッキー パス

URL に対する制約を入力します。 JRun からセッ ショ ン  クッキー
が送られるのは、この URL で始まる要求に対してのみです。クッ
キーを設定したものと同じディレク ト リまたはサブ ディレク ト リ
を参照する  URL は、そのクッキーを参照できます。既定の設定は
/ です。

セッシ ョ ン 
ク ッキー名

JRun セッシ ョ ン ク ッキーの名前を入力します。
既定値は jsessionid です。 

セッシ ョ ン  タ イム
アウト  (分 )

最後のアクセスの後、 セッ ショ ンがそのまま残されている時間を

分単位で指定します (セッショ ン  タイムアウト )。既定値は 30 です。

セッシ ョ ン  パーシ
スタンス エンジン
の使用

JRun を終了して再起動した場合に、 Java Serialization を使用し
てセッシ ョ ンを保存し、 復元するには、 このチェ ッ ク  ボッ クス
をオンにします (true)。 セッシ ョ ン データは、 JRun が適切に終
了された場合にのみ保存されます。 
仮想マシンにセッショ ン  データを保存するだけならば、 チェ ッ ク
ボッ クスをオフにします (false)。 これは、可用性の高い機能です。
既定値は true です。

プロパテ ィプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明



146 第 3 章 JRun 管理コンソール
サーブレッ トの構成サーブレッ トの構成サーブレッ トの構成サーブレッ トの構成

Web アプリ ケーショ ンには、アプリ ケーショ ンの機能を構成するサーブレッ ト を必要な
数だけ入れることができます。このセクショ ンでは、サーブレッ ト をアプリ ケーショ ン
に追加する方法と 、アプリ ケーショ ン内のサーブレッ ト の設定を変更する方法について
説明します。

サーブレッ トの定義サーブレッ トの定義サーブレッ トの定義サーブレッ トの定義

サーブレ ッ ト の追加または登録を行 う場合、 JMC でこれを定義してから  JRun サー
バーを再起動し、 コンテキス ト  パス内でサーブレッ ト を認識させる必要があ り ます。
このセクシ ョ ンでは、 JMC を使用してサーブレ ッ ト を追加し、 サーブレ ッ ト ご との
設定を変更する方法について説明します。 また、 JRun サーバーを起動する と きに、
サーブレッ ト をロードするかど うかを指定するこ と も可能です。既定の設定では、サー
ブレッ トはプ リ ロード されません。

サーブレッ ト を定義するにはサーブレッ ト を定義するにはサーブレッ ト を定義するにはサーブレッ ト を定義するには

1 JMC の左側ペインで、[マシン名] > [JRun サーバー名] > [Web アプリケーショ ン ] >
[アプリケーシ ョ ン名 ] > [サーブレッ ト定義] を選択します。  

[サーブレッ ト定義 ] パネルを表示します。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

サーブレッ ト定義の編集ウ ィンド ウが表示されます。
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3 次の表の説明に従ってプロパティを入力します。

4 サーブレッ トに初期化パラ メータを渡す必要がない場合は、[Init 引数] フ ィールド
にある  InitParam=Value プレースホルダを削除します。

5 サーブレッ ト定義を削除するには、 [削除 ] チェッ ク  ボッ クスをオンにします。

6 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

名前 サーブレッ ト名を入力します。この値にはスペースや特殊文字を

使用することはできません。たとえば、「DbFuncs」と入力します。 
このフ ィールドは必須です。

クラス名 サーブレッ トの完全修飾クラス名を入力します。たとえば、サー

ブレ ッ ト名が DbFuncs で、 これが allaire.jrun.rds とい うパッ
ケージに入っている場合、「allaire.jrun.rds.DbFuncsServlet」 と入
力します。 このフ ィールドは必須です。

表示名 JMC に表示されるサーブレッ トの短い名前を入力します。

説明 サーブレッ トの説明を入力します。このフ ィールドはオプシ ョ ン

です。

小さいアイコン このサーブレッ ト を表す 16x16 ピクセルのアイコンの位置を指
定します。 この情報は、 web.xml フ ァイルに保存されます。 この
プロパテ ィは、所有するカタログのサーブレッ ト をそれぞれのア

イコンで表示する場合に使用するものです。このフ ィールドはオ

プシ ョ ンです。

大きいアイコン このサーブレッ ト を表す 32x32 ピクセルのアイコンの位置を指
定します。 この情報は、 web.xml フ ァイルに保存されます。 この
プロパテ ィは、所有するカタログのサーブレッ ト をそれぞれのア

イコンで表示する場合に使用するものです。このフ ィールドはオ

プシ ョ ンです。

Init 引数 このサーブレッ ト に渡される初期化パラ メータの一覧を入力し

ます。

アプリケーシ ョ ン変数エディ タを使用して、アプリケーシ ョ ン内

にあるすべてのサーブレ ッ ト に同じパラ メータを渡すこ とがで

きます。詳細については、 134 ページの 「アプリケーシ ョ ン パラ
メータの追加」 を参照して く ださい。 このフ ィールドはオプシ ョ

ンです。
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7 サーバーの起動時にサーブレッ ト をロードするかど うかを指定するには、 [サーブ
レッ ト定義] パネルの [プリ ロードの順番の設定 ] をク リ ッ ク します。

[プリ ロードの順番 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

矢印キーを使用して、 [プリ ロード ] リ スト と  [プリ ロード なし ] リ スト の間でサーブ
レッ ト を移動します。 次に、 [ロード順の調節] 矢印をク リ ッ ク して、 リ ス ト内で
サーブレッ ト を上下に移動します。

8 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク して、 変更を適用します。 JRun によ り  1 から始まるプ リ
ロード番号が各サーブレ ッ ト に割 り当てられます。 サーブレ ッ ト は昇順にプ リ
ロード されます。

9 JRun サーバーを再起動します。

サーブレッ ト をサーブレッ ト 定義の編集ウィ ンド ウで変更した後で、このサーブレッ ト 名
を変更するには、既存のサーブレッ ト の定義をすべて削除し、再追加する必要があり ます。

サーブレッ トへの要求マッピングサーブレッ トへの要求マッピングサーブレッ トへの要求マッピングサーブレッ トへの要求マッピング

JMC を使用する と、 URL パターンにサーブレッ ト をマッピングできます。

JRun で HTTP の要求を受信する と、 サーブレッ ト  エンジンによって、 定義済みコン
テキス ト  パス と  URL パターンが比較され、 次にアプ リ ケーシ ョ ン内にある登録済み
サーブレッ ト と  URL パターンの次の部分が比較されます。 最後に、 残っているパス
情報があれば、 こ の情報がサーブレッ ト に渡さ れて処理されます。 パターンがどの
コンテキス ト  パスにも一致しない場合、要求は既定のアプリケーシ ョ ンに渡されます。

また、ファイル拡張子をサーブレッ ト にマッ ピングし、サーブレッ ト のチェーンを構成
して、 1 つずつ実行すること も可能です。次のセクショ ンでは、 JMC を使用してこれら
のタスクを実行する方法について説明します。

JRun サーバーによるファ イルの処理方法と、 URL 要求を解析する方法の詳細につい
ては、 『JRun によるアプリ ケーシ ョ ンの開発』 を参照して ください。
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サーブレッ トのサーブレッ トのサーブレッ トのサーブレッ トの URL マッピングマッピングマッピングマッピング

JRun を使用する と、 サーブレ ッ ト を URL 接頭辞にマッ ピングする こ とによって、
HTTP の要求からサーブレ ッ ト にアクセスする方法を制御できる よ うにな り ます。
JMC の使用によ り、 次のこ とが実行できます。

• 個々のサーブレッ トやサーブレッ ト  エイ リ アスに URL パターンをマッピングし
ます。 たとえば、 要求を http://www.yourdomain.com/demo にマッピングして
JRunDemoServlet を開始できます。

• URL パターンを  JRun invoker サーブレッ ト にマッピングします。たと えば、ユーザ
が http://www.yourdomain.com/ShoppingCart/anyservlet を要求し、 
/ShoppingCart が invoker にマッピングされる と、anyservlet の値が invoker サーブ
レッ ト に渡さ れ、 サーブレッ ト と し て実行さ れます。 ただし 、 こ の方法は Web
アプリ ケーショ ンがサーブレッ ト 仕様の対象になる前に設計さ れているので、
お勧めできません。 この方法でマッピングする と、 リ ソース参照にエラーが発生
します。 

既定の設定では、 /servlet 接頭辞を含む HTTP の要求は 
http://www.yourdomain.com/demo/servlet/SimpleServlet と同様に、 invoker に
マッピングされます。サーブレッ トにマッピングできる  URL の数に制限はあ り ません。

URL 接頭辞にサーブレッ ト をマッピングするには接頭辞にサーブレッ ト をマッピングするには接頭辞にサーブレッ ト をマッピングするには接頭辞にサーブレッ ト をマッピングするには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [Webアプリケーショ ン ] >
[アプリケーシ ョ ン名 ] > [サーブレッ ト URL のマッピング ] をク リ ッ ク します。  

[サーブレッ ト  URL のマッピング ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

サーブレッ ト  URL のマッピングの編集ウ ィンド ウが表示されます。
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3 [仮想パス /拡張子] フ ィールドに、 サーブレッ ト を呼び出す URL 接頭辞を入力し
ます。たとえば、 「/demo」 や 「/ShoppingCart」 のよ うに指定します。次のフ ィー
ルド で指定されたサーブレッ ト を、この Web アプリ ケーショ ンの既定サーブレッ ト
とするには、 「/」 を入力します。

4 [呼び出されたサーブレッ ト ] フ ィールドに、 URL 接頭辞によって呼び出すサーブ
レッ ト を入力します。 呼び出されるサーブレッ トは、 実際のサーブレッ ト のエイ
リ アスである場合もあ り ます。エイ リ アスを定義するには、 151ページの 「サーブ
レッ トのエイ リ アス設定」 を参照してください。

5 サーブレッ トのマッピングを削除するには、 [削除 ] チェッ ク  ボッ クスをオンにし
ます。

6 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

7 JRun サーバーを再起動します。

接尾辞を持つファイル拡張子のマッピング接尾辞を持つファイル拡張子のマッピング接尾辞を持つファイル拡張子のマッピング接尾辞を持つファイル拡張子のマッピング

JRun では、どのよ うなファイル拡張子でもサーブレッ トにマッピングできます。既定
では、 拡張子 *.jsp は暗黙的に invoker サーブレ ッ ト にマッ ピングされていますが、
明示的にマッピングするこ とによって書き換える こ とができます。

サーブレッ トのファイル拡張子をマッピングするにはサーブレッ トのファイル拡張子をマッピングするにはサーブレッ トのファイル拡張子をマッピングするにはサーブレッ トのファイル拡張子をマッピングするには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [Web アプリケーショ ン ] >
[アプリケーシ ョ ン名 ] > [サーブレッ ト  URL のマッピング ] をク リ ッ ク します。

[サーブレッ ト  URL のマッピング ] パネルが表示されます。

2 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

サーブレッ ト  URL のマッピングの編集ウ ィンド ウが表示されます。

3 [仮想パス /拡張子] フ ィールドに、サーブレッ トにマッピングする拡張子を入力し
ます。 この拡張子を使用して要求されたすべてのファ イルをサーブレッ トにマッ
ピングするには、 ワイルド カード 文字 (*) を使用します。 たと えば、「 *.cfm」 と 入力
します。

4 [呼び出されたサーブレッ ト ] フ ィールドに、 ファ イル拡張子によって呼び出す
サーブレッ ト を入力します。 このよ うなサーブレッ トは、 サーブレッ トのエイ リ
アスである場合も あり ます。 151ページの 「サーブレッ トのエイ リ アス設定」 を
参照してください。 

5 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

6 JRun サーバーを再起動します。
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サーブレッ トのエイリアス設定サーブレッ トのエイリアス設定サーブレッ トのエイリアス設定サーブレッ トのエイリアス設定

サーブレッ ト の URL マッピングの編集ウ ィン ド ウを使用して、 エイ リ アスでサーブ
レッ ト を参照できます。 これによ り、 サーブレッ トの実名など実装の詳細をユーザに
対し て非表示にでき ます。 たと えば、 ShoppingCart と いう 名前のエイ リ アスに
shop_05022001 とい う実名のサーブレッ ト を参照させるこ とができます。新しい名前
を持つサーブレッ ト の新しいバージョ ンを作成するには、1 か所のみ名前を変更します。

同様に、 このサーブレッ トにエイ リ アスを設定する方法でサーブレッ トのチェーンも
参照できます。 詳細については、 152ページの 「エイ リ アスを使用したサーブレッ ト
のチェーン化」 を参照してください。

このセクショ ンでは、エイリ アスを  1 つのサーブレッ ト に割り 当てる方法について説明
します。

サーブレッ トに対してエイリアスを設定するにはサーブレッ トに対してエイリアスを設定するにはサーブレッ トに対してエイリアスを設定するにはサーブレッ トに対してエイリアスを設定するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [Web アプリケーショ ン ] >
[アプリケーシ ョ ン名 ] > [サーブレッ ト  URL のマッピング ] をク リ ッ ク します。 

[サーブレッ ト  URL のマッピング ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。

サーブレッ ト  URL のマッピングの編集ウ ィンド ウが表示されます。

3 [仮想パス /拡張子 ] フ ィールドに、 サーブレッ ト を指示するエイ リ アスを入力し
ます。 たとえば、 「ShoppingCart」 と入力します。

4 [呼び出されたサーブレッ ト ] フ ィールドに、エイ リ アスによって参照されるサーブ
レッ ト名を入力します。 たとえば、 「shop_05022000」 と入力します。

5 サーブレッ トのエイ リ アスを削除するには、 [削除 ] チェッ ク  ボッ クスをオンにし
ます。

6 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

7 JRun サーバーを再起動します。
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サーブレッ トのチェーン化サーブレッ トのチェーン化サーブレッ トのチェーン化サーブレッ トのチェーン化

JRun ではサーブレッ ト のチェーン化がサポート されています。この機能を使用すると 、
あるサーブレッ ト の出力をほかのサーブレッ ト の入力と して使用できます。最も基本的
なサーブレッ ト  チェーン化の方法は、要求を行う と きにサーブレッ ト を、カンマ区切り
リ ス ト と してパス情報に追加するこ とです。

たとえば、 次の要求によって Servlet1 が実行され、 その出力が Servlet2 に送信され
ます。

http://www.yourdomain.com/servlet/Servlet1,Servlet2

この簡単なチェーン化方法では実用的でない場合もあ り ます。JRun でのサーブレッ ト
のチェーン化には、 このほかに次の 2 種類の方法があ り ます。 

• サーブレッ トのエイ リ アス設定

• MIME タイプのフ ィルタ リ ング

後続のセクシ ョ ンで、 JRun でサーブレッ ト をチェーン化する これらの方法について
説明します。

エイリアスを使用したサーブレッ トのチェーン化エイリアスを使用したサーブレッ トのチェーン化エイリアスを使用したサーブレッ トのチェーン化エイリアスを使用したサーブレッ トのチェーン化

JRun では、 1 つの名前、つまり エイリ アスで、チェーンを形成するサーブレッ ト  リ スト
を表すこ とができます。 これはエイ リ アス設定と呼ばれます。 

エイリアス設定を使用してサーブレッ ト をチェーン化するにはエイリアス設定を使用してサーブレッ ト をチェーン化するにはエイリアス設定を使用してサーブレッ ト をチェーン化するにはエイリアス設定を使用してサーブレッ ト をチェーン化するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [Web アプリケーショ ン ] >
[アプリケーシ ョ ン名 ] > [サーブレッ ト  URL のマッピング ] をク リ ッ ク します。 

[サーブレッ ト  URL のマッピング ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

サーブレッ ト  URL のマッピングの編集ウ ィンド ウが表示されます。

3 [仮想パス /拡張子] フ ィールドで、サーブレッ トのチェーンを呼び出すエイ リアス
を指定します。 たとえば、 「/Samples」 と入力します。

4 [呼び出されたサーブレッ ト ] フ ィールドに、 実行順に並べられたサーブレッ ト を
カンマ区切り リ ス ト と して入力します。

たとえば、 SnoopServlet からの出力を UpperCaseFilter に送信するチェーンを作成
する場合は、 「SnoopServlet, UpperCaseFilter」 と入力します。

5 サーブレッ ト のチェーンを削除するには、[削除] チェッ ク  ボッ ク スをオンにします。

6 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

7 JRun サーバーを再起動します。
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MIME タイプタイプタイプタイプ フ ィルタ リングでのサーブレッ トのチェーン化フ ィルタ リングでのサーブレッ トのチェーン化フ ィルタ リングでのサーブレッ トのチェーン化フ ィルタ リングでのサーブレッ トのチェーン化

応答タ イプの設定だけではな く、 MIME タ イプのマッ ピングを使用しても、 サーブ
レッ ト  チェーンを実行できます。しかし、エイリ アスを使用する場合のよ う に、要求に
基づいてどのサーブレッ ト をチェーン化するのかを明確に指定するのではなく 、サーブ
レッ トやサーブレッ ト  チェーンの実行を ト リガする送信 MIME タイプを指定します。

たと えば、 text/plain MIME タ イ プを  UpperCaseFilter サーブレッ ト にマッ ピング
すると 、このアプリ ケーショ ンで text/plain と いう コンテンツ  タイプで応答するサーブ
レッ トがすべて、UpperCaseFilter にチェーン化されます。 コンテキス ト  タイプ text/
plain で応答するその他のタイプの要求でも、 UpperCaseFilter サーブレッ トが起動
されるため注意が必要です。 

ある応答の出力が JRun サーバーでフ ィルタ リ ングされ、 別のサーブレッ トやサーブ
レッ ト  チェーンに渡されるので、 このプロセスはフ ィルタ リ ング と呼ばれます。

MIME タイプタイプタイプタイプ フ ィルタ リングでサーブレッ ト をチェーン化するにはフ ィルタ リングでサーブレッ ト をチェーン化するにはフ ィルタ リングでサーブレッ ト をチェーン化するにはフ ィルタ リングでサーブレッ ト をチェーン化するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [Webアプリケーショ ン ] >
[アプリケーシ ョ ン名 ] > [MIME タイプのチェーン化 ] をク リ ッ ク します。

[MIME タイプのチェーン化] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

MIME タイプのチェーン化の編集ウ ィンド ウが表示されます。

3 [MIME タイプ ] フィールドに、MIME タイプを  xxx/yyy の形式で入力します。 たと
えば、 次のよ うに設定します。

text/vnd.wap.wml

text/plain

text/html

image/gif

image/jpg
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4 [呼び出されたサーブレッ ト ] フ ィールドには、 MIME タイプによ り呼び出される
サーブレッ ト  (またはエイ リ アス ) の名前を入力します。 このフ ィールドにはサー
ブレ ッ ト のチェーンをカンマで区切って入力する こ と も可能です。 た と えば
「UpperCaseFilter, SpellCheckFilter」 と指定します。

5 MIME フ ィルタを削除するには、 [削除 ] チェッ ク  ボッ クスをオンにします。

6 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

7 JRun サーバーを再起動します。

MIME タ イプの例：タ イプの例：タ イプの例：タ イプの例： WML
JRun を WML (Wireless Markup Language) ページを読み込むよ うに設定するには、
JMC を使用して次の拡張子を  MIME タイプにマッピングします。

Web アプリ ケーシ ョ ンの web.xml ファ イルへのエン ト リは、 次のよ うになり ます。

<mime-mapping>
<extension>bmp</extension>
<mime-type>image/bmp</mime-type>

</mime-mapping>
<mime-mapping>

<extension>wbmp</extension>
<mime-type>image/vnd.wap.wbmp</mime-type>

</mime-mapping>
<mime-mapping>

<extension>wmls</extension>
<mime-type>text/vnd.wap.wmlscript</mime-type>

</mime-mapping>
<mime-mapping>

<extension>wml</extension>
<mime-type>text/vnd.wap.wml</mime-type>

</mime-mapping>

拡張子拡張子拡張子拡張子 MIME タイプタイプタイプタイプ

bmp image/bmp

wbmp image/vnd.wap.wbmp

wmls text/vnd.wap.wmlscript

wml text/vnd.wap.wml
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SSI タグレッ トの使用タグレッ トの使用タグレッ トの使用タグレッ トの使用

JRun には、 サーバー側インクルード  (SSI) タグレッ ト を使用して HTML ファ イルに
Java サーブレ ッ ト を埋め込むオプシ ョ ンが用意されています。 タグレ ッ ト によ り、
SHTML ファ イルで固有のタグをフレキシブルに定義し、 実装できます。

SSI は、以前はダイナ ミ ッ ク  コンテンツの作成に広く使用されていました。 JRun では
主に古い実装をサポー トする目的で使用します。 現在では、 JavaServer Pages (JSP)
および Java サーブレッ ト  テク ノ ロジが タグレッ ト付きの SSI の代わりに使用される
よ うになり、 機能的にも大幅に拡張されています。

このセクシ ョ ンでは、JRun で使用する  SSI タグレッ トの構成方法について説明します。
SSI タグレッ ト の使用の詳細については、 『JRun によるアプ リ ケーシ ョ ンの開発』 を
参照してください。

SSI を構成するにはを構成するにはを構成するにはを構成するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [Webアプリケーショ ン ] >
[アプリケーシ ョ ン名 ] > [サーバー側インクルード ] を選択します。

[サーバー側インクルードの設定 ] パネルが表示されます。

2 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

サーバー側インクルードの設定の編集ウ ィンド ウが表示されます。

3 次の表の説明に従ってプロパティを入力します。 

4 SSI タグレッ トのマッピングを削除するには、 [削除 ] チェッ ク  ボッ クスをオンに
します。

5 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

6 JRun サーバーを再起動します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

タグレッ ト名 タ グレッ ト 名を入力し ます。 たと えば、「 foo」 と 入力し ます。
サーブレッ ト を呼び出す場合は、Web ページで次のコードを使
用します。
<foo></foo>

サーブレッ ト  
マッピング

タ グレッ ト によっ て参照さ れるサーブレッ ト を入力し ます。
たと えば、「 SnoopServlet」 と 入力し ます。 この結果、 <foo>
タ グレッ ト を  Web ページで使用すると、 SnoopServlet サーブ
レッ トが呼び出されます。
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エンタープライズエンタープライズエンタープライズエンタープライズ アプリケーシ ョ ンの構成アプリケーシ ョ ンの構成アプリケーシ ョ ンの構成アプリケーシ ョ ンの構成

JRun では、 Enterprise JavaBeans (EJB) および EAR ファ イルの公開をサポート してい
ます。 EJB を開発し、ホームと リ モート  インターフェイスを定義すると 、公開の準備が
できます。 ただし、 この 「公開」 とい う用語は、 JRun の EJB に使用する場合と意味が
若干異なるので注意が必要です。サーブレッ ト の場合は、 コンパイル、テスト を行って
から 、 最後に公開して配布し ます。 EJB の場合は、 コンパイル、 テス ト を実行する
ための公開およびテス ト を行ってから、 最終的に公開して配布します。

JMC には [Enterprise JavaBeans] パネルがあ り、 [マシン名 ] > [JRun サーバー名] >
[Enterprise JavaBeans] をク リ ッ ク してアクセスします。

このセクシ ョ ンでは、 次のト ピッ クについて説明します。

• 「EJB の公開」 156ページ

• 「EJB の再公開」 158ページ

• 「EJB の削除」 159ページ

• 「EJB の構成」 160ページ

• 「EAR ファ イルの公開」 161ページ

JRun での Enterprise JavaBeans の詳細については、『JRun によるアプ リケーシ ョ ンの
開発』 を参照して ください。

EJB の公開の公開の公開の公開

JMC を使用して、 JRun で公開する  Bean を作成します。 JMC での公開では、次のアク
シ ョ ンを実行します。

• 提供された JAR ファ イルの一覧にある  EJB にホームとオブジェク ト実装を生成し
ます。 

• 生成されたオブジェク トにスタブ ク ラスを作成します。

• deploy.properties ファイルが ejipt.isCompatible=true を指定している場合に限り、
JDK 1.1 ベースのク ラ イアン ト で使用する場合に必要となるスケル ト ンを作成し
ます。
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• deploy.properties のプロパティ と現在の環境のプロパティを使用して、
runtime.properties ファ イルを作成します。 runtime.properties ファ イルは、実行
時環境を確立するために JRun によって使用されます。

• ejb-jar.xml ファ イルは変更されません。 JMC ではその代わりに deploy.properties
フ ァ イルを変更し て、 公開者または管理者が、 開発者によ って設定された

ejb-jar.xml 内のプロパティを上書きできます。

JMC 公開ツールは、 /deploy ディ レク ト リ でのみ動作します。 JAR ファ イルなどの
すべての入力は /deploy ディレク ト リで使用可能でなければならないので、生成された
すべての出力は /deploy ディ レク ト リに公開されるよ うにする必要があ り ます。

EJB を公開するにはを公開するにはを公開するにはを公開するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名 ] > [Enterprise JavaBeans]
をク リ ッ ク します。

[Enterprise JavaBeans] パネルが表示されます。

2 ページ最上部にある  [公開 ] リ ンクをク リ ッ ク します。または、 [マシン名 ] > [JRun
サーバー名] をク リ ッ ク してから、ページ最上部の [EJB 公開] をク リ ッ クする方法
もあ り ます。

[Enterprise JavaBeans の公開 ] パネルが表示されます。
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3 次の表の説明に従って、 右側ペインにプロパティを入力します。

4 [公開 ] をク リ ッ ク します。

5 JRun サーバーを再起動します。

EJB の再公開の再公開の再公開の再公開

JMC の [Bean プロパティの編集 ] ウ ィ ン ド ウか、 bean_name.properties ファ イルを
変更するほかのツールを使用して Bean のプロパティを変更する場合は、 その EJB が
含まれている  JAR ファ イルを再公開する必要があ り ます。 このセクシ ョ ンでは、 JRun
サーバー上にある  JAR を一括して再公開する方法について説明します。

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名 ] > [Enterprise JavaBeans]
をク リ ッ ク します。

[Enterprise JavaBeans] パネルが表示されます。

2 ページ最上部にある  [すべての Jar を再公開 ] リ ンクをク リ ッ ク します。

[OK] または [Cancel] をク リ ッ クするよ うに要求するプロンプ トが表示されます。

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

EJB Jar フ ァイル EJB の JAR フ ァイルへのパスを入力するか、[参照 ] をク リ ッ
クして、 JRun の ディ レク ト リ  リーダーを使用します。

JRun サーバー名 EJB を公開するサーバーを選択します。

公開プロパテ ィ deploy.properties ファイルに保存されている EJB のサーバー
レベルの公開プロパテ ィ を編集します。 name=value の組み
合わせの変更、 追加、 削除が可能です。 EJB を公開するとき
に、変更を加えたファイルで JMC によって deploy.properties
ファイルが上書きされます。

JMC 公開ツールでは ejb-jar.xml フ ァイルは変更されません。
開発者によって設定された ejb-jar.xml 内のプロパテ ィ を公開
者または管理者によって上書きできるようにする

deploy.properties ファイルがあります。
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メモメモメモメモ

すべての JAR ファ イルのサーバーへの再公開に要する時間は、 ファ イルのサイズ
と個数によって異なり ます。

3 [OK] をク リ ッ ク します。

JRun では、以前 JRun サーバーで公開された  JAR ファイルがすべて再公開されます。

EJB の削除の削除の削除の削除

JAR ファ イルから  EJB を削除するには、 次の手順を実行します。 この手順では、 ファ
イルがファ イル システムから実際に削除されるわけではあ り ません。 JRun サーバー
への登録だけが削除されます。

EJB を削除するにはを削除するにはを削除するにはを削除するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名 ] > [Enterprise JavaBeans]
をク リ ッ ク します。

[Enterprise JavaBeans] パネルが表示されます。

2 ページ最上部にある  [削除 ] リ ンクをク リ ッ ク します。

[Enterprise JavaBeans コンテナを削除します。 ] パネルが表示されます。

3 アプリ ケーシ ョ ン  リ ス ト  ボッ クスで削除する  JAR ファ イルを選択します。

4 [削除 ] ボタンをク リ ッ ク して、 JAR ファ イルを削除します。

5 JRun サーバーを再起動します。
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EJB の構成の構成の構成の構成

JMC を使用する と、管理できる  Bean コンテキス トの数を設定できます。Bean コンテ
キス トは、 公開された Bean のインスタンスのステータスに関する情報の取得に使用
します。 コンテキス トは Bean インスタンスの作成時に作成され、 Bean インスタンス
が存在する間はその Bean に関連付けられ、ほかの Bean インスタンスで使用するこ と
はできません。 コ ンテキス ト には、 Bean イ ンスタ ンスについて、 イ ンスタ ンスの
ステートが変化したかど うかを示す情報などが記録されます。

利用できるコンテキス トの数は、 JMC の ejipt.maxContexts、 ejipt.maxFreeContexts、
および ejipt.minFreeContexts プロパティを設定するこ とによって管理できます。JMC
では、 この情報を Bean の default.properties ファイルに書き込みます。 JMC では、 ほ
かの Bean プロパティ も  Bean プロパティの編集ウ ィン ド ウに表示されます。 このセ
クシ ョ ンでは、 このよ うな Bean プロパティを編集する方法について説明します。

メモメモメモメモ

既存の Bean プロパティを変更する場合は、Bean の JAR ファイルの再公開が必要です。

Bean コンテキス ト  プロパティの使用の詳細については、 JRun JavaDocs ファ イルに
付属する  「Ejipt Properties API」 のマニュアルや、 『JRun によるアプ リ ケーシ ョ ンの
開発』 を参照してください。

EJB 設定を構成するには設定を構成するには設定を構成するには設定を構成するには

1 JMC の左側ペインで、[マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [Enterprise JavaBeans] >
[Jar ファイル ] > [Bean] をク リ ッ ク します。

[Bean プロパティ ] パネルが右側ペインに表示されます。

2 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

Bean プロパティの編集ウ ィンド ウが表示されます。
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3 JRun JavaDocs ファ イルに付属する 『Ejipt Properties API』 マニュアルの説明に
従ってフ ィールドを編集します。

4 [更新 ] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

5 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名 ] > [Enterprise JavaBeans]
をク リ ッ ク します。

[Enterprise JavaBeans] パネルが表示されます。

6 ページ最上部にある  [すべての Jar を再公開 ] リ ンクをク リ ッ ク します。 

[OK] か [Cancel] をク リ ッ クするよ うに要求するプロンプ トが表示されます。

メモメモメモメモ

すべての JAR ファ イルのサーバーへの再公開に要する時間は、 ファ イルのサイズ
と個数によって異なり ます。

7 [OK] をク リ ッ ク します。

JRun では、以前 JRun サーバーで公開された  JAR ファイルがすべて再公開されます。

8 JRun サーバーを再起動します。

EAR ファイルの公開ファイルの公開ファイルの公開ファイルの公開

EAR (Enterprise Application アーカイブ ) ファ イルには、 ディ レ ク ト リ構造のすべて
とエンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ンを定義するすべてのファ イルが組み込まれて
います。 EAR ファ イルは、 JAR ファ イルと同じツールを使用して作成します。 J2EE
アプ リ ケーシ ョ ン公開時に、 JRun では EAR ファ イルに格納された WAR ファ イルが
変換され、 指定 JRun サーバーに新しいアプ リ ケーシ ョ ンが定義されます。 JRun は、
EAR ファ イルに格納されたすべての EJB JAR ファ イルも公開します。

JMC を使用して、 指定の環境に J2EE アプリ ケーシ ョ ンをインス トールします。 EAR
ファイルのインス トール時に、JMC によってサーバー固有パラ メータのセッ トの構成、
ディ レク ト リ構造の形成、 JRun プロパティ  ファ イルの更新が行われます。

EAR ファ イルには、 META-INF/application.xml 公開記述子が格納されている必要が
あ り ます。 この公開記述子から、 JRun アプリケーシ ョ ン公開ユーティ リ ティに情報が
提供されます。

EAR ファ イルおよび J2EE アプリ ケーシ ョ ンの詳細については、 『JRun によるアプ リ
ケーシ ョ ンの開発』 を参照してください。
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EAR ファイルを公開するにはファイルを公開するにはファイルを公開するにはファイルを公開するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ] > [JRun サーバー名] をク リ ッ ク します。 

[JRun Default Server] パネルが表示されます。

2 [EAR 公開] リ ンクをク リ ッ ク します。

[J2EE アプリケーシ ョ ンの公開 ] パネルが表示されます。
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3 次の表の説明に従って、 右側ペインにプロパティを入力します。

4 [公開 ] ボタンをク リ ッ ク して、 EAR ファ イルを公開します。

5 JRun サーバーを再起動します。

ログログログログ ファイルファイルファイルファイル ビューアの使用ビューアの使用ビューアの使用ビューアの使用

JRun にはログ  ファ イル ビューアが組み込まれており 、 これを使用すると 、 JMC 内から
JRun ログ ファ イル内のエン ト リ を表示できます。 このログ ファ イル ビューアでは
交換されたログ ファ イル (default-event_1.log など ) を確認しません。現在のログ ファ
イルのみを読み込みます。

ログ ファ イルの情報の量は、ログ ファ イルの設定によって異なり ます。JRun サーバー
レベルでログ レベルの設定値を変更する場合は、 108ページの 「JRun サーバー イベ
ン ト  ログの設定」 を参照し てく ださ い。 アプリ ケーショ ン  レベルでログ  レベルの
設定値を変更する場合は、 141ページの 「JRun アプリ ケーシ ョ ン  イベン ト  ログの構
成」 を参照してください。

JMC にににに JRun ログログログログ ファイルを表示するにはファイルを表示するにはファイルを表示するにはファイルを表示するには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [ログ ビューア ]をク リ ッ
ク します。

[default ログ ファ イルの表示] パネルが表示されます。

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

Ear フ ァイル EAR フ ァ イルへのパスを入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク
して JRun の ディ レク ト リ  リーダーを使用します。

JRun サーバー名 EAR フ ァイルの公開先の JRun サーバーを選択します。
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2 次の表の説明に従ってフ ィールドを編集します。

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

表示するエン ト リ数 表示するログ フ ァ イルの行数を指定し ます。 ログ フ ァ イル
ビューアには、 この行数の最新のログ エント リが表示されます。
最大行数は 99999 です。 ログ ファイル全体を表示する場合は、
このフ ィールドは空白にして く ださい。 既定値は 25 です。

ログ タイプ 表示する JRun ログ ファイルのタイプを選択します。 既定値は
Event です。

開始行 (オプシ ョ ン ) ログ フ ァ イル表示を開始する行の番号を指定し
ます。 行番号は、 ログ フ ァイル ビューアの左側に [行番号 ] と
表示されます。

検索 (オプショ ン ) 表示するログ ファ イルのエント リにある文字列を
入力します。 ログ ファ イル ビューアには、 この文字列が含まれ
ているエント リのみが表示されます。この後、対応する行番号を

クリ ッ クし 、 ログ ファイル内のその行にジャンプできます。

大文字小文字を区別

して検索

(オプシ ョ ン ) [検索 ] フ ィールドで大文字と小文字を区別するに
は、このチェ ッ ク  ボッ クスをオンにします。既定値はオフです。

逆の順に表示 (オプシ ョ ン ) このログ フ ァイルでの最新のログ エン ト リを先
頭に表示するには、 このチェ ッ ク  ボッ クスをオンにします。既
定値はオフです。
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3 [表示 ] をク リ ッ ク してログ ファ イルを表示します。 

JMC パネルにログ タイプのログ ファ イルが表示されます。

4 ログ アクティビティを更新するには、 [表示 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 ログ ファ イル ビューアの設定値を リセッ トするには、 JMC の左側パネルにある  
[ログ ビューア ] を再度ク リ ッ ク します。
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JMC キーの検索キーの検索キーの検索キーの検索

キー検索機能を使用して、 接頭辞や接尾辞によって、 1 つ以上の JRun サーバー内で
キー (プロパティ名) を検索できます。

キー検索を実行するにはキー検索を実行するにはキー検索を実行するにはキー検索を実行するには

1 JMC のアクセス  バーの [キー検索] をク リ ッ ク します。 各 JMC パネルの [キー検索]
ボタンをク リ ッ クするこ と もできます。

右側ペインにキー検索ウ ィンド ウが表示されます。

2 一般的に使用されるキーを検索するには、 [よ く使われるキー ] を選択し、 ド ロ ップ
ダウン  リ ス ト  ボッ クスからキーを選択します。

追加したキーを検索するには、 [ユーザ定義キー ] を選択し、指定されたフ ィールド
にキーを入力し ます。 次に、 適切なボタ ンをク リ ッ ク し て、 こ のキーが接頭辞
または接尾辞のどちらであるかを指定します。

3 [サーバーを選択します] リ スト  ボッ クスで検索の対象と なる  JRun サーバーを選択
します。複数の JRun サーバーを選択すると きは、まず 1 つのサーバーをク リ ッ ク し、
Ctrl キーを押しながら、 残りの JRun サーバーをク リ ッ ク します。

4 [検索 ] をク リ ッ ク します。 

ウ ィンド ウの下部ペインには検索の結果が表示されます。

ログログログログ アウトアウトアウトアウト

変更内容を有効にするために JMC のログ アウ トが必要な場合があ り ます。

JMC からログからログからログからログ アウトするにはアウトするにはアウトするにはアウトするには

1 JMC のアクセス  バーの [ログアウ ト ] をク リ ッ ク します。

これで JRun からログ アウ トできます。 [ログイン ] 画面が表示されます。
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コネクタについてコネクタについてコネクタについてコネクタについて
この章では、 外部 Web サーバーに接続する場合の JRun について説明します。 また、
いくつかの一般的な事例と、分散環境で JRun を使用する場合に役立つセキュ リティ と
要求のチェーン化などの問題も取り上げます。
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JRun ポートについてポートについてポートについてポートについて

JRun サーバーで使用される既定のポートは 4 つあり、 JRun を管理する際に認識する
必要があ り ます。 新しい JRun サーバーを追加する と きは、 これらのポートの認識が
特に重要です。 86ページの 「JRun サーバーの追加と削除」 を参照して ください。 

各ポートは JRun サーバーご とに固有でなければなり ません。 これらのポートは次の
とおりです。

• 2 つの JWS ポート  (admin JRun サーバーおよび default JRun サーバー)。これらの
ポートから  JWS への HTTP 要求を受信します。

• 2 つの制御ポート  (admin JRun サーバーおよび default JRun サーバー )。 これらの
ポート によって、 管理コンソ ールに対する管理メ ッ セージの送受信を行います。
た とえば、 JRun サーバーへの開始コマンドや終了コマンドがあ り ます。

次の図は、 関連する既定のポート間の対話を示します。 この図は既定の JRun セッ ト
アップを想定しています。

コネク タ  ウ ィザードを実行して JRun を外部 Web サーバーに接続する場合、認識する
必要があるも う  1 つのポートは、 JRun コネクタ  プロキシ (JCP) ポートです。 JCP は、
Web サーバーから渡される  JRun への要求を処理するモジュールです。 このモジュール
は JRun 接続モジュール ( JCM) と も 呼ばれます。 JCP ポート によって、 JRun 接続
モジュール (JCM) と  Web サーバー コネク タ との接続が容易になり ます。 接続された
JRun サーバーご とに 1 つの JCP ポート を使用します。

default JRun サーバーおよび admin JRun サーバーのほかに  JRun サーバーを追加
する場合は、 その制御ポートおよび JWS ポート を認識する必要があり ます。 コネクタ
ウ ィザードを実行して新しい JRun サーバーを接続した場合、 その JCP ポート も認識
する必要があり ます。 
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次の図は、 これらのポート間の対話を示します。
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次の表は、前に説明した各ポート と、EJB サーバーに使用されるその他のポート を示し
ます。 また、 JRun サーバーを追加する際に各ポートに使用する推奨範囲も示します。

空きポートの検出空きポートの検出空きポートの検出空きポートの検出

JRun インス トール中に空きポー トが検出されます。 ただし、 コンピュータに JRun
サーバーを新たに追加する場合は、 プログラ ミ ングによって空きポート をスキャン
できます。 このセクシ ョ ンでは、 単純な Java ユーテ ィ リ テ ィ を使用してこの作業を
実行する方法を説明します。

JRun には、一定範囲のポート をスキャンして使用可能なポート を返す GetControlPort
ユーティ リ ティ が用意されています。 GetControlPort は allaire.jrun.install パッケージ
に含まれています。 GetControlPort を呼び出すには、 ク ラ スパスに JRun のルー ト
ディ レク ト リ /lib/install.jar を含める必要があ り ます。

GetControlPort は、 コマンド  ラ インまたは Java アプリ ケーシ ョ ンから呼び出すこ と
ができます。 

ポート名ポート名ポート名ポート名
(local.properties 内内内内 )

説明説明説明説明 既定値既定値既定値既定値 
(JRun サーバーごとサーバーごとサーバーごとサーバーごと )

推奨範囲推奨範囲推奨範囲推奨範囲

web.endpoint.main.port JWS で使用されるポート 。既定で、
各 JRun サーバーに関連付けられた
JWS があります。これはその JWS
の HTTP ポート です。

admin: 8000
default: 8100

8101 - 8199

jcp.endpoint.main.port JRun 接続モジュール (JCM) と も
呼ばれる  JRun コネクタ  プロキシ
(JCP) に使用されるポート 。 この
ポート によって、JRun は外部 Web
サーバーの JRun コネクタ と通信
することができます。

コネクタ  ウィ ザード を使用
して JRun サーバーを外部
Web サーバーに接続しない
場合、 既定値は空白になり

ます。

既定値は 51000 です。

51001 - 51999

control.endpoint. 
main.port

JRun サーバーがほかの JRun サー
バーに制御メ ッ セージを送信する

ために使用するポート

admin: 52000
default: 53000

53001 - 53999

ejipt.classServer.port EJB エンジンがク ラ イ アント に
ク ラスを配布するために使用する

ポート

admin: 2423
default: 2323

2300 - 2399

ejipt.homePort EJB ホーム オブジェ ク ト用の
ポート

admin: 2433
default: 2333

2400 - 2499
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コマンドコマンドコマンドコマンド  ラインからのラインからのラインからのラインからの GetControlPort の使用の使用の使用の使用

次に、 コマンド  ラ インから  GetControlPort を呼び出す場合の使用方法を示します。

% java [-classpath classpath] allaire.jrun.install.GetControlPort min 
max [output_file]

たとえば、51000 ～ 51999 の範囲で最初の空きポート を探すには、次のよ うにします。

% java allaire.jrun.install.GetControlPort 51000 51999

Java アプリケーシ ョ ンからのアプリケーシ ョ ンからのアプリケーシ ョ ンからのアプリケーシ ョ ンからの GetControlPort の使用の使用の使用の使用

GetControlPort は 1 つのパブリ ッ ク  メ ソッ ド である  scan() を持ちます。このメ ソッ ド
は、 範囲の上限と下限の 2 つの引数を取 り ます。 これらの引数のデータ  タ イプは
String です。 String の配列で渡すこ と もできます (以下を参照 )。 GetControlPort は、
該当範囲内の最初の空きポー ト を返します。 エラーになった場合、 GetControlPort

から  -1 が返されます。

例 :

String[] portrange = new String[2];
String openport = new String;
portrange[0] = "51000";
portrange[1] = "51999";
GetControlPort gcp = new GetControlPort();
openport = gcp.scan(portrange);
out.println("The first open port between " + portrange[0] + " and " +

portrange[1] + " is " + openport);
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Web サーバーサーバーサーバーサーバー コネクタについてコネクタについてコネクタについてコネクタについて

ネイティブのサーバー接続モジュール、 すなわち 「コネク タ」 は、 特定の Web サー
バー、 ハード ウェア アーキテクチャ、 およびオペレーティ ング システムに対応して
コンパイルされています。 たとえば、 JRun で Netscape Application Server 用のコネ
クタを作成する場合は、NSAPI を使用し、 JRun がサポートする各ハードウェア アーキ
テクチャおよびオペレーティング システムに合わせて作成します。 JRun コネクタは、
標準コネク タ  サービス  プロバイダ インターフェイスを定義する  Sun J2EE コネク タ
とは別のものです。

各 JRun サーバーに複数の Web サーバーを接続できます。通常の公開環境では、アプリ
ケーシ ョ ンを処理する  default JRun サーバーに、 1 つの Web サーバーを接続します。
次の図では、 default サーバーに接続している  Web サーバーの例を示しています。

アプ リ ケーシ ョ ン  リ ソースへの要求が発生する と、 Web サーバー上のコネク タは、
JRun サーバー内に存在する  JRun 接続モジュール へのネッ ト ワーク接続を開きます。
接続モジュールは透過的なコ ミ ュニケータ  (伝達仲介者) と しての役割を果たし、コネ
クタからの要求を変換して  JRun サーバーに伝達します。JRun サーバーは要求を処理し、
その結果を接続モジュール サービスに返します。 

各 JRun サーバーは、 それぞれ異なるネッ ト ワーク  ポート番号を使用して、 Web サー
バーからの要求を受信します。上の図では、default JRun サーバーはポート番号 51000
で受信し ます。 JRun サーバーと  Web サーバー間の接続を構成する場合、 ユーザは
こ のポート番号を指定する必要があ り ます。 

また、 2 番目のパラ メータである 「バインド  アドレス」 を使用して、 Web サーバーと
JRun サーバー間の接続を定義する こ と もできます。 バイン ド  ア ド レスには、 JRun
サーバーが要求を受信できるネイテ ィブ Web サーバーの IP アドレスを指定します。
既定では、すべての JRun サーバーのバインド  アドレスは 「*」 です。 * は、 JRun サー
バーがすべての IP アドレスの Web サーバーから要求を受信するこ とを表します。
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Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン ファイル内のコネクタのプロファイル内のコネクタのプロファイル内のコネクタのプロファイル内のコネクタのプロ

パティパテ ィパテ ィパテ ィ

JRun コネク タのプロパテ ィは、 Web サーバー マシン上に格納されます。 Web サー
バーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルである  jrun.iniには IIS 実装のプロパティが、
httpd.conf には Apache のプロパティが、 そして obj.conf には Netscape/iPlanet の
プロパティが含まれます。 

これらのプロパティ は接続モジュールの初期化を行います。その際、接続モジュールが

JRun サーバーを見つけて、 どのサーバーに接続すべきかを判断できるよ うな設定を
使用します。 次の表は、 Web サーバーのコンフィ ギュレーショ ン  ファ イルに含まれる
JRun プロパティを示します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

jrun.rootdir jrun.rootdir プロパティ は、 JRun のインスト ール先を指定します。たと えば、
/opt/JRun や c:\Progra~1\Allaire\JRun のように指定します。

jvmlist jvmlist プロパティ は、この Web サーバーに接続される  JRun サーバーの
一覧を指定します。 たとえば、 default、 admin、 production、 qa のよ うに
指定します。

verbose verbose プロパテ ィは、JRun サーバーと  Web サーバー間の通信に関する、
より詳細なログ フ ァイル エン ト リを作成します。 このログ ファイル エン
ト リは、 Web サーバーのログ フ ァイルに影響を与えます。 既定値は false
です。

proxyhost
proxyport

proxyhost および proxyport プロパテ ィは、 JRun 接続モジュール (JCM) が
接続されるネイテ ィ ブ コネク タ を指示します。 JCM は、 外部 Web サー
バーからの要求を受信するサービスです。 
proxyhost プロパテ ィは、 JRun を実行するコンピュータの IP アドレスを
参照し ます。 proxyport プロパティ は、 JRun が Web サーバーからの要求を
受信するポート を参照し ます。 Web サーバーは、 proxyhost アド レス /
proxyport の組み合わせを使用して、 ソケッ ト に要求を送信します。 
JRun をこのポート とアド レスの組み合わせで受信するよう に設定すること
も必要です。 詳細については、 175 ページの 「local.properties フ ァ イル内
のコネクタのプロパテ ィ 」 を参照してく ださい。

コネクタ  ウィ ザード を実行する場合、 proxyhost および proxyport は JMC に
よって設定されます。 ただし 、 同一コンピュータ上にない Web サーバーに
接続するときは、場合によっては、これらのプロパティ を手作業で編集する

必要があります。
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Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン ファイルのサンプルファイルのサンプルファイルのサンプルファイルのサンプル

このセクシ ョ ンでは、Web サーバーを JRun に接続する場合の Web サーバーのプロパ
ティの例を示し、 Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルのパラ メータを
具体的に説明します。 ここで説明する例では、 JRun サーバーと  Web サーバーが同一の
コンピュータ上にあるものと します。

Apache コンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ン ファイルファイルファイルファイル

Apache Web サーバーと 同一のコンピュータに  JRun の標準イ ンス ト ールを行った
場合、 httpd.conf ファ イルは次のよ うになり ます。

LoadModule ステート メ ン トは、 マルチ ホスティング環境での VirtualHost ディ レク
ティ ブの外部に記述する必要があり ます。 こ れは、 LoadModule ステート メ ント の
参照はグローバル レベルで 1 回だけ行 う よ うにする必要があるためです。
LoadModule ステート メン トが必要となるのは、 JRun を  DSO モジュールと して使用
する場合だけです。

また、 Apache コンフィ ギュレーショ ン  ファ イルでは、 rulespath の代わり に
Mappings を使用します。

LoadModule jrun_module136 "/opt/JRun/connectors/apache/intel-linux/
mod_jrun.so"

<IfModule mod_jrun.c>
JRunConfig jrun.rootdir "/opt/JRun/bin/.."
JRunConfig jvmlist default
JRunConfig Verbose false
JRunConfig ProxyHost 127.0.0.1
JRunConfig ProxyPort 51000
JRunConfig Mappings "/opt/JRun/servers/default/local.properties"

</IfModule>

rulespath rulespath プロパテ ィは、 local.properties フ ァ イルの場所を指定します。
local.properties フ ァイルには、 JRun に渡す要求をネイテ ィ ブ コネクタに
指示するマッピング ルールが含まれています。
JRun がリモート  コンピュータにインス トールされている場合、 それらが
同じ フ ァ イル システムにあると きは、 rulespath プロパティ にリ モート
コ ンピュータへの絶対パスを指定する必要があります。 一方、 異なるファ
イル システムにあるときは、 local.properties フ ァイルのコピーをローカル
ファイル システム上に作成する必要があります。
同じファイル システムを共有していても、 ローカル コンピュータに
local.properties ファイルをコピーする必要がある場合もあります。 

scriptpath IIS のみ適用されます。 scriptpath プロパテ ィは、 Web サーバー上の仮想 /
scripts ディ レク ト リを指定します。

errorurl オプシ ョ ンの errorurl プロパティ は、カスタマイズしたエラー メ ッ セージを
指定します。既定では、このプロパテ ィはコ メン ト化されています。エラー

メ ッセージのカスタマイズの詳細については、 『JRun によるアプリケー
シ ョ ンの開発』 を参照して く ださい。

プロパテ ィプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明
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IIS コンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ン ファイルファイルファイルファイル

IIS の場合、 JRun では jrun.ini ファ イルを使用して jrun.dll フ ィルタを初期化します。
一般的な jrun.ini は次のよ うになり ます。

jrun.rootdir=C:/PROGRA~1/Allaire/JRun
jvmlist=default
verbose=false
proxyhost=127.0.0.1
proxyport=51000
scriptpath=/scripts/jrun.dll
rulespath=C:/Progra~1/Allaire/JRun/servers/default/local.properties
#errorurl=<optionally redirect to this URL on errors>

Netscape/iPlanet コンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ン ファイルファイルファイルファイル

Netscape/iPlanet Web サーバーの一般的な obj.conf ファ イルは次のよ うになり ます。

Init jrun.rootdir="C:/PROGRA~1/Allaire/JRun" proxyport="51000"
verbose="false" proxyhost="127.0.0.1" jvmlist="default"
rulespath="C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/default/
local.properties" fn="jruninit"

local.properties ファイル内のコネクタのプロパティファイル内のコネクタのプロパティファイル内のコネクタのプロパティファイル内のコネクタのプロパティ

各 JRun サーバーの local.properties ファ イルの JCP Services セクシ ョ ンには、JRun コ
ネク タに影響を与えるプロパティが含まれます。 次の表は、 これらのプロパティを示
します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

jcp.endpoint.main
.interface

JMC の [外部 Web サーバー アドレス ] フ ィールドに対応します。
このプロパテ ィ を使用すると、JRun に接続可能な Web サーバー
を制限できます。 既定値は、 すべての Web サーバー (*) です。
JRun サーバーは、 jcp.endpoint.main.interface プロパテ ィ と一致
する Web サーバーからのみ要求を受け入れます。

jcp.endpoint.main
.bindaddress

JMC の [受信ア ド レス ] フ ィールドに対応します。 このプロパ
テ ィは、 外部 Web サーバーからの要求を受信する JRun サー
バーのアド レスを指定し ます。 JRun と  Web サーバーが同一の
コ ンピュータ上にある場合は、 127.0.0.1 に設定されます。

jcp.endpoint.main
.port

JMC の [受信ポート ] フ ィールドに対応します。 このプロパテ ィ
は、 JRun サーバーが外部 Web サーバーからの接続を受信する
ポート を指定します。

timeout
min.threads
active.threads
max.threads

JCP Services セクショ ンの残り  の 4 つのプロパティ は、スレッ ド
の設定を参照します。 これらのプロパテ ィは、 JCP の構成に直接
影響を与えません。 これらのフ ィ ール ドの詳細については、

114 ページの 「並行処理の概要」 を参照して く ださい。
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1 つのつのつのつの Web サーバーへの複数のサーバーへの複数のサーバーへの複数のサーバーへの複数の JRun サーバーの接続サーバーの接続サーバーの接続サーバーの接続

1 つの JRun サーバーを  1 つの外部サーバーに接続するのは簡単です。 ただし、 外部
Web サーバーにさ らに別の JRun サーバーを接続する場合は、 特別な手順を実行する
必要があ り ます。

たとえば、 admin JRun サーバーおよび default JRun サーバーのほかに、テス ト /品質
管理用の QA JRun サーバーと実際の運用に使用される  Production JRun サーバーが
必要である と します。 この場合、複数の JRun サーバーを、同じコンピュータ上の 1 つ
の Web サーバーに接続して実行します。この事例を図に示すと、次のよ うになり ます。 

このセクシ ョ ンでは、 IIS や Apache など、 1 つの Web サーバー、 1 つ の JRun プログ
ラム、および複数の JRun サーバーがすべて同一のコンピュータ上に必要である と想定
します。

設定の詳細設定の詳細設定の詳細設定の詳細

JRun は 3 つのファイルを使用して、1 台のコンピュータ上で 1 つの外部 Web サーバー
に接続されている複数の JRun サーバーに対して設定を行います。それらのファイルは
次のとおりです。

• Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル (IIS の場合は jrun.ini、iPlanet/
Netscape の場合は obj.conf 、 Apache の場合は httpd.conf など )

• jvms.properties

• 各 JRun サーバーの local.properties ファ イル

これらの各ファ イルでの変更については、 以降のセクシ ョ ンで説明します。 2 つ目の
JRun サーバーを  Web サーバーに追加する手順については、 178ページの 「Web サー
バーの接続」 を参照してください。
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Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン ファイルファイルファイルファイル

JRun と  Web サーバーが同一のコンピュータ上にある場合、Web サーバーのコンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  ファ イル内の jrun.rootdir および jvmlistプロパティによって、 コネ
ク タがすべての JRun サーバーと通信するよ うに設定できます。 

たとえば、 Apache コンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルは次のよ うになり ます。

JRunConfig jrun.rootdir "/opt/JRun/.."
JRunConfig jvmlist default,production,qa

jrun.rootdir プロパティを使用して、 jvms.properties ファ イルを検索します。 jvmlist
プロパティは、 jvms.properties の一覧に示されたサーバーを確認するために使用さ
れます。

jvms.properties ファイルファイルファイルファイル

jvms.properties ファ イルによって、 各 JRun サーバーのルート  ディ レク ト リが JRun
に提供されます。 次に例を示します。

default=/opt/JRun/servers/default
production=/opt/JRun/servers/production
qa=/opt/JRun/servers/qa

各各各各 JRun サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの local.properties ファイルファイルファイルファイル

各 JRun サーバーのルー ト  ディ レ ク ト リ を取得する と、 JRun では local.properties
ファ イルを検索できるよ うになり ます。 各サーバーのファ イルが読み取られ、 JCP の
設定情報 (バインド  アドレス とポート ) が調べられます。

## jcpservices
jcp.endpoint.main.bindaddress=127.0.0.1
jcp.endpoint.main.port=55555

JRun と  Web サーバーが同一のコンピュータ上にない場合、 JRun では Web サーバー
のコンフ ィ ギュレーシ ョ ン  ファ イル内の proxyhost、 proxyport、 および rulespath
プロパティを使用して、各 JRun サーバーの local.properties ファ イルが検索されます。
詳細については、179ページの「単純な分散環境での JRun の実行」を参照してく ださい。

複雑な分散環境で JRun をインス トールする場合、 JRun アーキテクチャ とポー トの
使用についてよ く理解しておく と役立ちます。 詳細については、 168ページの 「JRun
ポートについて」 を参照してください。
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Web サーバーの接続サーバーの接続サーバーの接続サーバーの接続

このセクシ ョ ンでは、 複数の JRun サーバーを同一コンピュータ上の 1 つの Web サー
バーに接続する方法を説明します。

複数の複数の複数の複数の JRun サーバーをサーバーをサーバーをサーバーを 1 つのつのつのつの Web サーバーに接続するにはサーバーに接続するにはサーバーに接続するにはサーバーに接続するには

1 86ページの 「JRun サーバーの追加」で説明しているよ うに、新規の JRun サーバー
をそれぞれ作成します。

必ず、 jvms.properties ファ イルに新規 JRun サーバーのルート  ディ レク ト リ を
手作業で加えて更新します。

2 各 JRun サーバーのコネクタ  ウィ ザード を実行し、 同一の Web サーバーに接続する
JRun サーバーをそれぞれ選択します。 各 JRun サーバーのコネクタ  ウ ィザードで
は、 必ず固有の JRun サーバー コネク タ  ポート を入力します。 この作業を行わな
いと、 バイ ンディ ング例外が発生し ます。 コネク タ  ウ ィ ザード 使用方法の詳細
については、 30ページの 「接続の概要」 を参照してください。 

コネク タ  ウ ィザード を実行する と、 接続モジュールがインス トールされ、 JRun
サーバーの local.properties ファ イルと  Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン
ファ イルが更新されます。

3 各 JRun サーバーのコネクタ  ウ ィザードを実行した後で、 Web サーバーのコン
フ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルの jvmlist プロパティに新規 JRun サーバーの名前を
追加する必要があり ます。各サーバー名をカンマで区切り ます。次に例を示します。

JRunConfig jvmlist default,production,qa

jvmlist プロパティにサーバーが複数存在する と、 JRun では Web サーバーのコン
フ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル内の rulespath、 proxyhost、 および proxyport プロ
パティが無視されるこ とに注意してください。その代わり、 176ページの 「設定の
詳細」 で説明しているよ うに、 JRun によって各サーバーの local.properties ファ
イルからこの情報が取得されます。

4 Web サーバーを再起動します。

5 JRun サーバーを再起動します。
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単純な分散環境での単純な分散環境での単純な分散環境での単純な分散環境での JRun の実行の実行の実行の実行

単純な分散型構成では、 1 台のコンピュータを  Web サーバー専用と し、 も う  1 台を
JRun サーバー専用と します。 これは、 処理の負荷を複数のコンピュータに分散する
一般的な方法です。

次の図は、 単純な分散環境でのインス トールを示します。

単純な分散環境でのインストール単純な分散環境でのインストール単純な分散環境でのインストール単純な分散環境でのインストール

単純な一対一の分散環境で JRun を構成する場合は、 次の手順をお勧めします。 

JRun を一対一の分散環境にインス トールするにはを一対一の分散環境にインス トールするにはを一対一の分散環境にインス トールするにはを一対一の分散環境にインス トールするには

1 Web サーバー マシンと  JRun 専用コンピュータの両方に  JRun をインスト ール
し ます。 Web サーバー マシンにも  JRun をインス トールするのは、 コネクタ  ウ ィ
ザードを実行できるよ うにするためです。

2 Web サーバー マシンで JRun コネク タ  ウ ィザードを実行し、 ローカル Web サー
バーに接続します。 コネク タ  ウ ィザードを実行する と、 Web サーバー フ ィルタ
および Web サーバーのコンフィ ギュレーショ ン  ファ イルがインスト ールされます。
JRun のこのインスタンスは、 サーブレッ ト 、 JSP、 または EJB の処理には使用し
ません。

a コネク タ  ウ ィザードで、 ローカル Web サーバー、 ローカル Web サーバーの
スク リプ ト またはコンフ ィギュレーシ ョ ン  ディ レク ト リ を選択します。

b コネクタ  ウ ィザードの [JRun サーバー IP アドレス ] フ ィールドに、 JRun を実
行するコンピュータの IP アドレスを入力します。これによって、Web サーバー
のコンフィ ギュ レーショ ン  ファ イ ル内の proxyhost プロパティ が設定さ れ
ます。 

c コネク タ  ウ ィザードの [JRun サーバー コネク タ  ポート ] フ ィールドに、 JRun
コンピュータの JCP ポート番号を入力します。 これによって、 Web サーバーの
コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル内の proxyport プロパティが設定されます。
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3 JRun マシン上で、 local.properties ファ イルを次のよ うに変更します。

a JRun コンピュータに、 コネク タ  ウ ィザードを実行したかのよ うに認識させる
必要があ り ます。

− ファ イルの最後に次の行を追加します。

ranConnector=yes

− jcp を servlet.services プロパティに追加し、 JRun コネク タ  プロキシを、 実行
するサービスの一覧に加えます。

servlet.services=jndi,jdbc,web,url,{servlet.webapps},jcp

b JCP バインド  アドレスを  JRun サーバーのコンピュータの IP アドレスに設定
します。 次に例を示します。

jcp.endpoint.main.bindaddress=10.0.0.8

bindaddress はループバック  アド レス  (127.0.0.1) に設定できません。設定すると 、
Web サーバーは自身の Web サーバー上の JRun サーバーに接続しよ う と します。
両方のサーバーが同一のコンピュータ上にある場合は、 127.0.0.1 に設定でき
ます。

4 Web サーバー マシン上で、Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルを次
のよ うに変更します ( このコンフ ィ ギュレーシ ョ ン  フ ァ イルは、 IIS の場合は
jrun.ini、iPlanet/Netscape の場合は obj.conf、Apache の場合は httpd.conf です)。

• Web サーバーのコンフィ ギュレーショ ン  ファ イル内の rulespath プロパティ を、
JRun の local.properties ファ イルを参照するよ うに設定します。次に例を示し
ます。

rulespath="Z:/Program Files/Allaire/JRun/servers/default/
local.properties"

• jvmlist および jrun.rootdir プロパティをコ メン ト化します。次に例を示します。

#jrun.rootdir=C:/PROGRA~1/Allaire/JRun
#jvmlist=default

5 2 台のコンピュータが異なるファ イル システムを使用している場合 
(1 台が Windows NT、も う  1 台が Linux を実行している場合など ) は、local.properties
ファ イルを  Web サーバー マシンにコピーして、Web サーバーのコンフ ィギュレー
シ ョ ン  ファ イルの rulespath プロパティ内で、 コピーしたローカル ファ イルを参
照する必要があ り ます。 フ ァ イル システムを共有していても、 local.properties
ファ イルをコピーする必要がある場合もあ り ます。

メモメモメモメモ

Web サーバー マシン上の local.properties ファ イルは、 rules セクシ ョ ンのサーブ
レ ッ ト  マッピング用にのみ使用されます。 これらのマッピングがないと、 JRun
コンピュータに対する要求のマッピングが正しく 行われません。したがって、ルール

マッ ピングを変更しない限り 、 Web サーバー コンピュータ上のこ のファ イルを
継続的に更新する必要はあ り ません。



単純な分散環境での JRun の実行 181
local.properties を  Web サーバーにコピーする場合は、ファ イル全体の階層を維持
します。 たとえば、 ファ イルが JRun コンピュータの c:\JRun\servers\default に
保存さ れている場合は、 空の  /JRun ディ レク ト リ と 、 /servers および /default
サブディ レク ト リ を作成して local.properties ファ イルを保存します。その階層内
のほかのすべてのファイルをコピーする必要はあ り ません。 

6 分散環境で、 コンピュータ間のファイル システムが異なる場合に JSP を使用する
と きは、 pathtrans プロパテ ィ を編集する必要があ り ます。 詳細については、

185ページの 「分散環境での JSP の使用」 を参照して ください。

7 Web サーバー マシン上の JRun サーバーを使用不能にします (オプシ ョ ン )。 Web
サーバー マシンから  JRun をアンインス トールしないでください。また、コネク タ
を削除しないでください。

8 JRun サーバーを再起動します。

9 Web サーバーを再起動します。

単純な分散環境の例単純な分散環境の例単純な分散環境の例単純な分散環境の例

次の図は、 2 台のコンピュータ上での 1 つの Web サーバーと  1 つの JRun サーバーの
接続に必要な設定を示します。 こ こでは、 2 台のコンピュータが同一のファイル シス
テム上にあるこ と を想定しています。 JRun コンピュータは Web サーバー マシンの
D ド ライブにマッピングされています。 このため、 rulespath プロパティは D ド ライブ
上の local.properties ファ イルを参照しています。
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複雑な分散環境での複雑な分散環境での複雑な分散環境での複雑な分散環境での JRun の実行の実行の実行の実行

も う  1 つの一般的な事例と しては、顧客が複数の Web サーバー マシンを使用している
環境で、 JRun サーバー専用のコンピュータをも う  1 台追加する場合が考えられます。
次の図は、 この複雑な分散環境を示します。

複雑な分散型インストール複雑な分散型インストール複雑な分散型インストール複雑な分散型インストール

JRun サーバーを複数のサーバーを複数のサーバーを複数のサーバーを複数の Web サーバーに接続するにはサーバーに接続するにはサーバーに接続するにはサーバーに接続するには

1 179ページの 「単純な分散環境での JRun の実行」 の説明に従って、 各 Web サー
バー マシンを、 JRun と通信するよ うに設定します。

2 JRun コンピュータ上の local.properties の jcp.endpoint.main.interface プロパ
ティ を、 * または JRun と 接続する  Web サーバーの IP アド レスのカンマ区切り
リ ス トに設定します。 JRun は、 このプロパティ と一致しないコンピュータからの
要求を受け付けません。 

上の図の場合は、 次の設定になり ます。

jcp.endpoint.main.interface=10.0.0.5,10.0.0.6,10.0.0.7
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3 各 Web サーバー コンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルの proxyhost が、 JRun を実行
しているコンピュータの IP アド レスに設定されているこ と を確認します。 また、
これらのコンピュータ  の proxyport 設定は、 JRun の local.properties ファ イルの
jcp.endpoint.main.port と同一である必要があ り ます。

4 複数のコンピュータが異なるファ イル システムを使用している場合 (Web サー
バーで IIS/Windows NT、 アプ リ ケーシ ョ ンの処理用に JRun/Linux を実行して
いる場合など ) は、 local.properties ファ イルを  Web サーバー マシンにコピーし、
Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル内で、コピーしたローカル ファ
イルを参照する必要があ り ます。

メモメモメモメモ

Web サーバー マシン上の local.properties ファ イルは、 rules セクシ ョ ンのサーブ
レ ッ ト  マッピング用にのみ使用されます。 これらのマッピングがないと、 JRun
コ ンピュ ータに対する要求のマッ ピングが正し く 行われません。 し たがって、
ルール マッピングを変更しない限り、このファイルを継続的に更新する必要はあ り
ません。

5 分散環境で、 コンピュータ間のファイル システムが異なる場合に JSP を使用する
と き は、 pathtrans プロ パティ を編集する必要があり ます。 詳細については、
185ページの 「分散環境での JSP の使用」 を参照して ください。

6 Web サーバー マシン上の JRun サーバーを使用不能にします (オプシ ョ ン )。 Web
サーバー マシンから  JRun をアンインス トールしないでください。また、コネク タ
を削除しないでください。

7 JRun サーバーを再起動します。

8 Web サーバーを再起動します。

複雑な分散環境の例複雑な分散環境の例複雑な分散環境の例複雑な分散環境の例

次の図は、別個のコンピュータ上での複数の Web サーバーと  1 つの JRun サーバーの
接続に必要な設定を示します。これは、複数のコンピュータが同一のファイル システム
を使用しており、JRun サーバーの local.properties ファ イルにアクセスできるよ うに、
ディレク ト リ  /jrun が各 Web サーバー マシンにマッピングされているこ とを想定して
います。 どのコンピュータも  JRun サーバーに接続できるよ うに、
jcp.endpoint.main.interface が * に設定されているこ とに注意して ください。 これを
10.0.0.5、 10.0.0.6、 10.0.0.7 に設定するこ と も簡単にできます。
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次の図は、 Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルおよび local.properties
ファ イルで必要な設定を示します。
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分散環境での分散環境での分散環境での分散環境での JSP の使用の使用の使用の使用

複数のコンピュータで異なるファ イル システムを使用するこ とがあ り ます。ユーザが
JSP の URL を要求したと き、 Web サーバーの実際のパスは、 実際にページを取得する
実際のパスではあ り ません。 Web サーバーの実際のパスを、 JRun が要求への応答で
使用するパスに変換する必要があ り ます。

JRun の pathtrans プロパティを使用する と、 要求を実際のパスにマッピング (パスを
変換) するこ とができます。 global.properties ファイルのこれらのプロパティの既定値
は次のとおりです。

### pathtrans.properties
webapp.pathcount=0
webapp.path0.from=/virtualdir
webapp.path0.to=/realdir

こ の設定は、 JRun サーバーと  Web サーバーが同一のコンピュータ上にある場合に
有効とな り ます。 ただし、分散環境で JRun サーバーが異なるコンピュータ上にあ り、
2 台のコンピュータが異なるファ イル システムを使用している場合は、 ユーザがマッ
ピングを指定する必要があ り ます。

pathtrans プロパティの編集プロパティの編集プロパティの編集プロパティの編集

pathtrans プロパティ を編集するにはプロパティ を編集するにはプロパティ を編集するにはプロパティ を編集するには

1 JRun の global.properties の pathtrans セクシ ョ ンを  JRun サーバーの 
local.properties にコピーします。 ローカル Web サーバーの local.properties は
ルール マッピング用にのみ使用されます。 この変更は、 JRun をホスティングする
コンピュータ上で行 う必要があ り ます。Web サーバー マシンの local.properties の
コピーは変更しません。

2 webapp.pathcount をパス変換の回数 n だけ増分します。

3 webapp.path[n].from ディ レク ト リが Web サーバーを参照し、webapp.path[n].to
ディ レク ト リが JRun コンピュータを参照するよ うにします。

必要なすべての JSP を JRun コンピュータ上の webapp.path[n].to ディ レク ト リに
格納する必要があ り ます。

pathtrans の例の例の例の例
次の例では、Linux 上の Apache ドキュ メン ト  ルート  ディ レク ト リに JSP があ り ます。
pathtrans プロパティ を使用して JRun に指示する と、 /jsps 内の JSP に対する要求を
すべて Apache /htdocs/jsps ディ レク ト リに再マッピングできます。 次の例ではディ
レク ト リ名が同じですが、 異なっていても問題はあ り ません。

### pathtrans.properties
webapp.pathcount=1
webapp.path0.from=C:\\Inetpub\\wwwroot2\\jsps
webapp.path0.to=/usr/local/apache/htdocs/jsps



186 第 4 章 コネクタについて
分散分散分散分散 JRun システムの保護システムの保護システムの保護システムの保護

分散環境でセキュ リ ティ を実装する場合には検討事項がいく つかあり ますが、 こ の
セクショ ンでは、ユーザが実行できる次の JRun 固有のアクショ ンについて説明します。

• admin JWS をシャ ッ トダウンします。既定の JRun インス トールでは、admin JRun
サーバーなどの JRun サーバーごとに Web サーバーがセッ ト アップされます。詳細
については、 186ページの 「JWS のオフ」 を参照してください。

• ホストベースの認証をセッ トアップします。JRun には、JRun サーバーと外部 Web
サーバー間の通信を他者から防御する基本的な メカニズムが用意されています。
この設定については、 186ページの 「コネクタのホス トベース認証」 を参照してく
ださい。

JWS のオフのオフのオフのオフ

JRun をインス トールする と、 default と  admin の 2 つの JRun サーバーと、 default と
admin の 2 つの all-Java JRun Web Servers (JWS) が作成されます。既定では、 これらの
Web サーバーはそれぞれ ポート  8000 と 8100 で応答し ます。 たいていのシステム
管理者は、 ファ イアウォールで入力ポート のアク セスが制限さ れますが、 使用して
いないサービスはオフにする こ とをお勧めします。 このセクシ ョ ンでは、 JRun サー
バーの JWS をオフにする方法について説明します。

使用されていない使用されていない使用されていない使用されていない JRun サーバー用のサーバー用のサーバー用のサーバー用の JWS をオフにするにはをオフにするにはをオフにするにはをオフにするには

1 JRun サーバーの local.properties ファ イルを開きます。このファ イルは、JRun の
ルート  ディレク ト リ /servers/JRun サーバー名/local.properties にあるはずです。

2 servlet.services プロパティから  Web サービスを削除します。 次に例を示します。

# was:servlet.services=jndi,jdbc,web,mail,url,{servlet.webapps},jcp
servlet.services=jndi,jdbc,mail,url,{servlet.webapps},jcp

3 JRun サーバーを再起動します。

コネクタのホストベース認証コネクタのホストベース認証コネクタのホストベース認証コネクタのホストベース認証

JRun を実行するマシン と  Web サーバーを実行している別のマシン間で接続を作成
したら、 認証されていないユーザがネッ ト ワーク上の別の場所から  JRun サーバーに
アクセスできないよ うにする必要があ り ます。 これを行 うために、 JRun には、 JRun
コネク タ用のホスト ベース認証が用意さ れています。 こ れによ り 、 アド レスの定義
済みセッ トのホス トだけが、 JRun サーバーに要求を送信できるよ うになり ます。

JRun 管理コンソール (JMC) の [外部 Web サーバー] パネルを使用する と、特定の JRun
サーバーと通信可能な IP アドレスを指定できます。現在、外部 Web サーバーと  JRun
サーバーの間の ト ラフ ィ ッ クを保護するための SSL やその他の暗号化テク ノ ロジを
使用するこ とはできません。 

メモメモメモメモ

既定の設定では、 JRun サーバーはすべての IP アドレスからの要求を受け付けます。



分散 JRun システムの保護 187
Web サーバーとサーバーとサーバーとサーバーと  JRun 間の接続をロックするには間の接続をロックするには間の接続をロックするには間の接続をロックするには

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [外部 Web サーバー ] を
選択します。 

メモメモメモメモ

外部 Web サーバーに JRun サーバーを接続する際に、 コネク タ  ウ ィザードをまだ
実行していない場合は、 コネク タ  ウ ィザードを実行するよ うに要求されます。

[外部 Web サーバー ] パネルが表示されます。

2 右側ペインで、 [外部 Web サーバー アドレス ] フ ィールドをク リ ッ ク します。 

外部 Web サーバーの編集ウ ィンド ウが表示されます。

3 IP アドレスを入力します (複数の場合はカンマで区切り ます )。 これらのマシン上
にある  Web サーバーのみが JRun サーバーに要求を送信できます。* を入力すると、
すべての Web サーバーが JRun に要求を送信できるよ うになり ます。

4 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 JRun サーバーを再起動します。

メモメモメモメモ

ホス トベースの認証によ る保護では、 IP のな りすましや、 ほかの 中間一致攻撃
(man-in-the-middle) を防止できません。
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JRun でのマルチホステ ィングでのマルチホステ ィングでのマルチホステ ィングでのマルチホステ ィング

1 台のコンピュータ上に複数の仮想ホス ト を設定する場合に、 JRun をこれらのホス ト
に接続するには、 特別な手順を実行する必要があ り ます。 ほとんどの環境では、 次の
理由によ り、 各仮想ホス ト ご とに別個の JRun サーバーを作成します。 

• 異なる仮想ホスト の Web アプリ ケーショ ンを別個の JVM によって処理できる
よ うにするため。

• 1 つの JRun サーバーが停止しても、 すべての Web アプリケーシ ョ ンに障害が起こ
らないよ うにするため。

• 開発者や顧客が、 同じ名前を持つ Web アプリケーシ ョ ンを作成しないよ うにする
ため (ISP の場合 )。

次の図は、 1 台のコンピュータで 1 つの Web サーバーを実行する、単純なマルチホス
ティング構成を示します。 こ こで、 Web サーバーは 2 つの仮想ホス ト を持っており、
これらの各仮想ホス トは独自の JRun サーバーを持っています。

このセクショ ンでは、一般的な  Web サーバーでマルチホスティ ングを行う 方法について
説明します。
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Apache でのマルチホステ ィ ングでのマルチホステ ィ ングでのマルチホステ ィ ングでのマルチホステ ィ ング

Apache 仮想ホス ト を設定し、 各ホス ト に独自の JRun サーバーを作成するには、
Apache のコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル (httpd.conf) の各 VirtualHost ディ レク
ティブ内に JRun コンフ ィギュレーシ ョ ン  ブロ ッ クを含めます。

次の一覧は、 VirtualHost ディ レクティブ内の JRun コンフ ィギュレーシ ョ ン情報の例
を示します。LoadModule ステート メ ント は、グローバル レベルで 1 回だけ参照できる
ので、 VirtualHost ディ レクティブの外部に記述する必要があ り ます。

LoadModule jrun_module136 "/opt/JRun/connectors/apache/intel-linux/
mod_jrun.so"

<VirtualHost 127.0.0.1>
ServerAdmin webmaster@localhost
DocumentRoot /usr/local/apache/htdocs/localhost
ServerName newhost
ErrorLog logs/newhost-error_log
CustomLog logs/newhost-access_log common

    # JRun の設定
<IfModule mod_jrun.c>

JRunConfig jrun.rootdir "/opt/JRun/bin/.."
JRunConfig jvmlist newhost
JRunConfig Verbose false
JRunConfig ProxyHost 127.0.0.1
JRunConfig ProxyPort 51001
JRunConfig Mappings "/opt/JRun/servers/newhost/local.properties"

</IfModule>
</VirtualHost>

LoadModule ステート メン トが必要となるのは、 JRun を  DSO モジュールと して使用
する場合だけです。 JRun をスタティ ッ ク  モジュールと して設定した場合は、
LoadModule ステート メン トは必要あ り ません。

また、 httpd.conf ファイルの編集のほかに、各仮想ホス トの JRun サーバーを、固有の
プロキシ ポート を使用するよ うに設定する必要があ り ます。

Apache でマルチホスティ ングを行うにはでマルチホスティ ングを行うにはでマルチホスティ ングを行うにはでマルチホスティ ングを行うには

1 新規 Apache 仮想ホス ト を作成します。

2 86ページの 「JRun サーバーの追加」 の説明に従って、 新規 JRun サーバーを作成
します。 手順の説明上、 新規 JRun サーバーを  newhost と呼びます。

各仮想ホスト は、 VirtualHost ディ レク ティ ブ内の ProxyPort プロパティ と 一致
する、固有の JCP ポート を持つ必要があ り ます。 JRun ポートの使用の詳細につい
ては、 168ページの 「JRun ポートについて」 を参照してください。

3 local.properties の servlet.services プロパティから  Web サービスを削除して、
newhost JWS を無効にします。

# was:servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp,web
servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp
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4 admin JRun サーバーを再起動します。 次に例を示します。

% jrun -restart admin

5 Apache Web サーバーを再起動します。

6 newhost JRun サーバーを起動します。 次に例を示します。

% jrun -start newhost

IIS でのマルチホステ ィ ングでのマルチホステ ィ ングでのマルチホステ ィ ングでのマルチホステ ィ ング

複数の仮想サーバーを設定できるのは Microsoft IIS 4.0 だけです。 IIS 3.0 および PWS
は、 複数の仮想サーバーをサポート していません。

IIS でマルチホスティ ングを行うにはでマルチホスティ ングを行うにはでマルチホスティ ングを行うにはでマルチホスティ ングを行うには

1 新規仮想ホス トのディ レク ト リ を作成します。 たとえば、
c:\inetpub\newhost_root と します。

2 newhost Web サイ トの新規 scripts ディ レク ト リ を作成します。 たとえば、
c:\inetpub\newhost_root\scripts と します。

3 86ページの 「JRun サーバーの追加」 の説明に従って、 新規 JRun サーバーを作成
します。 手順の説明上、 新規 JRun サーバーを  newhost と呼びます。

各仮想ホスト は、 VirtualHost ディ レク ティ ブ内の ProxyPort プロパティ と 一致
する、固有の JCP ポート を持つ必要があ り ます。 JRun ポートの使用の詳細につい
ては、 168ページの 「JRun ポートについて」 を参照してください。

4 local.properties の servlet.services プロパティから  Web サービスを削除して、
newhost JWS を無効にします。

# was:servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp,web
servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp

5 admin JRun サーバーを再起動します。 次に例を示します。

% jrun -restart admin

6 Microsoft 管理コンソール (MMC) で、 コンピュータ名を右ク リ ッ ク し、 [新規 ] >
[Web サイ ト ] を選択して新規 Web サイ ト を作成します。たとえば、NewHost_Site
を作成します。

7 JRun サーバーの /scripts ディ レク ト リ を参照する仮想 scripts ディ レク ト リ  (たと
えば、 c:\inetpub\newhost_root\scripts) を、 Web サイ ト を右ク リ ッ ク し、 [新規]
> [仮想ディ レクト リ ] を選択して作成します。 エイ リ アスを  newhost_scripts に
設定します。 この新規ディ レク ト リに実行権限を与えます。

8 JMC で、 Web サーバーに対してコネク タ  ウ ィザードを実行します。

コネク タ  ウ ィザードの手順 2 で、 必ず接続ご とにコネク タ  ウ ィザードに固有の
JRun サーバー コネク タ  ポート を入力して ください。
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手順 3 で次の操作を行います。

• IIS Scripts ディ レク ト リ  が新規の scripts ディ レク ト リ を参照するよ う にします
(たとえば、 c:\inetpub\newhost_root\scripts)。 

• [グローバル フ ィルタ と してのインス トール] チェッ ク  ボッ クスをオフにして、
JRun フ ィルタを仮想サイ トの /scripts ディ レク ト リにのみ適用します。

マルチホスティングをセッ ト アップする際は、 JRun フ ィルタがすでにグローバル
にインス トールされていないこ とを確認してください。グローバルにインス トール
されている場合は、metaset ユーティ リ ティ を使用してアンインスト ールできます。
metaset 使用の詳細については、 『拡張設定ガイ ド』 を参照してください。

9 World Wide Web Publishing サービスを再起動します。

10 newhost JRun サーバーを起動します。 次に例を示します。

% jrun -start newhost

Netscape でのマルチホステ ィ ングでのマルチホステ ィ ングでのマルチホステ ィ ングでのマルチホステ ィ ング

Netscape では、 仮想ホス ト ご とに新規 Web サーバーのインスタンスが必要です。

Netscape でマルチホスティ ングを行うにはでマルチホスティ ングを行うにはでマルチホスティ ングを行うにはでマルチホスティ ングを行うには

1 仮想ホス ト ご とに新規 Web サーバーのインスタンスを作成します。

2 86ページの 「JRun サーバーの追加」 の説明に従って、 新規 JRun サーバーを作成
します。 手順の説明上、 新規 JRun サーバーを  newhost と呼びます。

3 local.properties の servlet.services プロパティから  Web サービスを削除して、
newhost JWS を無効にします。

# was:servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp,web
servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp

4 JMC でコネクタ  ウ ィザードを実行し、新規 JRun サーバーを新規の Netscape Web
サーバー インスタンスに接続します。

コネク タ  ウ ィザードの手順 2 で、 必ず接続ご とにコネク タ  ウ ィザードに固有の
JRun サーバー コネク タ  ポート を入力して ください。

5 Netscape サーバーを再起動します。

6 admin JRun サーバーを再起動します。 次に例を示します。

% jrun -restart admin

7 newhost JRun サーバーを起動します。 次に例を示します。

% jrun -start newhost
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要求のチェーン化要求のチェーン化要求のチェーン化要求のチェーン化

JRunConnector サーブレッ ト を使用する と、サーブレッ ト  エンジン  インスタンスから
別のサーブレッ ト  エンジン  インスタンスに渡される要求をチェーン化できます。サー
ブレッ ト  エンジンを使用する と、 JRun サーバーから別の JRun サーバーへ、 または
非 JRun サーブレッ ト  エンジンから  JRun サーバーに要求を渡すこ とができます。

この機能は、複数の JRun サーバーにアクセスする中心点が必要な場合に役立ちます。

JRunConnector サーブレッ ト を使用するには、 次の手順を実行します。

• ターゲッ ト  JRun サーバーのホス トおよびポート情報を確認します。

• 呼び出す側のサーバーの設定を定義します。

• ターゲッ ト  サーバーの設定を定義します。

ターゲッ トターゲッ トターゲッ トターゲッ ト  サーバーの設定の確認サーバーの設定の確認サーバーの設定の確認サーバーの設定の確認

まず、 ターゲッ ト  JRun サーバーの設定を取得します。 次の表では、 それらの設定に
ついて説明します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

proxyhost ターゲッ ト  JRun サーバーの IP アド レスです。
proxyport ターゲッ ト  JRun サーバー上で動作する  JCP プロセスのポート 番号

です。 これは、 コネクタ  ウィザードの実行時に指定したポート番号
です。

send-path-info JRunConnector によってすべての URI 情報を渡す (false) か、 URI
のパス情報のみを渡す (true) かを指定するブール値です (オプショ ン )。
既定値は false です。 URI およびパス情報の詳細については、『 JRun
によるアプリケーショ ンの開発』 を参照してく ださい。
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呼び出す側のサーバーの設定の定義呼び出す側のサーバーの設定の定義呼び出す側のサーバーの設定の定義呼び出す側のサーバーの設定の定義

呼び出す側のサーバー (JRun 以外のサーブレッ ト  エンジンの場合もあ り ます) 上で、
次の設定を作成します。

• JRunConnector のサーブレッ ト 定義。 こ の定義には、 proxyhost、 proxyport、
およびオプシ ョ ンの send-path-info の初期化引数を含める必要があ り ます。 たと
えば、 次のよ うに定義します。

Name:gotohr
Class name:allaire.jrun.connector.JRunConnector
Display name:Connect to HR server
Init arguments:
   proxyport=51001
   proxyhost=200.10.5.30

• サーブレッ ト定義を呼び出す URL マッピング。たとえば、次のよ うに定義します。

Virtual path/extension:/hr
Servlet invoked:gotohr

ターゲッ ト  JRun サーバーは、 proxyhost/proxyport の組み合わせで一意に識別され
ます。 ターゲッ ト  JRun サーバーごとに、サーブレッ ト定義/ URL マッピングのペアを
別個に指定します。 

ターゲッ トターゲッ トターゲッ トターゲッ ト  JRun サーバーの設定の定義サーバーの設定の定義サーバーの設定の定義サーバーの設定の定義

前の例では、 呼び出す側のサーバー上のサーブレッ ト  URL マッピングと して /hr を
使用しました。 ターゲッ ト  JRun サーバーでは、次に示す複数の方法でこのマッピング
を処理できます。

• send-path-info が false の場合は、ターゲッ ト  サーバー上で次のいずれかの作業を
行います。

− 呼び出す側のサーバー上の URL マッピングと同じ名前で、 Web アプリケー
ショ ンを定義します。たと えば、呼び出す側のサーバーの  URL マッ ピングが
/hr である場合、 ターゲッ ト  サーバーの Web アプリ ケーシ ョ ン  マッピングは
/hr と します。

− 呼び出す側のサーバーが使用する  URL マッピングを含むマルチパート  URL
マッピングを定義します。 たとえば、 呼び出す側のサーバー上の要求 URI に
URL マッピングと して /hr が、 パス情報と して /ShowEmployees が含まれて
いる場合、ターゲッ ト  サーバーでは URL マッピングを  /hr/ShowEmployees と
定義します。

• send-path-info が true の場合は、 ターゲッ ト  JRun サーバー上のサーブレッ ト を
正し く呼び出すための情報がパス情報にすべて含まれているこ とを確認する必要
があ り ます。

補足情報補足情報補足情報補足情報

JRunConnector はサーブレ ッ ト なので、 RequestDispatcher を使用して別のサーブ
レッ トから呼び出すこ とができます。 たとえば、 呼び出す側のサーバー上でセキュ リ
ティ や帯域幅の分析などの処理を行ってから 、 適切なターゲッ ト  JRun サーバーに
要求を転送する場合に利用するこ とができます。
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カスタムカスタムカスタムカスタム コネクタの作成コネクタの作成コネクタの作成コネクタの作成

コネク タは、 JRun が Web サーバーとの通信の確立に使用するモジュールです。 コネ
ク タは、Web サーバーにインス トールされる と、すべてのサーブレッ トおよび JSP 要
求を  JRun に転送し ます。多く の Web サーバーでは、 JMC を使用してコネク タ  ウ ィ
ザードを実行すれば、 コネク タをインス トールできます。

JRun には、ユーザの Web サーバーまたはほかの特殊なプラ ッ ト フォームで使用するた
めの、 接続ソース  コードが含まれています。 基本的な使用に関する説明については、
JRun のルー ト  ディ レ ク ト リ /connectors/src/readme を参照して ください。 JRun の
ルート  ディ レク ト リ /connectors/src ディ レク ト リには、サーバー独立モジュールの
サブディ レク ト リ と、 Apache、 ISAPI、 および NSAPI のサブディ レク ト リが含まれて
います。 JRun には、 サポート されるプラ ッ ト フォームに適切なソース  コード、 make
ファイル、 ヘッダ ファイル、 プロジェク ト  ファイル、 および関連ファイルが用意され
ています。

次の表は、 JRun のルート  ディ レク ト リ /connectors/src のサブディ レク ト リ の概要
を示します。

次のセクシ ョ ンでは、 Apache および Netscape 用コネクタのコンパイル手順について
説明します。

ディレク ト リディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リ 内容内容内容内容

apache Apache 用のプロジェク ト  ファイル、関連ファイル、 ヘッダ フ ァイル、
および make フ ァイルです。Apache 固有のソース コードは mod_jrun.c
にあります。

connector 次のファイルが含まれています。

• jrun_property.c : プロパテ ィ  ファイルを読み取るためのユーテ ィ リ
テ ィ  コードです。

• jrun_property.h : プロパテ ィのデータ構造の定義です。
• jrun_proxy.c : JRun プロキシ プロ ト コルの実装です。
• jrun_proxy.h : コネクタ  プロ ト コルの定義です。
• platform.c : 各種システム呼び出しの既定の実装です。

isapi ISAPI 用のプロジェ ク ト  フ ァ イル、 関連フ ァ イル、 ヘッダ フ ァ イル、
および make ファ イルです。 ISAPI 固有のソース  コード は次のファイル
に含まれています。

• extension.cpp : ISAPI 拡張機能のエン ト リ  ポイン トです。
• filter.cpp : ISAPI フ ィルタのエン ト リ  ポイン トです。
• interface.cpp : jrun_proxy.c によって呼び出されるメソ ッ ドです。

nsapi NSAPI 用のプロジェ ク ト  フ ァイル、 関連フ ァイル、 ヘッダ フ ァイル、
および make ファイルです。NSAPI 固有のソース  コード は次のファイル
に含まれています。

• extension.c : NSAPI のエン ト リ  ポイン トです。
• interface.c : jrun_proxy.c によって呼び出されるメ ソ ッ ドです。
• nwmain.c : Netware 固有のコードです。
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Apache 用のコネクタのコンパイル用のコネクタのコンパイル用のコネクタのコンパイル用のコネクタのコンパイル

サポー ト されていないプラ ッ ト フォーム用のカスタム  Apache コネク タを作成でき
ます。 さ らに、カスタム  コネクタをコンパイルして、 Apache に静的にリ ンクするこ と
もできます。

Apache 用のカスタム用のカスタム用のカスタム用のカスタム コネクタを作成するにはコネクタを作成するにはコネクタを作成するにはコネクタを作成するには

1 Apache のディ レク ト リに移動します。

% cd apacheinstalldirectory

2 src/modules/jrun ディレク ト リ を作成します。

% mkdir src/modules/jrun

3 src/modules/jrun ディレク ト リに移動します。

% cd src/modules/jrun

4 次のよ うにファイルをコピーします。

% cp jruninstalldirectory/connectors/src/apache/*.c .
% cp jruninstalldirectory/connectors/src/apache/*.h .
% cp jruninstalldirectory/connectors/src/apache/Makefile.libdir .
% cp jruninstalldirectory/connectors/src/apache/Makefile.tmpl .
% cp jruninstalldirectory/connectors/src/connector/*.c .
% cp jruninstalldirectory/connectors/src/connector/*.h .

5 Apache のディ レク ト リに移動します。

% cd apacheinstalldirectory

6 configure ユーティ リ ティ を実行します。 このユーティ リ ティは、 追加のサイ ト
固有の引数を必要と します。 たとえば、 次のよ うになり ます。

% ./configure --activate-module=src/modules/jrun/libjrun.a

7 次のよ うに、 make コマンドを実行します。

% make
% make install
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Netscape 用のコネクタのコンパイル用のコネクタのコンパイル用のコネクタのコンパイル用のコネクタのコンパイル

Netscape 用のカスタム用のカスタム用のカスタム用のカスタム コネクタを作成するにはコネクタを作成するにはコネクタを作成するにはコネクタを作成するには

1 JRun のルート  ディ レク ト リ /connectors/src/nsapi ディ レク ト リに移動します。

% cd JRun のルート  ディ レク ト リ /connectors/src/nsapi

2 次の方法で make ファ イルを編集します。

• 適切な INCxy = ../Servers/Netscape/x.y/include 行を変更し、 正しい include
ディレク ト リ  (たとえば、netscapeinstalldirectory/plugins/include) を参照する
よ うにします。

• JRUN_LIBS 定義を変更し、 使用する  Netscape のバージ ョ ンのみが含まれる
よ うにします (たとえば、 JRUN_LIBS = libjrun_nsapi35.so)。

3 make ファ イルを実行します。

% make

4 出力を格納するためのディ レク ト リ を作成します。

% mkdir ../../nsapi/custom

5 出力をコピーします。

% cp -f libjrun_nsapi*.so ../../nsapi/custom
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プロパティプロパティプロパティプロパティ  ファイルファイルファイルファイル
JRun では、 プロパティ  ファ イルを使用して初期化および構成を行います。 これらの
ファイルには、 JRun で使用する構成可能な設定値の大部分が格納されています。

一般的な構成タスク のほと んどは、 プロパティ  ファ イルへの書き込みを行う  JRun
管理コンソールで実行できますが、プロパティ  ファ イルを編集すると 、 JRun で使用
可能な内部変数をよ り 理解できるだけでなく 、 JRun の設定の一部を細かく 制御する
こ と もできます。

この章では、プロパティ  ファ イルが持つ階層の性質と、 アクセスが容易である とい う
プロパティ  ファ イルの特徴を生かした JRun の構成方法について説明します。

目次目次目次目次

• プロパティ  ファ イルの概要 .................................................................................... 198

• プロパティ  ファ イルの再ロード ............................................................................. 199

• プロパティ  ファ イルの階層について ..................................................................... 200

• プロパティ  ファ イルの編集 .................................................................................... 202

• PropertyScript の使用法 ......................................................................................... 204
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プロパティプロパティプロパティプロパティ  ファイルの概要ファイルの概要ファイルの概要ファイルの概要

プロパティ  ファ イルには、 JRun の構成情報の大部分が格納されています。 JRun は、
起動時にプロパティ  ファ イル内の値を読み取り 、 再起動されるまで、 それらの値を
メ モリ内に保持します。 JRun は最初に local.properties ファ イルを読み込みます。

次の表では、プロパティ  ファ イルおよび JRun ディ レク ト リ  ツ リー内の各ファ イルの
格納場所について説明しています。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 格納場所格納場所格納場所格納場所 説明説明説明説明

descriptions.
properties

\lib\ プロパティ  ファ イル内にある多く のオブ
ジェ クト の記述が格納されています。

global.properties \lib\ 最上位レベルの値が格納されます。 この

ファイルの設定は、 コンテナにあるすべ

ての JRun サーバーに影響を与えます。
既定では、local.properties ファイル
には global.properties の値が格納
されます。

local.properties \servers\
サーバー名\

JRun サーバーごとのプロパティ と 、その
サーバー上のすべてのアプリケーショ ン

のプロパテ ィが格納されます。

global.properties は、 このプロパ

ティ によって無効になります。

webapp.properties \servers\
サーバー名\

アプ リ ケーシ ョ ン名

\WEB-INF\

必要に応じて、Web アプリケーシ ョ ンの
プロパテ ィが格納されます。

local.properties および

global.properties は、 こ のプロパ

テ ィによって無効になります。 JRun で
このファイルが作成されるのは、ユーザ

が JMC を使用し てアプリ ケーショ ン
特有の設定値を設定した場合のみです。

jvms.properties \lib\ 該当する JRun のインス トール先にある
すべての JRun サーバーの名前と 絶対
パスの一覧です。

pass.properties \lib\ JRun JMC ユーザのための暗号化パス
ワード と許可の設定が格納されます。

serial_number.
properties

\lib\ JRun のシリアル番号が格納されます。

users.properties \lib\ Web アプリケーシ ョ ン ユーザと各ユー
ザのパスワードの一覧のほかに、 グルー

プへのユーザの割り当ておよびロール

へのグループの割り当ての一覧が格納

されます。
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プロパティプロパティプロパティプロパティ  ファイルの再ロードファイルの再ロードファイルの再ロードファイルの再ロード

JRun プロパティ  ファ イルを変更した場合は、 JRun サーバーを再起動する必要があ り
ます。 ただし、 users.properties ファ イルは唯一の例外です。 このファ イルは動的に
再ロード されるので、 Web アプリ ケーシ ョ ンのユーザを リ アルタイムで追加、 変更、
または削除できます。

ejipt.properties \lib\ EJB エンジンのホス ト情報が格納され
ます。

deploy.properties \servers\サーバー名
\deploy

サーバー レベルのプロパテ ィが格納さ
れます。 この情報は、 Deploy ツールに
よって、公開する Bean、ホス ト名、デー
タ  ソース、および最大接続数を決定する
ために使用されます。

bean_name.properties Bean のインターフェ
イスおよび実装ディ レ
ク ト リ

セキュ リテ ィおよび Bean の説明情報が
格納されます。

Bean の XML 記述子フ ァ イルにも同じ
情報を格納できます。

default.properties Bean のインターフェ
イスおよび実装ディ レ
ク ト リ

この Bean の内容に関する情報が格納さ
れます。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 格納場所格納場所格納場所格納場所 説明説明説明説明
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プロパティプロパティプロパティプロパティ  ファイルの階層についてファイルの階層についてファイルの階層についてファイルの階層について

JRun のプロパティ  ファ イルは、システム、グローバル、 ローカル、およびアプリケー
ショ ンの 4 階層から構成されています。グローバル レベルの設定値は、 ローカル レベル
の設定値によって上書きされる場合があ り ます。さ らに、ローカル レベルの設定値は、
アプ リ ケーシ ョ ン  レベルの設定値によって上書きされる場合があ り ます。 システム
レベルの設定値が上書きされるこ と はあり ません。 ユーザが設定値を上書きしない
場合は、 上位レベルのプロパティ  ファ イルから下位レベルのプロパティ  ファ イルに
値が継承されます。

次の図は、 JRun の設定値の 4 つのレベルを示します。

システム  レベルの設定値は実行時に計算されます。 これらの設定値は、 プロパティ
ファ イルの編集や JMC の使用によって上書きするこ とはできません。次のよ うな設定
値があ り ます。

jrun.server.rootdir
jrun.server.name
jrun.rootdir (UNIX のみ)

Windows 95/98/NT/2000 での jrun.rootdir システム設定値は、 JRun のインス トール
ユーティ リ ティによって設定され、 Windows レジス ト リ内に格納されます。



プロパテ ィ  ファイルの階層について 201
グローバル プロパティは、 global.properties ファ イルと、 一般的なプロパティ  ファ
イル (pass.properties、 jvms.properties、 users.properties など ) から構成されます。
これらのファ イル内にある設定値は、 JRun のインス トール先にあるすべての JRun
サーバーに適用されます。 たと えば、 JRun の各インスト ール先には、 JMC にアクセス
するためのパスワードが格納されているファ イルが 1 つずつあり ます。

local.properties ファ イルは、 JRun のイ ンスト ール先で  JRun サーバー レベルでの
設定を提供します。これらのファイルには、グローバル レベルおよびシステム レベル
からプロパティが継承されますが、 ファ イル内にローカル値が含まれている場合は、
継承されたプロパティが上書きされます。

webapp.properties ファ イルは、 Web アプリ ケーショ ン  レベルでの設定を提供します。
これらの設定によって、ローカル レベルおよびグローバル レベルの設定が無効になり
ます。 JRun でこれらのファイルが作成されるのは、 ユーザが JMC を使用してアプリ
ケーシ ョ ン特有のプロパティを設定した場合のみです。 

web.xml ファ イルは、サーブレッ トおよび JSP の仕様によって定義されます。このファ
イルには、アプ リケーシ ョ ン  レベルと コンテナ レベルの両方の設定があ り ます。詳細
については、 該当する仕様を参照してください。

たとえば、 次のよ うに割り当てられている と します。

/default/local.properties webapp=default_invoker
/admin/local.properties webapp={default}
global.properties webapp=invoker

結果 : 

webapp プロパテ ィは、 admin サーバーの場合は invoker に設定され、 default サー
バーの場合は default_invoker に設定されます。
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プロパティプロパティプロパティプロパティ  ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集

JMC を使用する と、ほとんどのプロパティを変更できます。ただし、一部の JRun プロ
パティは、 エディ タ  ツールを使用して設定しなければなり ません。 JRun プロパティ
ファイルは、 テキスト  エディ タを使用して手作業で編集するこ と も できますが、
PropertyScript ユーティ リ ティ を使用して、 Java イ ンターフェイ スから 編集する
こと もできます (204ページの 「PropertyScript の使用法」 を参照)。 JRun のプロパティ
ファ イルを編集する場合は、 いく つかの簡単なルールに従う 必要があり ます。 次の
セクシ ョ ンでは、 このルールについて説明します。

構文構文構文構文

JRun プロパティ  ファ イルを変更する場合は、 次の構文ルールを使用します。

• パラ メータは parameter=value のよ うに設定します。 この構文では、 等号 (=) の
前後にスペースは入れません。

• 値はカンマまたはセ ミ コロンで区切り ます。

• いずれの行においても、 行頭または行末にスペースまたはタブなどで空白を入れ

ないでください。

• 変数は中かっこ  { }で囲みます。

• 行をコ メン ト化する と きには、 番号記号 (#) を使用します。

編集編集編集編集

local.properties ファ イルを編集する場合は、 その前に関連する  JRun サーバーを停止
し 、 編集が終了したら再起動します。 こ れは、 local.properties ファ イルを手作業で
変更した後、 JRun サーバーによってメモ リにある内容が local.properties ファ イルに
書き込まれるのを防ぐために行います。

JRun プロパティ  ファ イルを編集する場合は、 次の点にも注意してください。

• プロパティ  ファ イルを編集する前にバッ クアップを作成します。

• テキス ト  エディ タを使用して、 *.properties とい う拡張子を持つ通常のテキス ト
ファ イルと してプロパティ  ファ イルを保存します。

• global.properties ファ イルを編集する場合は、 該当する  JRun インス トール先に
あるすべての JRun サーバーを再起動します。

変数の使用法変数の使用法変数の使用法変数の使用法

JRun では、変数とプレースホルダをよ く使用します。変数とプレースホルダは、プロ
パティ  ファ イルや JRun 管理コンソール (JMC) 内で中かっこ  { } によって示されます。

{variable} は、 実行時に値に置き換えられます。 変数と定数は、 次のよ うに同じ代入
式の中で一緒に使用できます。

jrun.services=scheduler,logging,monitor,{servlet.services},control

また次のよ うに、 変数と定数を同じ値の中で一緒に使用するこ と もできます。

logging.filename={jrun.rootdir}/logs/{jrun.server.name}-event.log
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最も頻繁に出てく る変数は、 {jrun.rootdir} と  {default}です。 {default} は、実際は変数
ではなくプレースホルダと して機能します。 次の表では、 この 2 つの変数と、 その他
の変数について説明しています。

変数変数変数変数 説明説明説明説明

{jrun.rootdir} インス トール時のシステム変数セッ ト。 UNIX システムでは、
JRun サーバー プロセスを起動したときに、 この値が計算さ
れます。 Windows 95/98/NT では、 インス トール時に、 この
値がシステム レジス ト リに一度だけ書き込まれます。
JRun サーバーに関連する JVM 実行可能プログラムを起動
すると、JRun は、-D スイッチを指定して、関連する値を持つ
jrun.rootdir を受け渡します。 次に例を示します。
java -D jrun.rootdir=c:\Allaire\JRun\

{default-app.rootdir} JRun のすべての Web アプリケーシ ョ ンには、ルート  ディレ
ク ト リがあります。 この変数を使用すると、Web アプリケー
シ ョ ンのルート  ディレク ト リを動的に指定できます。
これは、アプリケーシ ョ ン フ ァイルで利用するドキュ メン ト
のルート  ディ レク ト リです。

{default} {default} という値は、 該当するパラ メータが別のプロパテ ィ
フ ァ イルで設定さ れているこ と を示し ます。 最も一般的な

使用法は、 あるパラ メータに global.properties 内で実数値を
設定し、 local.properties 内では、 そのパラ メータを  {default}
に設定する方法です。

ブランクを代入すると、 変数の値が null に設定されます。
local.properties 内に foo={default} とい う代入式があり、
global.properties 内に foo= という代入式がある場合、 foo に
は null が代入されます。
通常は、 local.properties と  global.properties の両方で、 同じ
パラ メータが {default} またはブランクに設定されているこ
とはありません。

その他の変数 プロパテ ィ  ファイル内では、動的なシステム変数をい くつか
使用できます。 これらの変数には、 {date}、 {hour}、 {day}、
{month}、 {year} などがあり、 主にログ フ ァ イルの出力設定
やファイル名の指定で使用します。

オブジェ ク ト と変数を混同しないよ うに注意して く ださい。

たとえば、 logging.dispatchLogger.events は、 デ ィ スパッチ
ロガーによって割り当てられるイベント を、カンマで区切って

指定したものです。これらのイベント は、システム変数のよう

に見えますが、実際はオブジェ クト なので、通常はこのよう な

文字列は編集しません。 既定値は次のとおりです。

{logging.infoevent},{logging.debugevent}, 
{logging.warningevent}, {logging.errorevent}
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PropertyScript の使用法の使用法の使用法の使用法

PropertyScript ユーティ リ ティ を使用する と、JRun プロパティ  ファ イルにある設定
の変更、 追加、 および削除を行 う こ とができます。 PropertyScript は、 JRun プロパ
ティ  ファ イルを変更するディ レクティブが含まれている、個別のスク リプ ト  ファ イル
を処理します。

PropertyScript ク ラスは、 install.jar ファ イルにある  allaire.jrun.install パッケージ
の一部です。 ク ラスパスには、 install.jar を含める必要があ り ます。

PropertyScript の使用法の使用法の使用法の使用法

java -cp [classpath] allaire.jrun.install.PropertyScript script-file 
[property-file]

script-file は、ディ レクティブが含まれているスク リプ ト  ファ イルへのファイルの
システム  パスです。 スク リプ ト  ファ イルの作成については、 204ページの 「スク リプ
ト  ファ イルの作成」 を参照して ください。

property-file オプシ ョ ンでは、global.properties、local.properties、jvms.properties
などの JRun プロパティ  ファ イルを指示します。 このオプシ ョ ンは現在のリ リースの
JRun で推奨されていないため、必要あ り ません。 script-file には JRun プロパティ
ファ イルを指定します。

例 :

C:\>java -cp "c:\program files\allaire\jrun\lib\install.jar" 
allaire.jrun.install.PropertyScript 
"c:\program files\allaire\jrun\servers\default\script.txt"

スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト  ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成

script-file オプシ ョ ンでは、JRun プロパティ  ファ イルの変更時に PropertyScript
によって使用されるすべてのディ レクテ ィブが含まれるテキス ト  ファ イルを指示し
ます。 スク リプ ト  ファ イルの作成時には、少なく と も  1 つの file コマンド と  filename
(JRun プロパティ  ファ イルを参照する ) を含める必要があ り ます。 各 file コマンドの
下には、前に示してある  filename に対して実行するディ レクティブおよびオプシ ョ ン
を列挙します。 

スク リプ ト  ファ イルの構文は、 次のよ うになり ます。

file filename
directive1
[directive2]
...
[file filename]
[directive1]
[directive2]
...
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スク リ プト  ファ イル内のプロパティ  ファ イルのセクショ ンごと に、新しい file コマンド
を指定する必要があ り ます。 filename (ファ イル名 ) には、 *.property ファ イルへの
絶対パスを指定する必要があ り ます。

通常、 スク リプ ト  ファ イル内の各ディ レクティブは、 1 つのコマンド と、 1 組のキー
と値のペアから成り立っています。キーは、JRun プロパティ  ファ イル内のプロパティ
に対応します。 

次の例では、 add がコマンド、 control.endpoint.main.port がキー、 53000 が値です。 

add control.endpoint.main.port=53000

複数の値を持つキーもあ り ます。 この場合、 値はスペースまたはカンマで区切られる
こ とがあ り ます。

次の表では、スク リプ ト  ファ イルのディ レクティブとそのオプシ ョ ンについて説明し
ています。

ディレクテ ィブディレクテ ィブディレクテ ィブディレクテ ィブ 説明説明説明説明

add キー 値 新し いキーと値を、 プロパティ  ファ イルの最後に追加し
ます。 既存のキーを追加する と、 該当するキーと値が

PropertyScript によって上書きされます。

replace キー 値 キーの値を新し い値に置き換えます。 存在し ないキーの

値を置き換え よ う と する と、 このデ ィ レ ク テ ィ ブは

PropertyScript によって add と して処理されます。

delete キー キーとその値を削除します。

clear キー キーのすべての値を削除しますが、 キーは削除しません。

append キー 値 キーの最後の値の後に、 値を追加します。 値の先頭には、

区切り文字 (通常はカンマ ) を指定する必要があります。 
たとえば、 jcp を  servlet.services キーに追加する場合は、
次のように指定します。

append servlet.services ,jcp

一部のキーはカンマでなく スペースによって区切られます。

この場合は、append_space ディ レクティ ブを使用します。

append_space キー 値 キーの最後の値の後にスペースを入れてから、値を追加し

ます。 スペースを区切り文字と して使用する java.args
キーを変更する場合に役立ちます。

token_remove キー 値 キーの中から指定した値を検索し、その値および後に続 く

区切り文字 (スペースまたはカンマ ) を削除します。

ejb_append jrun.services 値 global.properties フ ァ イル内の jrun.services キーを変更
する場合にのみ使用し ます。 servlet_services はほかの
すべてのサービスが開始してから開始する必要があるので、

このメ ソ ッ ド を使用して {servlet_services} キーを一覧の
最後に表示します。
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unplug [servlet|ejb] サーブレ ッ ト または EJB のいずれかの機能を  JRun から
削除します。ユーザがコンポーネン ト を追加および削除で

きるよ うにする場合に使用します。 また、 インス トール

ファイルを編集して、不要なコンポーネント がインスト ール

されないようにすることもできます。

unplug によってコンポーネン トが無効になりますが、実際
にはアンインス トールされません。

comment キー 
テキスト文字列

テキス ト文字列から構成されるコ メ ン ト行を、 指定した

キーの上の行に追加します。

adduser ユーザ名 
パスワード

新規 JMC ユーザを追加します。 PropertyScript では、
UnixCrypt を使用してパスワード が暗号化されます。 この
ディ レクティ ブは、 pass.properties フ ァ イルを変更する
場合にのみ使用します。 
このディ レクテ ィ ブを使用して、 新規の Web アプリケー
ショ ン  ユーザを  users.properties ファ イルに追加すること
はできません。 Web アプリケーシ ョ ン ユーザを追加する
方法については、 『JRun によるアプリケーシ ョ ンの開発』
にある 「PropertyFileAuthentication クラス」 の説明を参照
して く ださい。

port キー 最小値 ,最大値 インストール時に JRun で設定される、 admin サーバーの
アクセス可能ポート 範囲を設定し ます。 最小値は最小の

ポート 番号、 最大値は最大のポート 番号です。

PropertyScript では、この範囲内にあるすべてのポート
が試行されます。

ポート  ディ レクテ ィ ブは、 JRun サーバーの 
local.properties フ ァイルごとに指定します。
admin サーバーの既定範囲は 8000 ～ 8099 です。 default
サーバーの既定範囲は 8100 ～ 8199 です。

ディ レクテ ィブディレクテ ィブディレクテ ィブディレクテ ィブ 説明説明説明説明
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サンプルサンプルサンプルサンプル スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト  ファイルファイルファイルファイル

次に、 スク リプ ト  ファ イルの一例を示します。 この例では、 default JRun サーバーの
local.properties ファ イルに対して、 新しい Web アプ リ ケーシ ョ ン、 「MyStocks」 を
追加し、 demo-app を削除します。 最後の行は、 default JRun サーバーの JRun Web
サーバーのポート を、 8080 ～ 8089 の範囲で使用可能なポートに変更します。

file c:\program files\allaire\jrun\servers\default\local.properties
add webapp.mapping./mystocks /mystocks
add /mystocks.rootdir C:\\Mycompany\\servers\\default\\mystocks
add /mystocks.class {webapp.service-class}
token_remove servlet.webapps demo-app
append servlet.webapps ,/mystocks
comment servlet.webapps # mystocks app が追加され、 demo が削除されました。
delete demo-app.rootdir
delete demo-app.class
delete webapp.mapping./demo
port web.endpoint.main.port 8080,8089
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